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序 章  

 

第 一 節  問 題 の 所 在  

漁 村 地 域 に お け る 担 い 手 の 流 出 が 、 大 き な 問 題 と な っ て い

る 。 2 0 0 8 年 漁 業 セ ン サ ス に よ る と 、 2 0 代 以 下 漁 業 就 業 者 数

の 世 代 別 比 率 は 、 2 0 代 以 下 1 3 , 7 8 1 人 （ 7 %）、 3 0 代 1 8 , 8 8 3

人 ( 1 0 % )、 4 0 代 2 7 , 3 3 6 人 ( 1 5 % )、 5 0 代 4 1 , 8 7 9 人 ( 2 2 % )、 6 0

代 以 上 8 5 , 9 4 1 人 ( 4 6 % )と 、 若 年 層 比 率 の 低 さ が 目 立 つ 。 今 後

も 基 本 的 に こ の よ う な 就 業 構 造 が 維 持 さ れ る と 考 え ら れ て お

り （ 山 内 2 0 0 9） 1 )、 こ う し た 今 後 の 担 い 手 で あ る 若 年 層 の 漁

村 外 へ の 流 出 は 、 今 後 の 沿 岸 漁 業 の 持 続 可 能 性 を 左 右 す る 大

き な 問 題 点 で あ る と 言 え る 。  

さ て 、沿 岸 漁 業 に お け る 後 継 者 世 代 の 減 少 は 、す で に 1 9 8 0

年 代 に 指 摘 さ れ て い た 。 だ が 、 1 9 8 0 年 代 の 就 業 構 造 問 題 と

1 9 9 0 年 の そ れ に つ い て は 大 き な 相 違 点 が あ る 。第 一 に 、沿 岸

漁 業 生 産 を 取 り 巻 く 条 件 の 構 造 的 変 容 （ 常 ・ 長 谷 川 ） 2 )第 二

に 、「 還 流 漁 業 者 」の 増 加（ 宮 澤  2 0 0 7） 3 )で あ る 。前 者 に つ

い て は 、1 9 8 0 年 代 に は 国 民 の 賃 金 上 昇 が 継 続 し 、国 内 水 産 物

市 場 に お い て は 一 定 の 購 買 力 が 存 在 し て い た 。 だ が 1 9 9 0 年

代 以 降 の 長 期 不 況 に お い て 、 国 民 の 可 処 分 所 得 低 下 に 伴 う 魚

価 低 下 ・ 停 滞 と 、 2 0 0 0 年 代 以 降 の 燃 油 費 の 上 昇 （ 特 に 2 0 0 8

年 の 燃 油 高 騰 ） が 同 時 進 行 し 、 コ ス ト の 上 昇 を 魚 価 に 転 嫁 で

き な い と い う 厳 し い 条 件 下 に 直 面 し て い る 。 こ の よ う な 状 況

か ら 、 漁 家 経 営 の 、 若 手 漁 業 者 の 求 心 力 は 弱 ま っ て い る の で

あ る 。 後 者 に つ い て は 、 宮 澤 4 )が 「 還 流 漁 業 者 現 象 」 を 時 系
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列 の コ ー ホ ー ト 分 析 か ら 明 ら か に し て い る 。 9 0 年 代 以 降 、全

体 の コ ー ホ ー ト 増 減 数 は 減 少 傾 向 に あ っ た も の の 1 9 9 8 年 ～

2 0 0 3 年 に か け て 増 加 傾 向 に 転 じ 、一 旦 外 で 就 業 し た の ち 漁 村

地 域 に 帰 っ て 来 る と い う 「 還 流 漁 業 者 」 が 、 増 加 し て い る 。

こ の よ う に 1 9 9 0 年 代 以 降 は 、 長 期 的 な 不 況 を 主 要 因 と し た

構 造 的 変 容 が 漁 業 生 産 部 門 ・ 商 品 市 場 部 門 ・ 労 働 市 場 部 門 に

生 じ 、 沿 岸 漁 業 は 新 た な 展 開 過 程 に あ る と 言 え る だ ろ う 。  

こ の よ う な 沿 岸 漁 業 動 向 を 、 既 存 研 究 は 労 働 力 視 点 か ら ど

の よ う に 見 て い る の か 。 例 え ば 前 述 し た 宮 澤 5 )は 、 コ ー ホ ー

ト 分 析 と 事 例 分 析 か ら 、 還 流 漁 業 者 が 増 加 傾 向 に あ り 、 そ の

よ う な 漁 業 者 を 受 け 止 め る 収 容 力 が 漁 村 地 域 に 存 在 し て い る

こ と を 示 唆 し た 。 加 瀬 6 )・ 関 7 )は 事 例 分 析 か ら 漁 村 地 域 に お

け る 後 継 者 問 題 に ア プ ロ ー チ し て お り 、 加 瀬 は 、 周 辺 地 域 の

漁 業 者 の 減 少 に よ り 漁 場 利 用 に お い て 有 利 な 条 件 が 生 ま れ た

こ と な ど か ら 漁 家 経 営 を 成 立 さ せ 、 後 継 者 を 確 保 し て い る 事

例 を 明 ら か に し た 。そ し て 関 は 、継 承 す べ き 漁 船 を 有 す る「 自

営 」 漁 家 の 存 在 と 、 地 域 主 体 の 後 継 者 不 足 対 策 （ 生 活 ・ 就 労

環 境 の 改 善 ） が 身 を 結 び 、 後 継 者 を 確 保 し て い る 事 例 を 見 出

し て い る 。 こ の よ う に 宮 澤 は 「 還 流 漁 業 者 」 の 現 象 を 統 計 か

ら 明 ら か に す る と と も に 、「 さ ら に 漁 村 地 域 に わ け い っ た 分 析

が 必 要 」 と 課 題 を 明 言 し て い る 。 加 瀬 （ 2 0 0 9）・ 関 （ 2 0 0 9）

は 、 ど ち ら も 沿 岸 漁 業 就 業 者 の 全 体 的 な 減 少 に よ り 、 逆 に 当

該 地 域 に と っ て 資 源 ・ 漁 場 ・ 生 活 （ 定 住 ） 環 境 を よ り 濃 密 ・

快 適 な も の に す る た め の 「 条 件 」 が 出 現 し 、 結 果 的 に 後 継 者

が 確 保 で き て い る こ と を 明 ら か に し 、 縮 小 再 編 の 流 れ の 中 に
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あ る 沿 岸 漁 業 の 、 基 盤 と な る 漁 村 地 域 に お け る 積 極 的 な 面 を

具 体 的 に 抽 出 し て い る 。  

だ が 、既 存 研 究 で は 、「 失 わ れ た 2 0 年 」と も 言 わ れ る 1 9 9 0

年 代 以 降 に 、漁 業 内 外 の 条 件 が 悪 化 す る 中 で 、漁 村 地 域 の「 受

け 皿 」 が ど の よ う に 形 成 さ れ 、 具 体 的 に 地 域 の 漁 業 を は じ め

と す る 雇 用 機 会 と ど の よ う に 関 連 し て い る の か 、 と い う 実 証

研 究 は 、 宮 澤 に よ っ て 必 要 性 が 指 摘 さ れ な が ら も 、 な さ れ て

い な い 。 宮 澤 が 言 う よ う に 、 現 在 を 還 流 漁 業 者 含 む 新 規 参 入

が 増 加 傾 向 に あ る 「 好 機 」 と す る な ら ば 8 )、 そ の よ う な 漁 業

者 を 受 け 止 め る 漁 村 地 域 の 「 受 け 皿 」 が ど の よ う に 形 成 さ れ

て い る の か と い う 実 態 分 析 が 必 要 と さ れ る だ ろ う 。 そ こ で 本

論 で は 、 第 一 に 漁 村 地 域 に お け る 戦 後 か ら 現 在 ま で の 漁 村 地

域 の 変 容（ 特 に 9 0 年 代 後 半 以 降 ）を 統 計・文 献・ヒ ア リ ン グ

調 査 か ら 明 ら か に し 、 そ の 中 で 漁 村 の 就 労 の 場 が ど の よ う に

形 成 さ れ て き た の か を 明 ら か に す る 。第 二 に 、青 壮 年 の 参 入 ・

還 流 の あ り 方 や 着 業 漁 業 、 就 業 形 態 か ら 青 壮 年 漁 業 者 の 存 在

形 態 の 把 握 を す る と 同 時 に 、 漁 業 を は じ め と す る 地 域 内 就 労

機 会 が 関 連 し な が ら 、 ど の よ う に 青 壮 年 の 「 受 け 皿 」 が 形 成

さ れ て い る の か を 分 析 す る 。そ し て 、こ れ ら か ら 、 1 9 9 0 年 代

以 降 、 漁 村 地 域 が 青 壮 年 「 新 規 参 入 」 漁 業 者 の 収 容 を 可 能 と

し て き た 条 件 を 抽 出 す る 。  

さ て 、 本 論 で の 「 新 規 参 入 」 と は 、 学 卒 後 の 漁 業 参 入 に 加

え 「 U タ ー ン ・ I タ ー ン 」 を 含 む 、 幅 広 い 意 味 で の 漁 村 地 域

へ の 参 入 の こ と で あ る 。小 論 で は 、そ の 中 で も 、「 還 流 漁 業 者 」

つ ま り 「 U タ ー ン 漁 業 者 」 を 「 新 規 参 入 」 の 中 心 と し た 。 こ
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の よ う な タ イ プ の 青 壮 年 漁 業 者 に 絞 っ て 考 察 す る 理 由 と し て 、

第 一 に 漁 業 参 入 労 働 力 に お い て 、「 新 規 学 卒 就 業 者 」 1 7 . 1 %に

対 し て「 離 職 転 入 者 」は 5 9 . 3 %と 大 き く 上 回 っ て お り 、（ 平 成

1 9 年 水 産 白 書 ）、「 一 旦 漁 村 か ら 離 れ 、他 産 業 に 着 業 し た の ち

漁 業 に 参 入 す る 」「 全 く 漁 業 を 経 験 し た こ と が な い 状 態 か ら 漁

業 に 参 入 す る 」 と い う 漁 業 参 入 の あ り 方 が 、 今 後 も 中 心 的 と

な っ て ゆ く と 思 わ れ る た め で あ り 、 第 二 に 、 そ の 中 で も 「 U

タ ー ン 漁 業 者 」 が 、 現 在 一 般 的 な 新 規 参 入 パ タ ー ン で あ る こ

と は 周 知 の 事 実 で あ り 、ま た 今 後 の「 自 営 漁 業 経 営 者 の 確 保 」

と い う 視 点 か ら も 、「 U タ ー ン 漁 業 者 」が 将 来 的 な 担 い 手 の 基

軸 で あ る と 思 わ れ る か ら で あ る 。  

 

第 2 節  対 象 事 例 地 域 の 位 置 づ け  

漁 村 地 域 に お い て は 、 一 般 的 に 高 齢 漁 業 者 比 率 が 多 く な っ

て お り 、「 青 壮 年 漁 業 者 層 が 充 実 し て い る 」漁 村 は 、一 部 の 養

殖 漁 村 を 除 外 し 、 か な り 少 な く な っ て い る 。 だ が 、 高 齢 者 比

率 の 多 い 漁 村 地 域 で も 、 労 働 力 の 流 動 パ タ ー ン に よ っ て 2 つ

に 分 け ら れ る だ ろ う 。第 一 に 、「 流 出 は 大 き い も の の 、新 規 参

入 が 一 定 存 在 し 、 あ る 程 度 の 世 代 交 代 が 見 込 め る と 予 想 さ れ

る 地 域 」と 、「 後 継 者 層 の 流 出 が 圧 倒 的 に 多 く 、将 来 的 に 漁 業

者 が い な く な る で あ ろ う 地 域 、 ま た は 、 漁 業 が 高 齢 者 の 「 生

き が い 」的 位 置 づ け と し て 成 立 し て い る 地 域 」に 分 け ら れ る 。

本 論 で は 、 前 者 の 地 域 を 研 究 対 象 と す る 。 そ の 中 で も 、 今 後

の 自 営 漁 業 者 の 確 保 と い う 視 点 か ら 、「 地 域 内 に 自 営 家 族 経 営

体 が 存 在 し て い た 」 地 域 、 換 言 す れ ば 新 規 参 入 の 「 受 け 皿 」
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と な る 就 労 の 場 が あ っ た 地 域 と 、 家 族 経 営 主 体 の 漁 業 者 の 就

労 の 場 が 小 さ く 、 従 来 の 漁 村 の パ タ ー ン か ら 再 編 を 経 て 就 労

機 会 が 拡 が っ た 「 後 発 型 」 と も 言 え る 地 域 を 取 り 上 げ た 。 前

者 は 、 自 営 漁 業 が 地 域 の 主 要 産 業 で あ り 、 就 労 の 場 が 維 持 さ

れ て き た 三 重 県 鳥 羽 市 神 島 町 を 、 後 者 は 、 も と も と 海 外 出 稼

ぎ や 捕 鯨 を 含 む 遠 洋 漁 業 が 地 域 の 中 心 産 業 で あ っ た 和 歌 山 県

東 牟 婁 郡 太 地 町 を 選 択 し た 。  

神 島 の よ う な 島 嶼 地 域 と 、 太 地 町 の よ う な か つ て の 「 出 稼

ぎ 母 村 」 は 全 国 漁 村 地 域 に お い て ど の よ う な 位 置 づ け に あ る

の か を 述 べ る 。 ま ず 、 漁 業 を 主 産 業 と し た 島 嶼 地 域 は 、 全 国

の 沿 岸 漁 村 地 域 に 離 島 を 含 め 存 在 し て い る 。 ま た 、 か つ て の

「 出 稼 ぎ 母 村 」 も 、 遠 洋 カ ツ オ ・ マ グ ロ 漁 業 、 南 氷 洋 捕 鯨 業

な ど へ 労 働 力 を 供 給 し て き た 東 北 地 方 、 北 陸 地 方 や 西 日 本 な

ど で も 見 ら れ 、2 地 域 と も 全 国 に 広 範 に 存 在 す る 事 例 で あ る 。 

ま た 、 漁 村 地 域 の 「 就 労 の 場 」 と い う 視 点 か ら 、 も と も と 収

容 の 場 が 存 在 し た 地 域 と 、 そ う で な い 「 後 発 型 」 地 域 を 選 ぶ

こ と に よ り 、 近 年 増 加 し つ つ あ る 「 還 流 」 漁 業 者 の 性 格 ・ ま

た そ れ を 収 容 す る 「 受 け 皿 」 の 多 様 性 が 、 よ り 明 確 に す る こ

と が 可 能 で あ る 。  
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第 1章   沿 岸 漁 業 就 業 構 造 の 変 化  

 

第 1 節  戦 後 以 降 の 漁 業 就 業 構 造  

 戦 後 以 降 の 漁 業 就 業 構 造 に つ い て は 、 す で に 多 く の 既 存 研

究 が す で に 存 在 す る 。 よ っ て 、 そ れ ら の 資 料 ・ 解 説 を 参 考 と

し な が ら 見 て ゆ く こ と と す る 。 沿 岸 漁 業 に お け る 漁 業 就 業 構

造 は 、 主 に ① 戦 後 ～ 1960 年 ② 高 度 成 長 期 ～ 1980 年 代 ③ 1990

年 代 ～ 現 在  に 大 き く 分 類 で き る 。 戦 後 間 も な く 、 多 く の 漁

村 地 域 は 「 過 剰 人 口 」 を 抱 え て い た 。 戦 時 中 、 徴 兵 な ど で 動

員 さ れ て い た 若 手 階 層 は 、 漁 業 外 に 就 業 機 会 の な い 時 期 、 多

く が 自 営 漁 業 に 従 事 し た の で あ る 。 こ う し た 漁 村 地 域 の 構 造

に 大 き な 変 化 を も た ら し た の は 、1960 年 以 降 の 高 度 経 済 成 長

で あ る 。 こ の 時 期 、 就 業 機 会 の 増 加 に 伴 い 、 農 業 ・ 漁 業 に お

け る 若 年 層 は 都 市 部 へ と 流 出 し 、 過 剰 人 口 は 解 消 し た 。 ま た

加 瀬 1 )に よ れ ば 、 こ の 頃 の 政 策 構 想 と し て は 、 沿 岸 漁 業 に お

け る 主 に 3t 層 前 後 及 び 養 殖 経 営 を 重 視 し 、こ れ ら を 育 成 し つ

つ 他 階 層 の 減 少 を は か る 構 想 を 打 ち 出 し た 。 い わ ゆ る 構 造 改

善 政 策 で あ る 。 ま た 、 1969 年 の 漁 業 近 代 化 資 金 制 度 に よ り 、

積 極 的 な 生 産 手 段 へ の 投 資 が な さ れ 、 木 船 か ら FRP 船 へ の 船

体 の 船 質 の 強 化 が は か ら れ 、 ま た 、 魚 群 探 知 機 な ど の 電 子 機

器 類 の 進 行 に よ り 省 力 化 が 進 行 し た 。 島 2 )は 、 こ の よ う な 高

度 成 長 期 の 漁 業 就 業 の 特 徴 と し て 、「 若 年 齢 層 の 不 足 」、「 新 規

補 充 の 減 少 」「 中 高 年 齢 層 の 過 剰 」と い う 3 点 を 指 摘 し て い る 。

つ ま り 、漁 業 外 就 業 機 会 の 増 加・漁 村 内 部 で の 省 力 化 に よ り 、

漁 業 を 継 承 す べ き 若 年 層 が 流 出 し 、 壮 年 層 の 比 率 が 相 対 的 に



10 

 

高 ま っ た の で あ る 。 こ の 時 期 、 沿 岸 漁 業 で は 就 業 者 は 減 少 し

つ つ も 、 機 器 類 の 充 実 か ら 経 営 体 数 は 維 持 傾 向 に あ っ た 。 ま

た 、 国 民 の 所 得 上 昇 に 伴 う 魚 価 高 騰 に 支 え ら れ 、 生 産 手 段 へ

の 投 資 を 価 格 に 転 嫁 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 全 体 的 な 底 上

げ に つ な が っ た 。 こ の 時 期 の 沿 岸 漁 業 の 躍 進 は 「 魚 価 高 騰 依

存 型 」 と 呼 ば れ 、 他 律 的 な 生 産 力 展 開 で あ っ た 。 漁 業 就 業 者

は 昭 和 28 年 （ 1953 年 ） に 、 す で に ピ ー ク を 迎 え て 、 そ の 後

は 減 少 の 一 途 を 辿 る 。  

 19 73 年・1979 年 の オ イ ル シ ョ ッ ク に よ り 、そ れ ま で 沿 岸 漁

業 を 支 え て き た 恵 ま れ た 市 場 条 件 は な く な り 、「 オ イ ル シ ョ ッ

ク に よ る 生 産 手 段 の 高 騰 、 魚 価 低 迷 に よ る コ ス ト 増 大 、 過 剰

な 漁 業 投 資 に よ る 資 源 乱 獲 、 漁 村 労 働 力 の 流 出 に よ る 後 継 者

不 足 等 の 漁 業 危 機 が 表 面 化 し 、 魚 価 高 騰 依 存 型 の 漁 業 成 長 メ

カ ニ ズ ム は 破 綻 し た 」（ 島 ） 3 ） ま た 、高 度 成 長 期 に 漁 船 な ど へ

の 投 資 が 進 ん だ こ と か ら 、 漁 場 の 過 密 状 態 が よ り 深 刻 と な っ

た 。こ の 時 期 の 政 策 路 線 と し て 、「 オ イ ル シ ョ ッ ク 後 の 資 源 管

理 型 漁 業 論 に 代 表 さ れ る よ う に 、 平 等 主 義 的 施 策 に よ る 漁 業

者 の 経 営 向 上 エ ネ ル ギ ー が 重 視 さ れ た 。 格 差 付 け 的 発 想 は 抑

制 さ れ 、 経 営 体 全 体 の 所 得 向 上 を 通 じ て 平 均 的 に 後 継 者 確 保

を 図 っ て ゆ こ う と す る 方 向 」ま た 、「 行 政 的 施 策 の 肥 大 化 、と

く に 公 共 事 業 を 中 心 と し た 財 政 資 金 の 投 入 に よ っ て 、 漁 業 者

全 体 の 漁 業 所 得 の 増 大 が 目 指 さ れ た 。 栽 培 漁 業 、 養 殖 業 施 設

の 補 助 、 漁 礁 設 置 、 漁 場 作 り が そ れ で あ る 。」（ 加 瀬 ） 4 ） こ の

よ う に 、 重 点 的 な 投 資 に よ る 「 漁 村 全 体 の 底 上 げ 」 が は か ら

れ た が 、 漁 業 就 業 者 は 減 少 傾 向 に あ っ た も の の 、 そ れ ら は 大
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き な 問 題 と し て は 捉 え ら れ ず 、 就 業 者 対 策 も 必 要 と は さ れ て

い な か っ た 。  

 さ て 、加 瀬 5 )に よ る 既 存 研 究 よ り 、戦 後 か ら 1985 年 ま で の

「 男 子 自 営 漁 業 就 業 者 数 」 を 抜 粋 し た も の が 以 下 表 で あ る 。  

 

 

1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年
合計 281,850 266,234 238,304 230,517 210,686 205,200 187,590
15才～ 27,370 21,070 14,270 11,250 5,990 4,685 3,238
20～ 37,470 24,730 17,520 16,950 12,400 10,256 8,108
25～ 35,020 33,250 23,320 15,630 14,870 13,156 9,928
30～ 22,270 29,320 29,320 21,780 14,890 15,695 12,648
35～ 22,760 30,410 30,410 32,830 22,420 15,387 15,551
40～ 20,600 19,390 19,290 31,160 32,600 23,002 15,011
45～ 25,410 21,750 21,750 22,300 30,430 32,923 22,103
50～ 27,960 20,860 20,860 18,490 21,630 29,946 30,954
55～ 23,350 23,320 23,320 19,310 17,420 21,258 28,156
60～ 16,480 21,800 17,910 17,940 16,690 16,037 19,099
65～ 23,150 20,220 20,370 22,930 21,420 22,859 22,794

資料：加瀬「沿岸漁業の担い手と後継者」pp.67表3-6を抜粋  

 

こ の 表 か ら 、15 才 ～ 19 才 の 新 規 就 業 と 思 わ れ る 年 代 の 比 率 が

年 々 少 な く な っ て い る こ と が 分 か る 。 加 瀬 は 、 こ の 表 を コ ー

ホ ー ト 分 析 し 、次 の よ う に 述 べ て い る 6 )。① 1955 年 及 び 196 0

年 に 15～ 19 才 で あ っ た 年 代 は 、 1970 年 に か け て か な り 流 出

率 を し め し 、 労 働 市 場 の 拡 張 に 伴 い 若 い 世 代 が 流 出 し た こ と

を 示 す ② 1965 年 以 降 の 15～ 19 歳 世 代 は 、 そ の 比 率 は 年 々 減

少 し て い る が 、 い っ た ん 自 営 漁 業 に 就 業 す る と 、 流 出 す る も

の が 少 な く な っ て い る 。 ③ 1955 年 時 点 で 30 歳 代 以 上 で あ っ

た 階 層 は 、 そ の 後 他 産 業 へ の 流 出 は ほ と ん ど 見 ら れ な い ④

1975 年 か ら 198 0 年 に か け て 、 44 歳 未 満 で あ っ た す べ て の 年

表 1- 1  年 齢 階 層 別 の 男 子 自 営 漁 業 就 業 者 数  
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齢 階 層 が 増 加 し て い る 。 こ れ は 、 不 況 期 に よ る 、 漁 業 外 労 働

条 件 の 悪 化 や 200 海 里 問 題 に よ り 、 一 時 的 に 就 業 者 の 還 流 が

生 じ た も の と 思 わ れ る 。  

 

第 2 節  90 年 代 以 降 の 漁 業 就 業 構 造  

 1 991 年 、 バ ブ ル が 崩 壊 し 、 日 本 経 済 は 「 失 わ れ た 10 年 」

と 言 わ れ る 長 期 的 不 況 下 に 入 っ た が 、 こ の 間 、 沿 岸 漁 業 に お

い て も 経 済 的・社 会 的 な「 条 件 不 利 化 」が 進 行 し て ゆ く 。常 ・

長 谷 川 7 )は 、こ う し た 90 年 代 以 降 の 沿 岸 漁 業 経 営 体 に お け る

構 造 体 的 問 題 を“ シ ェ ー レ 現 象 ”（ 鋏 状 格 差 ）に 着 目 し て い る 。

95 年 以 降 、低 位 停 滞 す る 魚 価 と 漁 業 資 材 費 と の 間 に シ ェ ー レ

が 拡 大 し 、 2008 年 に は 、 燃 油 費 が 2004 年 の 7 倍 に ま で 上 昇

し た 。小 規 模 沿 岸 漁 船 漁 業 に お い て は 、 90 年 代 以 降 、雇 用 労

賃 や 減 価 償 却 費 な ど が 減 少 す る 中 、唯 一 そ の ウ エ イ ト を 高 め 、

ま た 「 魚 価 高 騰 依 存 型 」 の よ う な 市 場 条 件 が 失 わ れ た こ と か

ら 、 コ ス ト の 上 昇 を 価 格 に 転 嫁 す る こ と が 困 難 と な っ た 。 ま

た 、 漁 業 経 営 だ け で は な く 、 そ の 基 盤 と な る 漁 村 地 域 に お い

て も 、 そ の 多 く が 沿 海 部 に 位 置 す る こ と か ら 、 特 に 島 嶼 部 や

半 島 地 域 等 の 過 疎 地 域 に お い て は 、「 限 界 漁 村 集 落 」が 増 加 し

て い る 。 山 尾 8 )は 「 漁 業 で は 農 業 ほ ど 条 件 不 利 性 が 明 確 に 定

義 さ れ て い る わ け で は な い が 、 生 産 条 件 、 流 通 ・ 市 場 条 件 、

生 活 条 件 な ど の 不 利 性 は 着 実 に 増 し て い る 」 9 )と 、 漁 業 を 取

り 巻 く 社 会 的 ・ 経 済 的 条 件 の 不 利 化 が 進 行 し て い る こ と を 述

べ て い る 。こ の よ う な 、 90 年 代 以 降 の 漁 業 就 業 構 造 の 変 化 を

見 て ゆ く 。 90 年 代 以 降 の 漁 業 就 業 者 （ 沿 岸 、 沖 合 ・ 遠 洋 別 ）
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を グ ラ フ で 見 る と 、下 図 の よ う に な る 。沿 岸 漁 業 従 事 は 30 万

280 人 か ら 19 万 2130 人 と 36%の 減 少 、沖 合・遠 洋 漁 業 は 7 万

250 人 か ら 3 万 400 人 と 56.7 %の 減 少 で あ り 、漁 業 就 業 者 の 減

少 に は 歯 止 め が か か ら ず 、 さ ら に 進 行 し て い る 。  
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図 1- 1  1 9 9 0 年 ～ 19 9 5 年 の 漁 業 就 業 者 推 移  

資 料 ： 農 水 省 漁 業 動 態 統 計 年 報  

 

こ の 間 、 沿 岸 漁 業 就 業 者 の 年 齢 構 成 、 自 営 ・ 雇 用 比 を 漁 業

セ ン サ ス か ら 見 る と 、 以 下 の 図 の よ う に な る 。 ま ず 、 雇 用 に

比 べ 、 自 営 業 者 に お け る 高 齢 者 比 率 が 高 く 、 減 少 率 も 大 き い

こ と が 一 見 し て 分 か る 。 だ が 雇 わ れ に お い て は 、 そ れ ほ ど 減

少 率 は 大 き い も の で は な く 、 青 壮 年 層 も 比 較 的 バ ラ ン ス よ く

獲 得 さ れ て い る よ う に 見 え る 。  
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資 料 ： 漁 業 セ ン サ ス ( 1 9 9 3～ 2 0 0 8 )  

 

加 瀬 1 0 )に よ れ ば 、「 雇 用 で は 50～ 54 歳 階 層 が ピ ー ク を 形 成

し て お り 、60 歳 を 超 え た 高 齢 者 は 引 退 し て 、就 業 者 の 交 代 が

順 調 」 1 1 )に 対 し て 、 男 子 ・ 自 営 漁 業 就 業 者 は 、「 65 歳 を 超 え

る と 引 退 速 度 が 高 ま っ て 来 る が 、 高 齢 者 ほ ど 絶 対 数 が 多

い 。・・こ の こ と は 、男 子 の 自 営 漁 業 就 業 者 総 数 に 占 め る 若 年・

壮 年 の 漁 業 者 の 構 成 比 が き わ め て 低 い こ と を 意 味 し て お

り 、・・・後 継 者 不 足 と い う 危 機 感 を も た ら し て い る 」 1 2 )と し

て い る 。ま た 宮 澤 1 3 )は 、90 年 代 以 降 の 年 代 別 コ ー ホ ー ト の 推

移 か ら 、 若 年 層 に お い て 「 還 流 漁 業 者 」 が 増 加 し て い る こ と

を 明 ら か に し た 。  

図 1-2 沿 岸 漁 業 自 営 漁 業 者 推 移  

人  
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資 料 ： 漁 業 セ ン サ ス （ 1 9 9 3～ 2 0 0 3）  

 

次 表 は 、 宮 澤 の 既 存 研 究 に お け る 就 業 者 数 コ ー ホ ー ト 分 析

の 表 を 参 考 に 作 成 し た も の で あ る 。表 の 下 部 の「 増 減 人 数 計 」

は 、 各 年 代 集 団 が 、 5 年 後 に 増 加 ・ 減 少 し た 人 数 を 合 計 し た

も の で 、 全 体 人 数 の 増 減 数 で は な い 。  

 

表 1- 2  男 子 自 営 漁 業 就 業 者 数 年 代 別 推 移  

1988 1993 1998 2003 2008

15-19 2434 1208 795 752 462
20-24 6254 4160 2717 2312 1608
25-29 8417 5838 4033 3063 2388
30-34 10250 7676 5424 4185 3069
35-39 14505 9981 7356 5487 4253
40-44 14301 14305 9586 7391 5601
45-49 17632 14137 13848 9561 7245

増減人数計 -64 -204 2088 974

年
年齢

 

 資 料 ： 漁 業 セ ン サ ス 、 宮 澤 ( 2 0 0 7 ) p p . 4 0 ～ 4 1 の 表 を 参 考 に 作 成  

注 ： こ こ で の 「 自 営 」 は 、「 自 営 の み 」 漁 業 就 業 者 で あ る 。  

図 1- 3  沿 岸 漁 業 雇 わ れ 推 移  

人  
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表 1-2 か ら 分 か る よ う に 、1993 年 ～ 1998 年 ま で は コ ー ホ ー  

ト が 減 少 傾 向 に あ っ た も の が 、1998 年 ～ 2003 年 に か け て は 増

加 に 転 じ て い る 。年 代 ご と の 増 減 を 見 る と 、1993 年 ～ 1998 年

の 増 減 人 数 は 15～ 19 歳 は ＋ 1509 人 、 20～ 24 歳 は -127 人 、 25

～ 29 歳 は -414 人 、 30～ 34 歳 は -32 0 人 、 35～ 39 歳 は -3 9 5 人 、

40～ 44 歳 は -457 人 で あ っ た も の が 、 1998 年 ～ 200 3 年 に か け

て は 、15～ 19 歳 は ＋ 1507、20～ 24 歳 は ＋ 346、25～ 29 歳 は 152

人 、30～ 34 歳 は ＋ 63 人 、35～ 39 歳 は ＋ 35 人 、40～ 44 歳 は -25

人 と な っ て い る 。  

 30 代 以 下 の 若 年 層 で 増 加 人 数 が 多 く 、ま た 、1988 年 ～ 199 8

年 ま で は 30～ 49 歳 の コ ー ホ ー ト が 減 少 傾 向 に あ っ た も の が 、

1998 年 以 降 は 増 加 に 転 じ て い る こ と が わ か る 。続 い て 、表 1-3

か ら 「 雇 わ れ 」 漁 業 就 業 者 を 見 て ゆ く 。  

 

表 1- 3  男 子 雇 わ れ 漁 業 就 業 者 数 の 年 代 別 推 移  

1988 1993 1998 2003 2008※

15-19 2317 1020 795 755 791
20-24 6340 3345 2442 2513 3507
25-29 8053 4804 3602 3048 5025
30-34 10779 6156 4584 3850 5411
35-39 15493 8347 5694 4562 6150
40-44 14699 11703 7467 5281 6992
45-49 16610 11347 10700 6840 7498

増減人数計 -11979 -886 1510 14574

年
年齢

 

資 料 ： 漁 業 セ ン サ ス 、 宮 澤 ( 2 0 0 7 ) p p . 4 0～ 4 1 の 表 を 参 考 に 作 成  

注 ： 2 0 0 8 年 「 雇 わ れ 」 カ ウ ン ト 方 法 が 変 わ っ た た め 、 数 値 が そ れ 以 前 と

連 続 し な い  
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「 雇 わ れ 」 の 増 減 人 数 を 見 る と 、 1 9 9 3 年 ～ 1 9 9 8 年 に か け

て は 1 5～ 1 9 歳 は ＋ 1 4 2 2 人 、 2 0～ 2 4 歳 は ＋ 2 5 7 人 、 3 0～ 3 4

歳 は - 2 2 0 人 、3 5～ 3 9 歳 は - 4 6 2 人 、4 0～ 4 4 歳 は - 8 8 0 人 で あ り 、

1 9 9 8 年 ～ 2 0 0 3 年 に か け て は 1 5～ 1 9 歳 は ＋ 1 7 1 8 人 、 2 0～ 2 4

歳 は ＋ 6 0 6 人 、 2 5～ 2 9 歳 は ＋ 2 4 8 人 、 3 0～ 3 4 歳 は - 2 2 人 、 3 5

～ 3 9 歳 は - 4 1 3 人 、 4 5～ 4 9 歳 は - 6 2 7 人 で あ る 。こ こ で も 自 営

と 同 じ く 、1998 年 ～ 2003 年 に か け て 、若 年 層 の 増 減 人 数 が 増

加 に 転 じ て い る こ と が わ か る 。 こ の よ う な コ ー ホ ー ト の 増 加

人 数 の 内 訳 に つ い て は 、還 流 す べ き 場 所 を 有 す る「 U タ ー ン 」

が 主 だ と 思 わ れ る が 、「 I タ ー ン 」も 、 割 合 的 に は 低 い も の で

あ る が 着 実 に 増 加 し つ つ あ る 。「 I タ ー ン 」 は 、 政 策 の 一 環 と

し て と し て 積 極 的 に 促 進 さ れ て お り 、 水 産 庁 は 「 水 産 物 の 安

定 的 な 供 給 の た め に 、 漁 家 後 継 者 だ け で は な く 、 漁 村 外 か ら

も 新 た に 担 い 手 を 導 入 す る 必 要 が あ る 」 と の 見 解 の も と 、 平

成 19 年 に 策 定 さ れ た 水 産 基 本 計 画 の 行 程 表 に お い て 、「 年 間

1,500 人 以 上 の 新 規 漁 業 就 業 者 を 確 保 す る 」 と い う 目 標 を 掲

げ 、「 漁 業 再 チ ャ レ ン ジ 支 援 事 業 」 を 講 じ て い る 。  

 

 

2002年 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

新規漁業者数（人） 1481 1514 1423 1256 1242 1081 1784 2002

新規学卒就業者（％） - 33.0% - 23.4% 21.1% 17.1% - 12.0%

離職転入者（％） - 64.2% - 47.5% 46.7% 59.3% - 72.6%

資料：平成22年度水産白書・水産庁企画課資料より作成

※離職転入者とは、他産業に主として従事していた者で当該年次に新たに漁業に主として従事した者である。

※新規学卒就業者とは、学校を卒業した者又は卒業後直ちに研修に入り修了した者で当該年次に新たに漁業に主として従事した者である。

※新規学卒就業者及び離職転入者の比率は、新規就業者のうち回答のあった者における割合である。

※2002,2003農林水産省「新規就業者調査結果」、2004,2009都道府県調査、2005～2007第日本水産会調査、2008漁業センサス 。
調査主体が異なる結果は連続しない。

 

表 1- 4   新 規 漁 業 者 の 推 移 と 内 訳  
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表 1-4 は 、 近 年 の 新 規 漁 業 就 業 者 数 の 推 移 で あ る 。 調 査 主

体 が 年 に よ っ て 異 な る た め 、数 値 は 連 続 し な い が 、 2009 年 時

点 で 当 初 目 標 の 1,500 人 を 上 回 っ て い る こ と が 分 か る 。  

新 規 漁 業 者 数 の 「 離 職 転 入 者 」 に お け る U タ ー ン ・ I タ ー

ン の 比 率 は 明 ら か で は な い が 、 一 般 的 な 参 入 形 態 で あ る U タ

ー ン が 多 い と 思 わ れ る 。 だ が 、 こ の よ う な 積 極 的 な 政 策 と 漁

業 へ の 関 心 の 高 ま り ー「 漁 業 志 向 型 」若 者 の 存 在 1 4 )な ど か ら

I タ ー ン 数 も 着 実 に 増 加 し て い る で あ ろ う 。 具 体 的 な 促 進 政

策 と し て 、1990 年 代 ご ろ よ り 、積 極 的 に 外 部 か ら 漁 業 就 業 希

望 者 を 募 る 地 方 自 治 体・漁 村 地 域 等 が あ ら わ れ は じ め て い る 。 

ま た 、 国 も 平 成 6 年 度 よ り 中 央 お よ び 都 道 府 県 に 新 規 漁 業

者 確 保 育 成 の た め の セ ン タ ー を 整 備 し 、 漁 業 就 職 に 関 す る 情

報 収 集 等 を 実 施 し て い る 。  

以 上 か ら 、 1998 年 ま で は 漁 業 外 産 業 へ と 「 流 出 す る 」も の

が 多 か っ た が 、 1998 年 以 降 は 、全 体 的 に は 青 壮 年 数 は 減 少 し

な が ら も 、漁 業 へ と「 U タ ー ン 」も し く は「 I タ ー ン 」す る 漁

業 者 の 存 在 が 見 ら れ る よ う に な っ た 、 と い う こ と で あ る 。 こ

の 要 因 を 宮 澤 は 、「 漁 村 外（ 都 市 ）で の 労 働 環 境 の 変 化（ 悪 化 ）

が 若 年 層 還 流 の 主 要 因 だ っ た の で は な い か 」 1 5 )と し て い る 。

確 か に 、90 年 代 以 降 の 長 期 的 不 況 に 伴 い 、陸 上 部 門 産 業 の 労

働 市 場 （ と り わ け 漁 村 労 働 力 が 対 応 す る ― 建 設 業 、 製 造 業 、

期 間 工 な ど ） に つ い て の 雇 用 状 況 は 不 安 定 な 状 況 下 に あ る 。

パ ー ト タ イ ム を 含 む 有 効 求 人 倍 率 を 、 厚 生 労 働 省 の 「 一 般 職

業 紹 介 状 況 」か ら 見 る と 、1989 年 ～ 1992 年 の 間 で 1.08～ 1.40

間 を 推 移 し て い た が 、 1993 年 で 1 を 割 っ た 0.76 を マ ー ク し
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て 以 降 は 回 復 す る こ と な く 、宮 澤 が 指 摘 し た よ う に 1 6 )コ ー ホ

ー ト 増 加 が 大 き か っ た 1998 年 ～ 200 3 年 は 、199 8 年 0.53、1999

年 0.4 8、 2000 年 0.59、 2001 年 0.59、 2002 年 0.5 4、 2003 年

0.64 と 非 常 に 低 い 水 準 に あ っ た 。 こ の の ち 有 効 求 人 倍 率 は

2006 年 1.06、 2007 年 1.07 と 一 時 的 に 回 復 し た も の の 、 2008

年 の 金 融 危 機 に 端 を 欲 し た 世 界 的 恐 慌 、 そ れ に 伴 う い わ ゆ る

「 派 遣 切 り 」 の 発 生 に よ り 、 再 び 1 を 割 る 水 準 に 落 ち 込 ん で

い る 。 2002 年 以 降 の 漁 業 の「 新 規 就 業 者 数 」 と 一 般 的 な 有 効

求 人 倍 率 を グ ラ フ に す る と 、 次 ペ ー ジ 図 1-4 の よ う に な る 。  

 

 

 

図 1- 4 の よ う に 、 漁 業 の 新 規 就 業 者 数 は 有 効 求 人 倍 率 が 一 気 に

転 落 す る 200 7 年 以 降 に 増 加 傾 向 に あ る 。宮 澤 が 指 摘 す る よ う に 、
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資料：水産庁企画課資料、「一般職業紹介状況」厚生労働省、平成22年水産白書より作成

※新規就業者数は漁業センサス、大日本水産会調査、都道府県調査、農林水産省調査。

調査主体が異なるため、データは連続しない。  

図 1- 4   漁 業 の 新 規 就 業 者 数 と 有 効 求 人 倍 率  
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1 9 9 0 年 代 後 半 以 降 の 、漁 業 へ の 参 入 ・ 還 流 の 増 加 は 、長 期 的 不 況

と そ れ に 伴 う 陸 上 部 門 産 業 の 不 安 定 化 が 大 き な 背 景 と な っ て い

る 、 と 言 え よ う 。 こ の よ う な 漁 村 地 域 へ の 参 入 ・ 還 流 は 、 先 に 加

瀬 が 指 摘 し て い た よ う に 、197 5 年 ～ 198 0 年 代 の 不 況 下・ 200 海 里

問 題 に よ っ て も 存 在 し て い た 。  

だ が そ の 時 期 は 、堀 口 1 7 )に よ れ ば 、埋 立 の 対 価 と し て の 漁 業 補

償 、 そ れ に 伴 う 漁 業 権 の 高 い 資 産 価 値 化 や 、 養 殖 漁 業 の 拡 大 に 伴

う 漁 場 の 占 有 、 漁 業 資 源 の 減 少 等 の 要 因 が 、 漁 村 の 収 容 力 を 矮 小

に せ し め て い た 。 そ の 時 期 と 現 在 で は 、 漁 村 の 収 容 力 は 異 な っ て

い る の か 。換 言 す れ ば 、現 在 の 漁 村 地 域 に「 還 流 含 む『 新 規 参 入 』

青 壮 年 が 定 住 し て ゆ く 」 こ と を 実 現 す る 、「 地 域 内 の 就 労 の 場 」

は 存 在 し て い る の か 。 存 在 し て い る の で あ れ ば 、 そ れ は い か に し

て 形 成 さ れ 、 地 域 漁 業 を 含 む 地 域 産 業 と の 関 連 は ど の よ う に な っ

て い る の か を 、 次 章 以 降 の 実 態 分 析 か ら 見 て ゆ く 。  

  

注  

1)加 瀬 和 俊「 自 営 漁 業 就 業 者 確 保 策 の 論 理 と 条 件 」『 北 日 本 漁

業 』 第 29 号 ,20 0 1  

2)島 秀 典 「 地 域 漁 業 ・ 漁 村 の 新 た な 担 い 手 」 地 域 漁 業 学 会 編

『 漁 業 考 現 学 』（ 農 林 統 計 協 会 、 1998） p.1 58  よ り 引 用  

3)島 秀 典「 沿 岸 漁 船 漁 業 の 現 状 と 新 た な 動 き 」『 漁 業 経 済 研 究 』

第 46 巻 ,3 号 ,200 2,p .7 よ り 引 用  

4)前 掲 書 1)p. 19 よ り 引 用  

5)加 瀬 和 俊『 沿 岸 漁 業 の 担 い 手 と 後 継 者 』（ 成 山 堂 書 店 ,198 8） 

6)前 掲 書 5)pp .67～ 69 よ り  
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7)常 清 秀 ・ 長 谷 川 健 二 「 燃 油 ・ 餌 料 高 騰 下 の 水 産 業 の 動 態 と

対 応 」『 農 業 市 場 研 究 』 第 1 8 巻 第 4 号 , 2 0 1 0 , p p .2 8～ 4 1  

8)山 尾 政 博 「 地 域 漁 業 と 漁 村 の 多 面 的 機 能 ― 条 件 不 利 化 す る

漁 村 社 会 の 活 性 化 を め ぐ っ て ー 」『 地 域 漁 業 研 究 』第 49 巻 ,

第 3 号 ,2009 ,pp . 1～ 17  

9)8)前 掲 書 p.3 よ り 引 用  

10)加 瀬 和 俊 「 沿 岸 漁 業 に お け る 後 継 者 問 題 ― そ の 現 状 と 展

望 」『 水 産 振 興 』 第 47 巻 第 7 号 ,2011  

11)1 2)10 )前 掲 書 pp.2 2～ 23 よ り 引 用  

13)宮 澤 晴 彦「 沿 岸 漁 業 経 営 構 造 の 分 析 視 角 ― 漁 船 漁 業 経 営 の

再 編 を め ぐ っ て ー 」『 北 日 本 漁 業 』 第 35 巻 ,2007 年  

14)島 秀 典「 若 年 漁 村 就 業 者 の 漁 業 就 業 選 択 」『 漁 業 経 済 研 究 』

第 38 巻 ,第 2 号 ,1993 に 詳 し い 。  

15)1 3)前 掲 書 p.4 1 よ り 引 用  

16)1 3)前 掲 書 pp. 41～ 42、 p.42 図 4 

17)堀 口 健 冶 「 第 1 節  労 働 市 場 （ 第 5 章 漁 業 労 働 論 ）」 大 海

原 宏 ほ か 『 現 代 水 産 経 済 論 』（ 北 斗 書 房 ,1982） p.135 を 参

照 。 ま た 堀 口 は 、 本 書 の 中 で 、 そ の 時 期 、 遠 洋 捕 鯨 か ら 還 流

し た 労 働 力 が 、 漁 村 地 域 の 就 労 機 会 の 少 な さ か ら 「 完 全 失 業 」

や 「 小 遣 い 程 度 の 稼 ぎ し か 得 ら れ な い も の 」 と し て 存 在 し て い

る 漁 村 の 実 態 を 明 ら か に し て い る （ pp. 1 3 1～ 14 3）。  

 

 

 

 



22 

 

補 章  新 規 就 業 者 対 策 と I タ ー ン 漁 業 者  

現 在 、新 規 漁 業 者 確 保 の た め の 事 業 と し て 、「 全 国 漁 業 就 業

者 確 保 育 成 セ ン タ ー 」に よ る「 漁 業 就 業 支 援 フ ェ ア 」（ 以 下 フ

ェ ア と 略 す ） が 毎 年 開 催 さ れ て い る 。 例 年 東 京 ・ 大 阪 ・ 福 岡

の 3 都 市 に お い て 開 催 さ れ て お り 、「 新 人 漁 師 を 募 集 し て い る

漁 師 ・ 漁 業 団 体 」 と 「 漁 業 就 業 に 意 欲 ・ 関 心 の あ る 人 」 の マ

ッ チ ン グ の た め の 場 で あ る 。 こ こ で 出 展 団 体 と 漁 業 希 望 者 が

合 意 に 至 れ ば 、現 地 に て 漁 業 研 修 に 入 る 。研 修 期 間 は 2011 年

よ り 沿 岸 ・ 遠 洋 ど ち ら も 最 大 1 年 間 、 遠 洋 の 幹 部 職 員 養 成 の

み 最 大 2 年 間 と な っ て い る 。 補 助 対 象 経 費 と し て は 、 就 業 フ

ェ ア の 参 加 費 用 の 他 、 漁 業 研 修 費 用 （ ① 講 師 ・ 実 践 指 導 員 謝

金 1 ） ② 講 師 費 用  ③ 研 修 生 受 け 入 れ 備 品 等 ） が 補 助 さ れ る 。

た だ し た だ し 補 助 対 象 と な ら な い ケ ー ス も 「 ガ イ ド ラ イ ン 」

内 に 定 め ら れ て お り 、 研 修 生 が 漁 家 子 弟 で あ る 場 合 や 、 第 二

次 研 修 の 受 け 入 れ 先 が 、 研 修 生 の 3 親 等 以 内 の 親 族 が 経 営 す

る 機 関 で あ る 場 合 等 は 補 助 対 象 と な ら な い 。 つ な り 、 全 く 漁

業 と か か わ り の な い 他 分 野 か ら の 参 入 で 、 定 着 す る 意 思 が 本

人 ・ 受 け 入 れ 先 に あ る ケ ー ス を 支 援 す る 制 度 で あ る 、 と 言 え

る 。 漁 師 を 募 集 す る 出 展 団 体 は 、 沿 岸 漁 業 で あ れ ば 、 定 置 網

経 営 体 が 多 く 、 そ の 他 に 刺 網 ・ 1 本 釣 ・ 小 型 底 引 き 網 な ど が

あ る 。 遠 洋 漁 業 で あ れ ば マ グ ロ 延 縄 漁 業 の 「 幹 部 船 員 」 の 募

集 が 多 い 。 延 縄 の 乗 組 員 部 門 に は 外 国 人 雇 用 が 多 く な っ て い

る た め で あ る 。 ま た 就 業 形 態 に は 「 雇 用 型 」 と 「 独 立 型 」 が

あ る 。「 雇 用 型 」は 研 修 後 、会 社 等 の 経 営 体 に 雇 わ れ る 。ま た 、

「 独 立 型 」 は 、 高 齢 化 し て 漁 業 を や め る 意 向 の 漁 業 者 が あ る
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場 合 、研 修 後 に 漁 船 ご と 譲 渡 し て も ら う ケ ー ス な ど が あ る が 、

「 レ ア ケ ー ス 」 と い う こ と で あ っ た 。 出 展 団 体 は 関 東 以 西 が

8～ 9 割 を 占 め 、北 海 道 ・ 東 北 の 制 度 利 用 団 体 は ほ と ん ど 存 在

し な い 。  

表 1-5 か ら 漁 業 就 業 相 談 参 加 者 は 年 々 増 加 傾 向 に あ り 、漁 業

へ の 関 心 の 高 ま り が う か が え る 。 ま た 、 定 着 率 （ 就 業 者 数 /

長 期 研 修 受 講 者 ） も 60～ 65%で 推 移 し て お り 、 一 定 水 準 を 維

持 し て い る 。  

 

表 1-5  漁 業 担 い 手 確 保 ・ 育 成 対 策 事 業 の 効 果  

2007年度 2008年度 2009年度
漁業就業相談会参加者 514人 596人 1731人

長期研修受講者 77人 76人 330人
就業者数 50人 59人 132人

定着率（就業者数/長期研修受講者） 65% 60% 60%
資料：水産庁企画課資料により作成

注：2010年3月31日　実績報告による

注：長期受講者のうち2010年への年度またぎの研修生の数（110名）を除外し計算  

 

I タ ー ン 漁 業 志 望 者 の 特 徴 を 、2010 年 度 の「 フ ェ ア 」に お い

て 、 来 場 者 に 対 し て 主 催 者 が 行 っ た ア ン ケ ー ト 調 査 票 結 果 か

ら 見 て ゆ く 。 2010 年 度 の 「 フ ェ ア 」 は 東 京 で 2 回 、 大 阪 ・ 福

岡 で そ れ ぞ れ 1 回 の 開 催 で あ っ た 。 ア ン ケ ー ト 配 布 数 は 全 体

で 734 件 （ 福 岡 会 場 138 件 、 大 阪 会 場 154 件 、 東 京 会 場 7 月

276 件 、同 11 月 166 件 ）、回 収 数 は 669 件（ 福 岡 会 場 116 件 、

大 阪 会 場 142 件 、東 京 会 場 7 月 255 件 、東 京 会 場 11 月 156 件 ）

で 、 回 収 率 は 91.1%で あ る 。 性 別 は 、 男 性 が 全 体 の 97％ 以 上

を 占 め る 。  
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ま ず 、年 齢 構 成 は 以 下 、図 1-4 の よ う に な っ て い る 。他 産 業

か ら の 漁 業 志 望 者 は 、 30 代 以 下 の 若 者 が 多 く 占 め て お り 、三

木 2 )に よ る 「 新 規 参 入 希 望 者 の 中 心 年 齢 は 20～ 30 代 で あ る 」

3 )見 解 と も 一 致 す る 結 果 で あ り 、 同 氏 い わ く 「 農 業 に お い て

定 年 後 の 着 業 が か な り 多 い の と は 異 な っ て 4 )」 い る 。  

 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

東京（7月） 東京（11月） 大阪 福岡

図1-4  提出者の年齢割合

無回答

50歳代以上

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

n=255 n=155 n=142 n=116

資料：漁業就業支援フェア2010の開催実績

コミュニケーションカード調査結果pp.75より作成

 

 

ま た 40 代 ・ 50 代 以 上 の 志 望 者 も 約 30～ 40%程 度 存 在 す る 。  

続 い て 、 提 出 者 の 独 身 ・ 既 婚 別 は 次 ペ ー ジ 図 1 - 5 の よ う に な

る 。 単 身 で 漁 業 に 乗 り 込 む 者 よ り 、 既 婚 者 の 割 合 の 方 が 多 く

な っ て い る 。 こ の 「 既 婚 」 者 の う ち 、 漁 村 地 域 に 定 住 す る こ

と に つ い て の 経 済 的 な 観 測 含 む 将 来 プ ラ ン を 、 家 族 全 体 で 共

有 し て い る 者 が 何 割 を 占 め る の か は 不 明 で あ る 。 加 瀬 5 )に よ

る と （ 新 規 参 入 希 望 者 が 漁 村 に 移 る 場 合 、）「 比 較 さ れ て い る
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の は 当 該 時 点 に お け る 生 活 費 と 収 入 の 関 係 で あ っ て 、・・・ ・

こ の 段 階 に お い て は 、将 来 に お け る 必 要 と な る 子 供 の 養 育 費 、

老 親 の 扶 養 費 、 自 信 の 老 後 生 活 の た め の 年 金 や 蓄 え 等 は 考 慮

さ れ て い な い 」 と し 、 そ の た め 一 旦 漁 業 に 就 い た と し て も 漁

村 を 離 れ る 就 業 者 が 現 れ る こ と も 不 思 議 で は な い 6 )」 と し て

い る 。 参 入 希 望 者 ― 特 に 既 婚 者 の 場 合 、 漁 村 に 定 住 し て か ら

の 生 涯 設 計 を ど の 程 度 現 実 的 に 捉 え て い る の か 、 ま た そ れ は

定 着 ・ 定 住 率 と 関 係 が あ る の か 否 か も 、 今 後 調 査 さ れ る べ き

だ ろ う 。  

 

 

  

0%
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

1 0 0 %

東 京 （7月 ） 東 京 （11月 ） 大阪 福 岡

図1-5 提 出 者 の 家 族 構 成

無回答

既 婚

独 身

n = 2 5 5 n = 1 5 5n = 1 1 6n = 1 4 2

資料：漁業就業支援フェア2010の開催実績コミュニ

ケーションカード調査結果pp.76より作成
 

 

提 出 者 の「 職 業 」は 次 ペ ー ジ 図 1 - 6 の よ う に な っ て い る 。一
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見 し て 「 離 職 中 」 の 者 が 多 い こ と が 分 か る 。 次 い で 割 合 が 多

い の は「 会 社 員 」「 パ ー ト ・ア ル バ イ ト 」で あ る 。そ れ ぞ れ の

会 場 ご と に 「 離 職 中 」「 パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 」「 契 約 ・ 派 遣 社

員 」 を 合 計 す る と し た 割 合 は 、 4 9 . 8 %～ 5 6 . 0％ を 占 め る 。  
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図1-6 提出者の職業

無回答

その他

離職中

学生

パート・アルバイト

契約・派遣社員

自営業

会社員

n=255 n=155 n=142 n=116

資料：漁業就業支援フェア2010の開催実績

コミュニケーションカード調査結果pp.78より作成

 

 

次 に 、提 出 者 の 仕 事 や 経 緯 を 表 に し た も の が 、次 ペ ー ジ 1 - 6

と な っ て い る 。 会 場 ご と に 差 は あ る も の の 、 多 い 仕 事 と し て

は 営 業 職 系 、 技 術 ・ 専 門 職 系 、 接 客 、 土 木 ・ 建 築 現 場 、 製 造

現 場 、 ド ラ イ バ ー が 多 い 。 営 業 職 ・ 接 客 が 、 ど の よ う な 分 野

の 営 業 ・ 接 客 な の か 、 正 社 員 な の か 非 正 規 雇 用 な の か は 不 明

で あ る 。   

ヒ ア リ ン グ に よ れ ば「 フ ェ ア 」参 加 者 は「 一 旦 職 に 就 い て 、
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合 わ ず に や め て く る 」 者 が 一 番 多 い 、 と の こ と で あ っ た 。 こ

の 場 合 、「 最 初 か ら 漁 業 を 職 業 選 択 の 1 つ と し て 考 え て い た 」

と い う よ り も 、「 現 在 の 労 働 環 境 に 不 満 が あ り 、や め て 違 う（ 自

己 実 現 が 可 能 な 、 余 裕 の あ る 、 等 ） 職 種 に つ き た い 」 と い う

こ と が 出 発 点 で あ る 。 つ ま り 、 図 1 - 6 に お い て 大 き な 割 合 を

し め る「 離 職 中 」の 若 者 の 多 く は 、「 従 来 の 都 市 部 に お け る 労

働 に 対 す る 幻 滅 」 7 )を し た 若 者 が 多 い の で は な い か と 言 え る 。 

だ が 一 方 で 、「 前 か ら 漁 師 を や り た い と 思 っ て い た が 、ア プ ロ

ー チ の 方 法 が 分 か ら な く て 、情 報 収 集 の た め に フ ェ ア に 来 た 」

と い う 「 漁 業 志 向 型 」 若 者 も 存 在 す る 。  

 

   

東 京
（ 7 月 ）

東 京
（ １ １ 月 ）

大 阪 福 岡

事務職系 12.5% 14.8% 7.0% 12.1%
営業職系 27.1% 29.7% 23.9% 27.6%

技術・専門
職系

23.1% 23.2% 16.9% 19.0%

接客 26.3% 34.2% 26.8% 25.0%
土木・建築

現場
22.4% 14.8% 27.5% 24.1%

製造現場系 21.2% 20.0% 21.8% 24.1%
ドライバー 21.2% 16.1% 16.2% 16.4%

警備 6.3% 4.5% 4.2% 4.3%
自衛官 5.5% 3.2%※） 2.8% 8.6%

農林漁業系 9.0% 8.4% 7.7% 9.0%
その他 11.0% 16.8% 12.0% 7.8%
無回答

表1-6提 出 者 の 仕 事 や 経 緯 （ 複 数 回 答 ）

資 料 ： 漁 業 就 業 支 援 フ ェ ア2010の 開 催実 績 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ ー ド

調 査結 果pp.79よ り 作 成

注1:※） 部 分 は 印 刷 が 不 明 瞭 で あ っ た た め 、 正 し く な い 可 能 性 が あ る

 

 

 以 上 、「 フ ェ ア 」 に て 行 わ れ た ア ン ケ ー ト 調 査 よ り 、「 I タ
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ー ン 志 望 者 」 の 特 徴 を 見 て き た 。「 フ ェ ア 」 参 加 者 は 前 出 表

1 - 5 か ら も 分 か る よ う に 年 々 増 加 傾 向 に あ り 、 そ の 実 績 も 小

さ な も の で は な い 。 だ が ア ン ケ ー ト 結 果 に お い て 、「 離 職 中 」

「 ア ル バ イ ト ・ パ ー ト 」 な ど の 不 安 定 労 働 力 や 、 不 況 の 影 響

を 受 け や す い 職 種 か ら の 志 望 者 が 多 い こ と か ら 、「 漁 業 の 魅 力

そ の も の に ひ か れ る 若 者 が 、 よ り 多 く な っ た 」 と い う よ り 、

労 働 環 境 の 不 安 定 化 が 根 本 的 な 背 景 に あ り 、 そ の 中 で 漁 業 の

職 業 選 択 の 1 つ と し て の 位 置 づ け が 相 対 的 に 高 く な っ た と 言

え る だ ろ う 。 こ の よ う な 増 加 し つ つ あ る 「 I タ ー ン 」 を 既 存

研 究 は ど の よ う に 見 て い る の か 。 I タ ー ン 労 働 力 の 定 着 率 向

上 の た め に は 、 解 決 す べ き い く つ か の 障 壁 ・ 不 具 合 が あ る と

考 え る 先 行 研 究 が 多 い 。 漁 村 地 域 に お い て は 、 外 部 者 に 対 す

る 排 他 性 （ 生 活 環 境 面 や 組 合 員 資 格 の 取 得 に 関 す る 障 壁 等 ）

が 強 く は た ら く こ と 8 )は 知 ら れ て い る 。 先 に み た 「 フ ェ ア 」

参 加 地 域 が 西 日 本 に か な り 偏 っ て い る こ と か ら も 、 依 然 と し

て 受 け 入 れ 体 制 に 地 域 差 が 大 き い こ と が 現 状 で あ る 。 そ の 他

に 、例 え ば 大 谷 9 )は 、I タ ー ン 労 働 力 が 高 い 流 動 性 を 有 し て い

る こ と 1 0 )、 経 営 体 側 が 希 望 ・ 提 示 し う る 雇 用 条 件 と 、 I タ ー

ン 者 が 希 望 す る 雇 用 条 件 間 に お い て 、 所 得 そ の 他 の 面 で ギ ャ

ッ プ が 見 ら れ る こ と な ど か ら 、 漁 業 経 営 体 と I タ ー ン 労 働 力

の 対 応 関 係 に は 不 整 合 性 が 存 在 す る こ と を 問 題 点 と し て い る 。

ま た 加 瀬 は 、 先 ほ ど 述 べ た よ う に 、 漁 村 出 身 で な い 者 の 、 漁

村 地 域 に 定 住 し て か ら の 具 体 的 な ラ イ フ サ イ ク ル の 想 定 に は

限 界 が あ る こ と か ら 、「 後 継 者 問 題 の 切 り 札 と な る こ と は 期 待

で き な い 」 1 1 )と 評 価 し て い る 。 だ が こ の よ う な 課 題 が あ り な
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が ら も 、三 木 の 言 う よ う に 、「 様 々 な 経 験 を 持 っ た 新 規 参 入 者

が 持 ち 込 む も の を 刺 激 と し て 新 た な 漁 業 者 の 価 値 観 が 築 か れ

る 可 能 性 も あ る 」 1 2 )こ と は 事 実 で あ る 。 例 え 不 況 を 背 景 と し

た 参 入 希 望 者 の 増 加 で あ っ て も 、 漁 業 に 他 産 業 と は 異 な る 魅

力 を 見 出 し 、 漁 村 に お け る 具 体 的 な 定 住 ・ ラ イ フ サ イ ク ル プ

ラ ン ま で 考 え て い る よ う な 、 今 後 の 漁 村 地 域 全 体 の 担 い 手 と

な る 志 望 者 も 存 在 す る で あ ろ う 。 そ の よ う な 漁 業 者 を 取 り 込

み 、 I タ ー ン な ら で は の 漁 村 に お け る 意 義 を 最 大 限 に 発 揮 し

て ゆ く た め に は 、既 存 研 究 が 述 べ て い る 課 題 の 解 決 に 向 け て 、

I タ ー ン 当 事 者 の 自 助 努 力 は も ち ろ ん 、 漁 村 地 域 の 受 け 入 れ

態 勢 の 整 備 、 第 三 者 機 関 ・ 行 政 に よ る 双 方 の 「 調 停 」 が 必 要

不 可 欠 で あ る 。  

 

注  

1)全 国 漁 業 就 業 者 確 保 育 成 セ ン タ ー の 「 漁 業 担 い 手 確 保 ・ 育

成 事 業 の 実 施 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に よ り 一 部 抜 粋 す る

と 、  

・ 1 時 間 当 た り の 単 価 を 4900 円 と し 、 1 日 の 研 修 時 間 を 3

時 間 以 内 、 1 ヵ 月 の 研 修 日 数 を 20 日 間 と し て 算 出 し た 額 を

助 成 す る 。 た だ し 、 研 修 終 了 の 後 に 海 技 士 免 許 を 取 得 さ せ

る 場 合 、2 年 目 以 降 は 1 日 の 研 修 時 間 を 2 時 間 以 内 、1 ヵ 月

の 研 修 日 数 を 20 日 間 以 内 と し て 算 出 し た 額 を 助 成 す る 。  

・ 漁 協 な ど で 行 う 基 礎 研 修 担 当 講 師 の 旅 費 を ㈱ ア ー ル ・ ピ

ー ・ ア イ の 規 定 に 基 づ き 助 成 す る 。  

・ 研 修 生 受 け 入 れ 備 品 等  研 修 用 教 材 ・ 資 料 、 宿 泊 備 品  
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安 全 用 具 、 消 耗 品 な ど は 査 定 の 上 、 実 費 を 助 成 す る 。  

と な っ て い る 。  

2)三 木 奈 都 子「 新 規 参 入 者 の 動 向 と 漁 村 の 対 応 」『 北 日 本 漁 業 』

第 29 号 ,200 1  

3)4) 2)前 掲 書 pp. 29 よ り 引 用  

5)加 瀬 和 俊「 沿 岸 漁 業 に お け る 後 継 者 問 題 ― そ の 現 状 と 展 望 」

『 水 産 振 興 』 第 47 巻 第 7 号 ,20 11  

6)5)前 掲 書 p.46 よ り 引 用  

7)5)前 掲 書 p.45 よ り 引 用  

8)2)前 掲 書  p2 5 で は 、「 沿 岸 漁 業 自 営 業 者 に 対 し て 新 規 参 入

者 の 意 向 を 尋 ね た ア ン ケ ー ト で は 、・・地 元 以 外 の 者 の 参 入

を 認 め る の は 18%と 少 数 派 で あ る 」 と し て い る 。  

9)大 谷 誠「 I タ ー ン 労 働 力 の 特 質 ― 島 根 県 を 事 例 と し て ー 」『 漁

業 経 済 研 究 』 第 55 巻 ,第 2 号  

10)I タ ー ン 労 働 力 の 流 動 性 の 高 さ は 、  

鳥 居 享 司 ・ 佐 野 雅 昭 「 沿 岸 漁 業 に お け る 新 規 就 業 の 条 件 と

課 題 ― 鹿 児 島 県 屋 久 島 町 漁 協 ・ ト ビ ウ オ ロ ー プ 曳 き 漁 業 を

事 例 と し て ー 」『 漁 業 経 済 研 究 』第 49 巻 ,第 1 号  に お い て

も 実 証 的 に 示 さ れ て い る 。  

11)5 )前 掲 書 p.4 8 よ り 引 用  

12)2 )前 掲 書 p.31～ 32 よ り 引 用  
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第 2 章  島 嶼 地 域 に お け る 漁 業 構 造 と 青 壮 年 漁 業 者 の 獲 得 条

件 ― 三 重 県 鳥 羽 市 神 島 町 を 事 例 と し て ー  

 

第 1 節  神 島 の 概 要 と 漁 業  

1)神 島 漁 業 の 概 要  

神 島 は 、面 積 は 0 . 3 6 k m 2  と 小 さ く 、標 高 1 7 1 m の 燈 明 山 を

中 心 に 島 全 体 が 山 と な っ て お り 、 平 地 面 積 が 矮 小 で あ る 。 市

営 定 期 船 が 鳥 羽 市 の 佐 田 浜 港 ・ 中 之 郷 港 か ら 一 日 5 往 復 し て

お り 、 片 道 約 4 5 分 の 運 行 と な っ て い る （ 図 2-1 を 参 照 ）。 戦

後 ま も な く は 1 , 2 0 0 人 以 上 も の 島 民 が 存 在 し て い た が 、 海 運

業 の 衰 退 と と も に 中 京 工 業 地 帯 へ の 人 口 の 流 出 が 進 み 、 現 在

は 人 口 4 7 0 名 、 1 9 0 世 帯 （ 2 0 0 8 年 1 0 月 末 現 在 ） と な っ て い

る 。  

 図1 神島の地理的位置

神島

答志島

鳥羽市

白塚漁港

鈴鹿市

愛知県

三重県

 
図 2- 1  神 島 の 地 理 的 位 置  
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2 0 0 4 年 国 勢 調 査 よ り 人 口 の 年 齢 比 を 見 る と 、 2 0 代 以 下

2 2％ 、 3 0 - 5 0 代 3 4％ 、 6 0 代 以 上 4 3％ と 、 離 島 の 中 で も 高 齢

者 比 率 が 高 く な っ て い る 1 ）。 矮 小 な 平 地 面 積 と 交 通 の ハ ン デ

か ら 漁 業 以 外 に 有 力 な 産 業 を 持 た ず 、 産 業 分 類 別 就 業 者 数 で

は 、 2 4 0 人 中 1 2 0 人 と 5 0 %が 漁 業 に 従 事 し て い る 。 ま た 、 僻

地 漁 村 に 見 ら れ る 特 徴 と し て の 村 落 共 同 体 的 性 格 も 強 い 。 こ

れ は 、 後 述 す る こ と に も 関 連 す る が 、 漁 業 に 従 事 し て い な い

世 帯 で あ っ て も 1 世 帯 に 1 人 は 漁 協 組 合 員 と な る こ と が 慣 習

的 に 定 め ら れ て お り 2 ）、 い わ ば 漁 協 が 職 能 的 組 織 で は な い こ

と に よ っ て も 明 ら か で あ る 3 )。 こ の よ う に 漁 協 組 織 の 性 格 が

村 落 共 同 体 的 な 面 を 、今 日 、な お 根 強 く 残 し て い る の で あ る 。  

現 在 の 神 島 の 漁 業 は 、 ① 伊 勢 湾 全 体 を 漁 場 と す る 知 事 許 可

漁 業 の 引 き 回 し 船 曳 網 漁 業 、 巻 き 網 漁 業 、 ② 島 周 辺 の 共 同 漁

業 権 漁 場 で 営 ま れ る 漁 業 、 ③ 遊 漁 に 大 き く 分 か れ る 。 神 島 支

所 資 料 に よ れ ば 、 2007 年 漁 獲 量 総 計 は 230 万 1,882t だ が 、

そ の う ち 約 67%の 155 万 640t が 知 事 許 可 漁 業 の 引 き 回 し 船 曳

網 漁 業 で 漁 獲 さ れ る カ タ ク チ イ ワ シ 等 に よ り 占 め ら れ 、 そ れ

以 外 は 周 辺 近 海 で 漁 獲 さ れ る 、 エ ビ ・ タ コ ・ ト ラ フ グ 等 の 雑

魚 類 、 サ ザ エ 等 の 貝 類 、 海 藻 類 な ど で あ る 。 ま た 、 漁 獲 金 額

に つ い て は 、 2007 年 の 3 億 9,78 6 万 円 中 、 引 き 回 し 船 曳 網 1

億 9,69 6 万 円 、 刺 し 網 8,25 8 万 円 、 釣 り 3,23 1 万 円 、 そ の 他

の 漁 業 7,749 万 円 と 、 引 き 回 し 船 曳 網 の ウ エ イ ト が 高 く 、 い

わ ば 神 島 の 基 幹 的 漁 業 と な っ て い る の で あ る 。 伊 勢 湾 全 体 を

漁 場 と す る 基 幹 的 漁 業 の 引 き 回 し 船 曳 網 漁 業 は 、 水 揚 げ 高 が

年 に よ っ て 不 安 定 で あ る が 、 島 周 辺 漁 業 は 比 較 的 安 定 し た 漁
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獲 金 額 を 保 っ て い る 。 島 周 辺 の 漁 業 は 、 全 て 神 島 に 水 揚 げ さ

れ る が 、 引 き 回 し 船 曳 網 で の 漁 獲 物 は 、 多 く が 三 重 県 側 の 鈴

鹿 や 白 塚 漁 港 ・ 神 島 近 隣 の 答 志 島 に 水 揚 げ さ れ て い る 。  

 

2 )共 同 体 的 漁 業 管 理  

さ て 、歴 史 的 に 過 剰 人 口 を 多 く 抱 え て き た 神 島 に お い て は 、

限 ら れ た 地 先 資 源 を ど の よ う に 漁 業 者 で 管 理 ・ 利 用 し 、 漁 業

を 維 持 し て ゆ く か が 大 き な 問 題 点 で あ っ た 4 )。 そ の よ う な 背

景 か ら 、 特 徴 的 な 共 同 体 的 漁 業 管 理 が な さ れ て い る 。  

 

図2 神島の共同漁業権漁場図

資料：鳥羽磯部漁協神島支所資料より作成
 

 

図 2- 2  神 島 の 共 同 漁 業 権 漁 場 図  

資 料 ： 鳥 羽 磯 部 漁 協 資 料 よ り 作 成  
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島 周 辺 の 共 同 漁 業 権 漁 業 は 、図 2-2 に 示 し て い る 37 号 漁 場

（ 答 志 島 と の 共 有 ）、38 号 漁 場（ 神 島 単 有 ）、39 号 漁 場（ 神 島

単 有 ）、 40 号 漁 場 （ 菅 島 と の 共 有 ） で 操 業 し て い る 。  

島 周 辺 漁 業 の う ち 漁 業 者 の 中 心 漁 業 と な る タ コ ツ ボ 漁 ・ 刺

し 網 漁 ・ 1 本 釣 漁 に つ い て は 任 意 組 合 が 存 在 し 、 実 質 的 に 漁

業 種 類 ご と の 任 意 組 合 が 着 業 に 関 す る 権 限 を 持 っ て い る 。 ま

ず 、 神 島 周 辺 の 漁 業 の う ち 、 重 要 な 位 置 づ け を 占 め る の が 、

タ コ ツ ボ 漁 業 5 )で あ り 、 4t～ 7t 程 度 の 漁 船 で 、 親 子 や 夫 婦 の

2 人 乗 り 組 み で 操 業 す る 。 こ の タ コ ツ ボ 漁 業 に お け る 着 業 権

は 任 意 組 合 「 タ コ ツ ボ 組 合 」 に よ っ て 管 理 さ れ 、 家 ご と の 相

続 制 と な っ て お り 、 島 民 で あ っ て も 代 々 の 着 業 権 を 持 た な い

も の に は 参 入 が 許 可 さ れ な い 。 す な わ ち 、 共 同 漁 業 権 漁 業 で

あ る に も か か わ ら ず 、 着 業 権 を 有 す る 漁 家 世 帯 の 排 他 独 占 的

権 利 と な っ て い る 。 着 業 件 数 は 漁 協 に よ り 上 限 が 定 め ら れ 、

現 在 は 11 件 ～ 12 件 と な っ て い る 。ま た 、タ コ 漁 の 多 寡 は「 ス

ジ 」 と よ ば れ る 漁 場 の 豊 度 に 大 き く 左 右 さ れ る た め 、 年 2 回

（ 3 月・ 9 月 ）ご と に 、漁 場 を く じ び き で 差 し 替 え る 慣 わ し と

な っ て お り 、 各 々 に 割 り 当 て ら れ る 漁 場 豊 度 が 一 定 と な る よ

う に 、 漁 場 の 組 み 合 わ せ に は 注 意 が 払 わ れ る 6 ）。 よ っ て タ コ

ツ ボ 組 合 の 操 業 の ル ー ル は 、 歴 史 的 に 世 襲 制 と 漁 家 世 帯 間 の

漁 場 利 用 の 平 等 性 が 維 持 さ れ て い る と 言 え よ う 。 ま た 、 刺 し

網 漁 業 7 )は 、 タ コ ツ ボ 漁 に 次 い で 島 内 に お い て 重 要 な 漁 業 で

あ り 、4t 程 度 の 漁 船 で 2 人 乗 り 組 ん で 操 業 さ れ る の が 一 般 的

で あ る 。 参 入 を 希 望 す る 者 は 、 任 意 組 合 の 「 刺 網 組 合 」 へ 申

し 出 、 着 業 許 可 を 得 る こ と が 必 要 と さ れ る 。 申 し 出 を 行 っ た
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後 は 、 役 員 に よ り 「 資 格 審 査 」 が な さ れ 、 刺 網 組 合 へ の 加 入

が 認 め ら れ 、着 業 権 が 与 え ら れ る 。加 え て 1 本 釣 り 漁 業 8 )は 、

船 の 規 模 と し て は 5t～ 10t 程 度 が 多 く 、 島 周 辺 の 漁 場 で 操 業

す る 者 が 多 い 。 自 由 漁 業 の 釣 り 、 ま た 遊 漁 を 開 始 す る 場 合 に

お い て も 、 任 意 組 合 に 申 し 出 ・ 加 入 を す る こ と が 必 要 と さ れ

る 。 刺 し 網 ・ 釣 り に お い て は 、 タ コ ツ ボ よ り 参 入 規 制 が ゆ る

や か で あ り 、 代 々 漁 業 を 行 っ て い な い 者 で も 参 入 で き る が 、

「 刺 し 網 （ 特 に エ ビ ） は 、 実 質 的 に 昔 か ら 操 業 し て い る 漁 家

に よ っ て 、よ く と れ る ポ イ ン ト が 抑 え ら れ て い る 」（ 遊 漁・刺

網 ・ 1 本 釣 兼 業 漁 業 者 ）、「 釣 り を や る に し て も 、 任 意 組 合 に

入 ら な け れ ば な ら ず 、色 々 と 面 倒 」（ タ コ ツ ボ・刺 し 網 兼 業 漁

業 者 ） と い っ た 声 も あ り 、 慣 習 的 に 親 が 営 む 漁 業 を そ の ま ま

継 承 す る と い う パ タ ー ン が 多 く と ら れ て い る 。 こ の よ う な 漁

業 の あ り 方 は 、 か つ て タ コ ツ ボ 漁 業 の 収 益 性 が 高 か っ た 時 代

に お い て は 、 資 源 に 対 す る 過 剰 漁 獲 を 防 止 し 、 資 源 管 理 上 有

益 な 役 割 を 果 た し た 。 し か し 、 今 日 、 タ コ ツ ボ 漁 業 が か つ て

ほ ど 経 済 的 に 収 益 性 の 高 い 漁 業 種 類 で な く な り 、 タ コ ツ ボ に

お い て は 着 業 許 可 件 数 11～ 12 件 に 対 し て 、実 際 の 着 業 経 営 体

8 経 営 体 と 「 空 き 」 が 生 じ て い る 現 在 、 青 壮 年 労 働 力 の 確 保

と い う 点 で は 、 困 難 が 生 じ て き て い る 。  

 

3 )漁 業 就 業 構 造 の 変 遷  

以 上 、 現 在 の 漁 業 の 状 況 に 関 し て 述 べ た が 、 現 在 の 漁 業 構

造 を 把 握 す る 上 で 、 そ の 形 成 を 若 干 、 歴 史 的 な 流 れ の 中 か ら

か ら 見 て ゆ く 。 戦 後 、 神 島 に お い て は コ ウ ナ ゴ 漁 ・ タ コ 漁 ・
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一 本 釣 漁 な ど 島 周 辺 漁 業 が 中 心 で あ り 、 漁 業 者 の 3 分 の 2 は

タ コ ツ ボ 漁 （ 1956 年 、 神 島 全 漁 業 販 売 高 の 70%を 占 め る 中 心

漁 業 で あ っ た ） と 、 エ ビ 刺 網 漁 を 組 み 合 わ せ る 零 細 自 営 漁 家

で 占 め ら れ て い た 。 ま た 、 か つ て か ら な さ れ て い た 海 運 業 が

戦 後 急 成 長 し た こ と か ら 、漁 家 で は 長 男 が 漁 業 を 継 ぎ 、次 男 ・

三 男 は 海 運 業 や 島 外 で の 外 仕 事 に 従 事 す る と い う 長 子 相 続 制

が 慣 習 と な っ て お り 、 そ の よ う な 形 で 、 現 在 の 2.5 倍 も の 人

口 を 収 容 し て い た の で あ る 。こ の よ う に 戦 後 か ら 1960 年 代 の

は じ め 頃 ま で は 、 海 運 業 と 漁 業 が 結 び つ く こ と に よ っ て 過 剰

化 す る 労 働 力 を 収 容 し て い た 時 期 で あ っ た 。  

だ が 、 1960 年 代 の 中 頃 か ら 、海 運 業 が ト ラ ッ ク 運 輸 業 の 発

展 な ど に よ り 徐 々 に 衰 退 し て ゆ く と と も に 、 漁 業 が 神 島 の 中

心 産 業 と な っ て ゆ く 。 1965 年 以 降 は 、漁 船 の 機 械 化 ・ 大 型 化

に よ り 引 き 回 し 船 曳 網 漁 業 に 転 向 す る タ コ ツ ボ 漁 業 者 が 出 現

し 9 ）、 引 き 回 し 船 曳 網 漁 労 体 は 1968 年 船 曳 網 15→ 1972 年 船

曳 網 32、 パ ッ チ 網 9→ 1975 年 船 曳 網 25、 パ ッ チ 網 15→ 198 0

年 パ ッ チ 網 34 と 、 次 第 に パ ッ チ 網 漁 業 へ と 移 行 し 、 78 年 に

は 神 島 漁 業 の 総 水 揚 げ 額 の 87.8 %（ 属 人 ） を 占 め る 中 心 的 漁

業 と な っ た 。 当 初 の 引 き 回 し 船 曳 網 は 、 1 統 に つ き 2 戸 が ペ

ア を 組 み 、自 家 労 働 力 の 他 に 親 戚 か ら 1 名 ～ 2 名 雇 用 し 、1 統

4 人 ～ 5 人 で 経 営 す る 形 態 が 一 般 的 で あ っ た が 、 65 年 ～ 70 年

以 降 は 直 系 家 族 世 帯 で 操 業 す る よ う に な っ た 。 一 方 、 引 き 続

き 島 周 辺 の 漁 業 を 営 む 漁 家 は 、 周 年 一 本 釣 漁 家 、 タ コ 漁 ＋ エ

ビ 漁 組 合 せ 漁 家 、 エ ビ 建 網 専 業 、 各 種 漁 業 組 合 せ 漁 家 と 自 営

漁 業 の 多 様 化 が 進 行 し 、 現 在 の 神 島 に お け る 営 漁 パ タ ー ン の
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基 盤 が 確 立 し た 。加 え て 1970 年 頃 は 、一 本 釣 専 業 経 営 体 か ら

派 生 し た 、 釣 り の 合 間 に 客 を 乗 せ る 遊 漁 が 、 成 功 を お さ め た

1 0 ）。 こ の 時 期 の 神 島 漁 業 は 全 国 的 に み ら れ た 漁 船 装 備 率 の 上

昇 ・ 大 型 化 と 各 漁 業 の 専 門 化 が 進 み 、 漁 業 を 中 心 産 業 と し た

島 民 の 就 労 機 会 が 拡 大 し た 時 期 で あ っ た 。  

だ が 、そ の 一 方 で 、 神 島 の 人 口 数 は 、 1960 年 頃 を ピ ー ク と

し て 島 外 へ の 流 出 が 進 み 、 特 に 1970 年 ～ 198 0 年 の 減 少 率 は

27.5 %と 著 し く 高 い も の と な っ た 。こ れ は 、海 運 業 関 係 者 な ど

が 鳥 羽 市 内 に 転 居 し た こ と や 、高 度 経 済 成 長 や 80 年 代 の「 バ

ブ ル 」に よ り 、中 京 経 済 圏（ 名 古 屋 市 、豊 田 市 、一 宮 市 な ど ）

の 企 業 へ と 流 出 す る ケ ー ス が 多 か っ た た め で あ る 1 1 ) 1 2 )。 80

年 代 後 半 以 降 は さ ら に 過 疎 化 が 進 行 し 、 特 に 人 手 を 必 要 と す

る 引 き 回 し 船 曳 網 漁 業 に お い て は 労 働 力 不 足 が 深 刻 な 問 題 と

な り 、 廃 業 す る 船 曳 網 経 営 体 が 現 れ 出 し た 。 廃 業 し た 船 曳 漁

業 者 は 、 再 度 タ コ ツ ボ 漁 業 に 参 入 し 、 島 周 り 自 営 漁 業 を 営 む

ケ ー ス が 存 在 し た 1 3 )。こ れ は 、も と も と タ コ ツ ボ 着 業 権 を 有

す る 世 帯 の 者 で あ れ ば 、 タ コ ツ ボ 経 営 に 復 帰 す る こ と が で き

た か ら で あ る 。こ の よ う に 80 年 代 以 降 の 神 島 漁 業 は 、そ の 中

心 で あ っ た 引 き 回 し 船 曳 網 漁 業 「 乗 組 員 」 の 労 働 力 が 島 外 に

出 て ゆ く 中 で 、 経 営 主 は 島 周 り 漁 業 に 再 度 着 業 し 小 規 模 家 族

経 営 体 と な り 、 不 安 定 就 労 の 島 内 滞 留 を 防 ぐ と と も に 、 世 帯

と 自 営 漁 家 の 存 続 を は か っ た の で あ る 。  

90 年 以 降 の 神 島 地 区 に お け る 男 性 漁 業 就 業 者 数（ 自 営 漁 業

の み・漁 業 雇 わ れ ど ち ら も 含 む ）の 変 動 を 図 2-3 か ら 見 る と 、

先 述 し た よ う に 、 基 本 的 に は 減 少 傾 向 に あ る が 、 そ れ ま で と
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比 較 し て 減 少 率 が 小 さ く な り 、ま た 90 年 代 後 半 以 降 は 全 国 的

傾 向 と 同 様 、 20 代 の 若 手 漁 業 者 も 維 持 さ れ て い る 。  

 

 

こ の 間 の 変 化 を 次 ペ ー ジ の 表 2-1「 主 と す る 漁 業 種 類 別 経

営 体 数 」 か ら 見 る と 、 引 き 回 し 船 曳 網 で は 、 経 営 体 数 が 縮 小

し な が ら も 維 持 傾 向 に あ る も の の 、 資 源 状 況 の 変 化 や 魚 価 の

低 位 停 滞 か ら 、 刺 し 網 ・ 一 本 釣 な ど の 小 規 模 家 族 経 営 体 の 衰

退 が 著 し い 1 4 ）。  

一 方 で 、 経 営 体 階 層 別 動 向 (表 2-2)に よ る と 1 5 )、 全 体 的 な

減 少 傾 向 の 中 、 島 周 り 漁 業 経 営 体 階 層 と 思 わ れ る 5t～ 10t 階

層 の み が 、1990 年 2 経 営 体 か ら 2003 年 11 経 営 体 と 増 加 傾 向

が 確 認 で き る 。  

図 2- 3  漁 業 就 業 者 数 ・ 構 成 年 齢 比 変 化 （ 男 子 ）  

資 料 ： 漁 業 セ ン サ ス よ り 作 成  
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表1 主とする漁業種類別経営体数

資料：三重県漁業地区別統計表より作成  

 

 

1990 86 3 2 26 36 2 5 2 9 1
1991 86 3 2 26 36 2 5 1 10 1
1992 79 3 21 35 2 4 1 11 1
1993 79 3 24 31 6 3 2 9 1
1994 77 1 6 22 29 6 9 1
1995 72 4 17 29 6 1 9 1
1996 71 4 16 29 7 9 1
1997 70 3 16 30 6 9 1
1998 59 2 11 29 6 1 9 1
1999 72 3 4 16 27 7 6 3 1
2000 70 2 5 13 25 9 1 3 6 1
2001 70 5 14 24 9 4 4 3 1
2002 76 2 9 15 22 8 2 3 6 1
2003 55 1 12 20 11 2 8 1
2004 59 1 12 20 8 1 1 6 1 1
2005 59 1 12 19 8 2 2 6 1 1
2006 63 2 14 20 9 2 1 8 1

計
漁船
非使
用

1t未満 1~3 100~2003~5 5~10 10~20 20~30 30~50 50~100年
階層

表 階層別経営体数の変化

資料：三重農林水産統計年報より作成

 

 

続 い て 、2008 年 の 漁 協 デ ー タ 1 6 )か ら 1990 年 ～ 2003 年 に 5t

 
表 2-1  主 と す る 漁 業 種 類 別 経 営 体 数  

表 2-2  経 営 体 階 層 別 動 向  

資 料 ： 三 重 県 漁 業 地 区 別 統 計 表 よ り 作 成  

資 料 ： 三 重 農 林 水 産 統 計 年 報 よ り 作 成  
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～ 10t の 船 を 新 船 建 造 ・ ま た は 拡 大 し た 自 営 漁 業 者 6 経 営 体

が 検 出 で き た が（ 表 2-3）、そ の う ち 4 経 営 体 が 遊 漁 経 営 体（ う

ち 2 経 営 体 が 船 曳 乗 組 員 か ら の 転 換 、 1 経 営 体 が U タ ー ン 漁

業 者 ・ 後 述 す る H 氏 ） 残 り 2 経 営 体 が 刺 網 、 一 本 釣 経 営 体 で

あ っ た 。 こ の 時 期 は 漁 業 全 体 が 縮 小 す る 中 、 乗 組 員 ・ U タ ー

ン 漁 業 者 が 、 比 較 的 参 入 が 容 易 で 所 得 の 見 込 め る 遊 漁 に 新 規

着 業 ・ 参 入 し 、 島 周 り の 自 営 漁 業 者 と な る 積 極 的 な 動 き も 見

ら れ た の で あ る 。  

 

 

年齢※） 営む漁業 漁船 漁船建設年 備考

45 遊漁・1本釣・底曳き 1.1t  6.6t(底曳） 1995/4/27 新船

43 遊漁・1本釣 8.5t 2000/9/3 新船 uターン

56 刺網・タコツボ 7.3t（刺網、タコ壷） 1993/9/11 新船　拡大

58 1本釣
4.3t（底曳き）0.9t
（釣り・採貝藻）

1998 新船

63 遊漁　1本釣　底曳
0.93t 　5.5t(底曳き

網）
1998/11/28 新船　拡大 船曳乗り子→遊漁

66 遊漁　1本釣 7.3t(底曳） 1996/10/26　新船　拡大 船曳乗り子→遊漁

※）2008年の年齢

表 90年代～2003年にかけて新船建造もしくは拡大した、総t数5t以上の自営漁業者

 

 

 

だ が 、 200 3 年 ～ 2006 年 に か け て 5t～ 10t 階 層 は 11 経 営 体

か ら 9 経 営 体 へ と 後 退 し て お り 、 全 体 と し て 縮 小 の 流 れ の 中

に あ る 。 こ こ で 、 第 12 次 漁 業 セ ン サ ス か ら 2008 年 男 性 漁 業

就 業 者 の 年 齢 別 内 訳 を 見 る と 1 7 )、 男 子 漁 業 就 業 者 93 人 中 、  

20 代 ～ 30 代 の 割 合 が 20%（ 20 人 ）、 40 代 ～ 50 代 の 割 合 が 30%

 表 2- 3   1 9 9 0 年 代 ～ 20 0 3 年 に か け て 新 船 建 造  

も し く は 拡 大 し た 、 総 t 数 5t 以 上 の 自 営 漁 業 者  

資 料 ： 鳥 羽 磯 部 漁 協 神 島 支 所 資 料 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 よ り 作 成  

※ ) ： 2 0 0 8 年 時 点 で の 年 齢  
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（ 28 人 ）、 60 代 以 上 の 割 合 が 50%(47 人 )で あ る 。 こ れ を 三 重

県 平 均・鳥 羽 市 平 均 と 比 較 す る と 、40 代・ 50 代 の 壮 年 層 漁 業

者 割 合 が 30%で あ り 、鳥 羽 市 平 均 40%・ 三 重 県 平 均 32%よ り も

低 い 。 つ ま り 、 前 述 し た よ う に 80 年 代 中 頃 か ら 91 年 の “ バ

ブ ル 経 済 ”が 崩 壊 す る 時 期 の 、40 代 ～ 50 代 に あ た る 世 代 の 離

脱 が 多 か っ た 。  

 

 

前 掲 し た 図 2-3 を 参 照 す れ ば 明 ら か で あ る が 、 そ れ 以 前 の

世 代 で あ る 60 代 の 年 齢 層 が 高 く 、高 齢 化 が 進 み つ つ あ る 一 方

で 、 近 年 、 20 代 ～ 30 代 の 男 性 若 年 層 比 率 は 、 同 じ く 第 12 次

漁 業 セ ン サ ス か ら 三 重 県 平 均 10%、鳥 羽 市 平 均 14%に 対 し て 神

島 20%と な っ て お り 、 青 壮 年 漁 業 者 が 一 定 数 確 保 さ れ て い る

こ と が 大 き な 特 徴 で あ る 。 ま た 、 現 在 は 、 労 働 力 の 流 出 が 進

図 2- 4  神 島 支 所 正 組 合 員 数 の 変 化  
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ん だ こ と か ら 、そ れ ま で の 長 子 相 続 制 か ら「 長 男 で な く て も 、

兄 弟 の う ち 誰 か 一 人 が 家 業 を 継 げ ば よ い 」 と 変 化 し た こ と も

大 き な 特 徴 と し て 挙 げ ら れ る 。 次 章 以 降 に 、 実 際 の ケ ー ス ス

タ デ ィ か ら 青 壮 年 漁 業 者 の 労 働 力 特 性 と 、“ 受 け 皿 ”と な る 地

域 の 社 会 的 条 件 を 見 て ゆ く 。  

 

第 2 節  若 手 漁 業 者 の 就 業 構 造 － ケ ー ス ス タ デ ィ －  

神 島 の 漁 業 者 の 漁 業 種 類 別 操 業 パ タ － ン を 大 き く 分 類 す る

と 、以 下 の よ う に な る 。① 伊 勢 湾・太 平 洋 を 主 な 漁 場 と す る 、

知 事 許 可 漁 船 漁 業 周 年 就 業 型 の 漁 業 者  ② 神 島 の 漁 業 者 の 中

で 一 番 多 く を 占 め る 島 周 辺 の 共 同 漁 業 権 漁 業 ・ 自 由 漁 業 組 み

合 わ せ 型 の 漁 業 者  ③ は 、 ② と 同 じ 、 島 周 辺 を 操 業 区 域 と す

る 遊 漁 経 営 中 心 型 の 漁 業 者 で あ る 。 ① は 、 引 き 回 し 船 曳 網 ・

巻 き 網 漁 業 に 周 年 従 事 す る 漁 業 者 で あ り 、平 成 20 年 度 正 組 合

員 120 名 中 31 名 、 6 経 営 体 で あ る 。 こ の う ち 経 営 主 は 6 名 、

そ れ 以 外 は 雇 用 漁 業 者 と な っ て い る 。 経 営 主 は 60 代 ～ 70 代

の 高 齢 者 だ が 、雇 用 乗 組 員 に は 、20 代・ 30 代 が 多 く 、乗 組 員

の 平 均 年 齢 は 43 歳 と 、最 も 青 壮 年 漁 業 者 が 獲 得 さ れ て い る 部

門 で あ る 。 ② に は 大 き く 分 け て 、 タ コ ツ ボ ＋ 刺 し 網 兼 業 、 刺

し 網 ＋ 一 本 釣 ・ か ご 漁 1 8 )、一 本 釣 専 業 が あ る が 、後 継 者 を 獲

得 で き な か っ た 高 齢 者 夫 婦 操 業 ・ 高 齢 者 単 身 操 業 が 多 く な っ

て い る 。正 組 合 員 120 名 中 71 名 と 、最 も 大 き な 比 率 を 占 め る

が 、高 齢 化 が 進 み 、漁 業 者 の 平 均 年 齢 は 63.8 歳 と な っ て い る 。

③ は 、 遊 漁 経 営 で 生 計 を 立 て て い る タ イ プ で あ る 。 神 島 の 正

組 合 員 の う ち 、遊 漁 経 営 者 は 9 経 営 体 、11 名 存 在 し 、20 代 ～
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70 代 の 幅 広 い 年 齢 層 の 経 営 者 が 存 在 す る 。 平 均 年 齢 は 53.5

歳 と な っ て お り 、 島 周 辺 漁 業 を 営 む 漁 家 と 比 較 す る と 、 比 較

的 青 壮 年 が 獲 得 さ れ て い る 。 大 型 の 船 で 遊 漁 を 専 業 と す る 者

と 、 一 本 釣 や 刺 し 網 な ど 他 の 漁 業 と 遊 漁 を か ね て い る 者 も あ

る 。  

タイプ 番号 年齢 類型 uターンか否か

1 32 A丸長男 Uターン

2 27 A丸次男 Uターン

3 29 B丸長男 Uターン

4 25 B丸  3の妹の夫 Iターン

5 34 C丸長男 Uターン

6 38 C丸次男 Uターン

7 40 D丸長男

8 34 F丸長男

9 32 F丸次男

10 27 F丸三男

11 34 F丸血縁関係

12 40 F丸血縁関係

13 47 F丸血縁関係

14 42 F丸血縁関係

15 40 F丸血縁関係

16 26 F丸血縁関係 Uターン

17 27 F丸血縁関係 Uターン

18 32 タコつぼ漁　刺網

19 41 刺網　1本釣 Uターン

20 46 1本釣

21 30 遊魚　タコつぼ漁　1本釣　刺網 Uターン

22 詳細不明 Iターン

23 45 遊魚　1本釣　底引網

24 43 遊魚　1本釣 Uターン

25 46 遊魚　1本釣

知
事
許
可
漁
船
漁
業
参
入
予
定
型

共
同
漁
業
権

漁
業
参
入
型

遊
漁
専

業
経
営

参
入
型

表2 青壮年漁業者就業タイプ

資料：平成20年鳥羽磯部漁協神島支所正組合員名簿、2009年・2010年ヒアリング調査より作成

引
き
回
し
船

曳
網
経
営
体

巻
き
網
経
営
体

（
同
一
経
営
体
）

 

表 2- 4  青 壮 年 漁 業 者 類 型  

資 料 ： 平 成 2 0 年 鳥 羽 磯 部 漁 協 神 島 支 所 正 組 合 員 名 簿 、  

2 0 0 9 年 ・ 2 0 1 0 年 ヒ ア リ ン グ 調 査 よ り 作 成  
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神 島 に お け る 40 代 以 下 の 若 手 漁 業 者 に 絞 り 、就 業 構 造 か ら

タ イ プ 分 け す る と 、 ① 知 事 許 可 漁 船 漁 業 参 入 予 定 型 、 ② 共 同

漁 業 権 漁 業 参 入 型 、 ③ 遊 漁 専 業 経 営 参 入 型 の 3 つ に 分 け ら れ

る 。表 2 は 、平 成 20 年 度 正 組 合 員 名 簿 を も と に 、青 壮 年 漁 業

者 を 3 つ に タ イ プ 分 け し た も の で あ る 。 こ こ か ら 明 ら か な と

お り 、 も っ と も 若 手 漁 業 者 獲 得 比 率 が 高 い の は ① で 、 若 手 漁

業 就 業 者 26 人 1 9 )中 17 人 が こ れ に あ た る 。ま た 引 き 回 し 船 曳

網 に 関 し て は U タ ー ン が 多 い こ と も 特 徴 で あ る 。 ② は 主 に 島

周 辺 の 漁 場 に お い て 自 営 漁 業 を 経 営 す る 者 。 若 手 漁 業 就 業 者

26 人 中 5 人 が こ れ に あ た る 。③ は 周 年 、遊 漁 専 業 経 営 で あ り 、

3 人 が こ れ に 当 た る 2 0 )。 下 に 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 に 基 づ い て 漁

業 者 の ケ ー ス ス タ デ ィ を 示 す 。 表 2-4 に お け る 網 掛 け の も の

が 、 ヒ ア リ ン グ に 協 力 し て い た だ い た 漁 業 者 で あ る 。  

 

1 )知 事 許 可 漁 船 漁 業 参 入 予 定 型  

ま ず 、 引 き 回 し 船 曳 網 経 営 体 ・ 巻 き 網 経 営 体 の 概 要 を 簡 単

に 述 べ る 。  

 引 き 回 し 船 曳 網 経 営 体 は 現 在 5 経 営 体 で あ る 。 そ の 構 成 員

を 表 2-5 に 見 る と 、 経 営 体 の ほ と ん ど が 、 船 主 ・ 船 主 弟 ・ 息

子 と い う 構 成 で あ り 、 世 帯 を 単 位 と し た 家 族 自 営 業 的 な 経 営

体 で あ る こ と が 分 か る 。 人 手 が 必 要 な 漁 業 で あ り 、 か つ て は

家 族 以 外 に 親 戚 な ど を 雇 用 し て い た が 、 コ ス ト 削 減 の た め 自

家 労 働 ＋ 繁 忙 期 雇 用 で 最 低 限 労 働 力 を ま か な っ て い る の で あ

る 。  
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漁 船 は 網 船 2 隻 ＋ 手 船 （ 運 搬 船 ） と い う 構 成 で 船 主 ・ 船 主 の

弟 が 所 有 し て お り 、 兄 弟 で の 共 同 経 営 と な っ て い る 。 周 年 の

操 業 形 態 と し て は 、1 月 ～ 2 月 は 、島 周 辺 で オ ヤ コ ウ ナ ゴ を 対

象 と し て 操 業 、 4 月 以 降 は 伊 勢 湾 漁 場 で コ ウ ナ ゴ ・ シ ラ ス ・

カ タ ク チ イ ワ シ を 対 象 と し て 操 業 し 、 主 に 鈴 鹿 市 、 白 塚 漁 港

に 水 揚 げ す る 形 態 が 一 般 的 で 、 対 象 漁 獲 種 や 漁 場 を 変 え て 周

年 操 業 し て い る 。 ま た ワ カ メ 養 殖 や 定 期 船 の 切 符 切 り な ど 、

島 内 の こ ま ご ま と し た 仕 事 を 兼 業 す る 経 営 体 も あ る 。 水 揚 げ

金 額 は 平 均 的 に 1 船 団 に つ き 2,000 万 円 ～ 6,000 万 円 と か な

り バ ラ ツ キ が あ り 、 燃 油 ・ 網 代 ・ 氷 代 な ど の コ ス ト は 水 揚 げ

表 2- 5  引 き 回 し 船 曳 網 経 営 体 構 成  

資 料：平 成 2 0 年 鳥 羽 磯 部 漁 協 神 島 支 所 正 組 合 員 名 簿 、登 録 漁 船 資 料 、

ヒ ア リ ン グ 調 査 よ り 作 成  
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金 額 の 半 分 近 く を 占 め る 。 給 与 分 配 方 法 は 経 営 体 に よ り 異 な

る が 、 後 述 す る A 氏 の 所 属 す る 場 合 、 若 手 漁 業 者 に は 結 婚 す

る ま で は 、“ こ づ か い ”程 度 の 金 額 を 給 与 と し て 月 ご と の 水 揚

げ 金 額 に 関 係 な く 支 払 い 、 結 婚 な ど で 家 計 費 が 膨 張 す る 時 期

か ら 一 人 前 と し て の 給 与 が 支 払 わ れ る よ う に な る 。 月 々 決 ま

っ た 額 の 給 与 を 支 払 う 経 営 体 も あ り 、そ の 場 合 は 、月 々 15 万

円 ～ 20 万 円 の 最 低 保 障 と 、盆 ・ 正 月 に ボ ー ナ ス を 支 払 う 形 態

が 一 般 的 で あ る 。  

一 方 、巻 き 網 経 営 体 2 1 )は 神 島 に お い て 1 経 営 体 の み で あ る

が 、 神 島 漁 業 の 中 で 最 も 経 営 規 模 が 大 き く な っ て い る 。 乗 組

員 構 成 は 、 2010 年 の 時 点 で は 17 名 （ 20 代 4 名 ・ 30 代 5 名 ・

40 代 4 名 ・ 50 代 1 名 ・ 60 代 3 名 ） と な っ て お り 2 2 )、 そ の す

べ て が 船 主 (63 歳 )の 家 族 ・ 親 戚 関 係 で あ る 。 漁 船 は 9t～ 19t

の も の を 10 隻 所 有 し 、季 節・漁 業 状 況 に 応 じ て 巻 き 網（ 周 年 、

太 平 洋 側 で 操 業 。主 に ア ジ・サ バ を 対 象 魚 各 種 と す る ）・引 き

回 し 船 曳 網 （ 3 隻 編 成 ・ 3 か 統 で 操 業 。 9 月 ～ 4 月 、 主 に 伊 勢

湾 内 で 操 業 、 イ カ ナ ゴ ・ オ ヤ コ ウ ナ ゴ を 対 象 種 と す る ） を 操

業 で き る よ う に な っ て お り 、 リ ス ク の 分 散 化 を 図 っ て い る 。

年 間 水 揚 げ 金 額 は 2 億 円 ～ 3 億 円 、そ の う ち コ ス ト は 30%～ 40%

を 占 め る 。 給 与 は 、 役 職 に 関 係 な く す べ て の 乗 組 員 に 平 等 に

支 払 わ れ 、水 揚 げ が な く て も 乗 組 員 に 最 低 月 20 万 円 程 度 は 渡

す よ う に し て い る 。 ボ ー ナ ス は な い 。 年 間 、 1 人 当 た り 500

万 円 ～ 600 万 円 の 給 与 が 保 障 さ れ る が 、 若 手 へ の ヒ ア リ ン グ

に よ る と 年 間 所 得 1 千 万 円 以 上 の 時 も あ り 、 神 島 に お け る 漁

業 の 中 で 、 最 も 高 所 得 を 望 め る 部 門 で あ る 。  
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表 2- 6  青 壮 年 漁 業 者 の 漁 業 就 業 に つ い て  

資 料 ： 2 0 0 9 年 ・ 2 0 1 0 年 ヒ ア リ ン グ 調 査 よ り 作 成  

年間鎮禁漁業
神島を

漁業 日 (下線 ・
(元) 漁業 出た際

就業
番号
ター 年 漁業就業

家族構成
父 ・経営主か

漁船 船主と
現在の

就業
漁業就業

の、 着
タイ ンか 齢 年 ら引き継い

の関係
所得

品目U 前所得
業意志

プ 否か だ ・引き継ぐ
の有無

予定の漁業)

14.47 

〈未婚〉父
t、

毎月、 三

母、祖父母、
10.16t、

づかい的
伊雲母
約220-

A U 29 2001年頃 娘夫婦、妹夫 且隼:!L主回し
19.07 t 

長男 に定額支
市、 電E
230万円/

婦の手供3人、
位阜占星 にれら

給され
気エ事

年
のう ち2 正社員

本人
漁船は中

る.

古)

知 〈来婚〉祖父
ヨカ

事 B U 25 2009年頃 母、母、父、 親戚
ヨー7

x 

許 娘、弟、本人

可
漁

く未婚〉船主
明和

業 C U 26 2007年頃
の家に同居

費量!J9. 市、電 x 有

参 気工事

入 一
予 周年験者網漁 ~'ヲ 5-600

9t-19t 芳円~
定 圭 引き回し

のものを 息子 1000万円
型 〈来婚〉船主 鈴虫歯i!.釜組 10墾 (長男 程度/年

名古屋

D 26 2004年頃 企孟 経理専
の家 ではな 問

い)
門拳校

ト一一一一

く既婚〉妻、 息子
名古屋

E 31 1999年頃
子供三人 (小 (長男

車の専
l、幼穐圏、2 ではな

門掌紋
11 歳) い)

高校 〈衆婚〉 祖 父の船に魚 5t (96隼 約400-

ド共 F 中退 33 1995年頃 母、父、 母、 船、車比皐」ー 賓中 長男 500万円/高校

同 後 本人 之三二乙ょ立 古) 年

漁
鳥羽市

業 2.5-3t 水書告げ金 ガ ;19
権 G 日 1994年頃 〈来婚〉

~箇 ・ 豊町
(00頃 長男 額約800 ンスタ X X 41 

り ・かご漁漁 中古) 万円/年 ンド動
業 務

参 タヨツポ '!J. 伊野市
入 l‘組・遊塗:.....1

，t (07年
板金

型 H U 30 
2003- 〈衆婚〉父、

率盤工L'漁協
頃新船

長男
約360万

屋、
約260万円

有
2004年頃 母、 本人 約3500万 円/年 /年

自営漁莱l雇わ
円)

規4真約
n. 10人

遊
漁 3.4t (85 

専 頃新紛

業 く既婚〉父、
圏隼ilt塗径 約1200方

主力600ー 豊回市

経 I U 43 1999隼頃 母、妻、手
主主、たまに漁 円)8.6t 

次男 700万円/エンジ X x 
営 供、本人

船のエンジン (90年頃
年 ン修理

修理 事時船 約
参 3500万
入 円)
型
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実 際 の 漁 業 者 の 実 態 に 関 し て 述 べ る 。 ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行

っ た 9 名 の 漁 業 者 の う ち 、 表 2-6 で 紹 介 す る A 氏 ～ E 氏 が こ

の タ イ プ に 当 た る 。A 氏 は 前 掲 表 2-5・番 号 C の 後 継 者 で あ る 。

B・ C・ D・ E 氏 は 同 一 巻 き 網 経 営 体 に お け る 若 手 乗 組 員 と な っ

て い る 。  

こ う し た 引 き 回 し 船 引 き 網 経 営 、 巻 き 網 経 営 の 乗 組 員 の A

氏 か ら E 氏 に お い て 、 も っ と も 顕 著 な 特 徴 は 、 年 齢 層 が い ず

れ も 20 代 が 中 心 で E 氏 の み が 31 歳 と な っ て い る こ と に よ っ

て も 明 ら か な よ う に 、 非 常 に 若 い 年 齢 階 層 と な っ て い る こ と

で あ る 。 こ れ は 、 引 き 回 し 船 曳 網 経 営 体 と 巻 き 網 経 営 体 で は

若 干 異 な る が 、 A 氏 に 代 表 さ れ る よ う な 引 き 回 し 船 曳 網 経 営

体 で は 、 U タ ー ン 漁 業 者 が 多 く を 占 め る 。 こ れ は ヒ ア リ ン グ

に よ れ ば 、2005 年 頃 か ら の 陸 上 部 門 企 業 で の 雇 用 状 況 が 悪 化

し て い る こ と も あ り 、 親 が 説 得 す る な ど し て 還 流 す る ケ ー ス

が 多 く 、 長 期 的 な 不 況 が 大 き な 背 景 と な っ て い る 。  

引 き 回 し 船 曳 網 経 営 体 の 水 揚 げ 金 額 は 、Ａ 氏 経 営 体 の 場 合 、

4,60 0 万 円 ～ 5,0 00 万 円 と 神 島 の 平 均 的 な 引 き 回 し 船 曳 網 経

営 体 の 水 揚 げ 金 額 と 同 等 で あ る 。 燃 油 費 を は じ め と し た コ ス

ト は こ れ ら の 半 分 を 占 め る が 、 使 用 す る 3 漁 船 の う ち 2 漁 船

を 島 内 漁 業 者 よ り 中 古 で 購 入 し て お り 、 新 規 で 購 入 す る と

5,000 万 円 程 度 の 漁 船 を 、 そ れ ぞ れ 200 万 円 、 120 万 円 ～ 130

万 円 と き わ め て 低 額 の 固 定 資 本 投 資 で 済 ん で い る 。 ま た 魚 探

な ど も 同 じ く 中 古 の も の を 廉 価 で 購 入 し て い る 。 こ の よ う に

固 定 資 本 の コ ス ト 削 減 、 ま た 雇 用 労 働 力 を 排 除 し た 家 族 の み

の 経 営 で 減 価 償 却 圧 力 を 回 避 し 、 雇 用 労 賃 の 削 減 を 図 る こ と
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で 、 経 営 を 成 り 立 た せ て い る 。 現 在 A 氏 が 受 け 取 っ て い る 賃

金 は 、「 こ づ か い 」 的 に 毎 月 定 額 支 払 わ れ 、「 帰 っ て く る 前 よ

り 自 由 に な る 金 額 は ず っ と 少 な い 」 が 、 将 来 的 に は 船 主 と な

り 家 の 漁 船 等 の 資 産 を 継 承 し て ゆ く と い う 展 望 を 有 し て い る 。 

ま た 、 巻 き 網 漁 船 に お い て は 、 ほ ぼ 学 卒 後 す ぐ 乗 組 員 と な

っ て お り 、 U タ ー ン し た 乗 組 員 も 「 社 会 勉 強 」 の た め に 数 年

働 い た が 、参 入 予 定 で あ っ た 。参 入 予 定 型 が 多 い 要 因 と し て 、

水 揚 げ 金 額 の 高 さ が あ げ ら れ る 。 ヒ ア リ ン グ に よ れ ば 月 100

万 円 程 度 の 時 も あ り 、全 員 が「 漁 業 外 の 仕 事 よ り ず っ と 良 い 」

と 答 え て い る 。 ま た 水 揚 げ 金 額 の 高 さ に 加 え て 、 血 縁 関 係 の

乗 組 員 の み を 雇 用 し 、 平 等 に 給 与 を 支 払 う こ と で 、 船 主 の 直

系 家 族 で は な い 親 戚 の 労 働 力 の 確 保 に も つ な が っ て い る と 言

え よ う 。  

知 事 許 可 漁 船 漁 業 の ほ と ん ど の 経 営 体 で 後 継 者 が 獲 得 さ れ

て い る の は 、 こ の よ う な 安 定 し た 経 営 的 基 盤 に 支 え ら れ 、 現

在 、 船 曳 網 漁 業 の よ う に 「 こ づ か い 」 程 度 で あ っ た と し て も

将 来 的 に 父 親 の 家 業 を 継 ぐ こ と が 明 確 で あ り 、 将 来 性 が 見 込

ま れ る か 、 巻 き 網 漁 業 の よ う に 陸 上 産 業 の 賃 金 よ り も 相 対 的

に 高 い 賃 金 水 準 を 確 保 し て い る か ら で あ る 2 3 )。  

 

2 )共 同 漁 業 権 漁 業 参 入 型  

従 来 の 島 周 辺 自 営 漁 業 は 、 任 意 組 合 に よ る 排 他 的 な 資 源 管

理 に よ り 、 地 先 資 源 の 漁 獲 圧 を 抑 え 、 経 営 の 基 盤 で あ る 地 先

資 源 を 維 持 し て き た 。加 え て 、「 長 男 相 続 制 」が 形 を 変 え な が

ら も 存 続 し 、 還 流 漁 業 者 が 親 の 営 む 漁 業 を 継 承 で き る 「 受 け
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皿 」 と し て 機 能 し て い る 。 こ れ ら 従 来 の 漁 業 に 加 え 、 家 業 と

し て 決 定 し て い る 漁 業 以 外 に も 積 極 的 に 参 入 し 、 よ り 弾 力 的

に 周 年 の 漁 業 を 営 む 漁 業 者 も 現 れ 始 め て い る 。 こ の よ う な 漁

業 者 が 現 れ た 背 景 と し て 、 島 周 り 漁 業 の 高 齢 化 が 進 み 、 こ れ

ま で 神 島 漁 業 を 維 持 し て き た 排 他 的 な 共 同 体 的 規 制 が 緩 や か

な も の と な っ た こ と が 大 き な 理 由 と し て 挙 げ ら れ る 。 表 4 F

氏 ～ H 氏 が こ の タ イ プ に あ た る 2 4 )  

こ の タ イ プ の 若 手 漁 業 者 は 少 な く 、 島 周 辺 漁 業 に は 高 齢 漁

業 者 が 集 中 し て い る こ と が 実 情 で あ る 。 し か し な が ら 5 名 の

若 手 が 確 保 さ れ 、90 年 代 以 降 の U タ ー ン も 2 名 存 在 し て い る 。

ま ず 、若 手 の ほ と ん ど は 表 2-6、 F 氏 ・ G 氏 の よ う に 父 親 の 経

営 す る 漁 業 を そ の ま ま 引 き 継 い で い る 。 こ れ は 、 も と も と 共

同 漁 業 権 漁 業 を 営 ん で き た 漁 業 者 の 着 業 権 を 、 歴 史 的 に 占 有

し 維 持 す る シ ス テ ム に よ る も の で あ る 。 タ コ ツ ボ ・ 刺 し 網 兼

営 漁 業 者 の 平 均 的 な 所 得 は 約 400 万 円 ～ 500 万 円 、刺 し 網 ＋ 1

本 釣 や 刺 し 網 ＋ カ ゴ 漁 な ど の 組 み 合 わ せ で は 、 個 人 差 が か な

り あ る も の の 平 均 的 に は 約 300 万 円 ～ 400 万 円 で あ り 、 外 部

労 働 市 場 賃 金 と 比 較 し て 高 い と は 言 え な い が 、 こ の 年 齢 層 に

お け る 同 程 度 の 水 準 の 所 得 は 確 保 で き る 。ま た 、F 氏・ G 氏 に

見 る よ う に 中 古 漁 船 の 譲 渡 ・ ま た 中 古 漁 網 の 入 札 が 島 内 で な

さ れ て お り 、 自 営 漁 業 者 と し て 自 立 す る 際 の コ ス ト が 低 く 抑

え ら れ る と い う 点 が あ る 。 加 え て 当 然 な が ら 全 て の 漁 業 者 が

島 内 に 住 居 を 有 し て お り 、ほ と ん ど が 自 家 消 費 用 の 畑 を 有 し 、

ま た 本 土 近 接 地 域 で あ る こ と か ら 、 生 活 は 十 分 営 ん で 行 く こ

と が で き る 。 以 上 の よ う に し て 、 U タ ー ン 漁 業 者 の 還 流 を 受
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け 止 め る こ と の で き る 生 活 の 場・経 営 の 場（ 資 源 状 況 を 含 む ）

が 維 持 さ れ て お り 、 換 言 す れ ば 不 況 下 に お け る 「 セ ー フ ガ ー

ド 」 的 機 能 が 働 い て い る と 言 え よ う 。  

だ が 、H 氏 に お い て は 他 の 漁 業 者 と 異 な る 。H 氏 の 場 合 で は 、

父 親 が 営 ん で い な い タ コ ツ ボ 漁 に も 参 入 し 、 潜 水 業 の 資 格 を

取 っ て 漁 協 自 営 ナ マ コ 漁 に 従 事 す る な ど 漁 業 に 積 極 的 で あ る 。

H 氏 は 、 コ ス ト が ほ ぼ 初 期 費 用 の み で 済 み 、 比 較 的 実 入 り の

良 い タ コ ツ ボ 漁 へ の 参 入 を 希 望 し て い た 。 後 述 す る I 氏 ま で

は 、 親 の 着 業 し て い た 漁 業 以 外 を 希 望 し て い て も 、 着 業 が 許

可 さ れ な か っ た 。 だ が H 氏 の 参 入 し た 時 期 に お い て は 、 タ コ

ツ ボ に お け る 高 齢 化 が 今 後 の 存 続 も 危 ぶ ま れ る レ ベ ル で 進 行

し て い る こ と か ら 、 新 規 参 入 の 規 制 が 弱 ま り つ つ あ り 、 ま た

H 氏 の 積 極 的 な 漁 業 へ の 姿 勢 か ら 、 操 業 が 許 可 さ れ た の で あ

る 。H 氏 の 周 年 漁 業 ロ ー テ ー シ ョ ン を 見 る と 、12・ 1 月 は 最 低

賃 金 が 支 払 わ れ る 漁 協 自 営 漁 業 2 5 )、9 月 ～ 4 月 は エ ビ 刺 し 網 、

夏 期 ～ 冬 期 は 遊 漁 ・ タ コ ツ ボ を 中 心 と し な が ら 、 家 が 営 む 民

宿 で 提 供 す る 食 事 の た め 、 一 本 釣 り を 操 業 し て お り 、 そ れ ぞ

れ の 季 節 に よ っ て 一 番 「 割 の 良 い 」 漁 業 を 細 か く 組 み 合 わ せ

て い る こ と が 分 か る 。 H 氏 い わ く 、「 外 で そ の ま ま 働 い て い た

時 と 、 ど ち ら が （ 経 済 的 に ） 良 い か わ か ら な い 。 で も 、 自 分

で 経 営 を し て ゆ く 方 が 自 分 に は 合 っ て い る 。 ま た 、 他 の 人 に

い ろ い ろ 助 け て も ら え る 。 儲 け が 出 る と う れ し い 」 と の こ と

で あ っ た 。  

こ の よ う に 、 そ れ ま で の 神 島 漁 業 を 維 持 し て き た 世 襲 制 を

基 盤 と し た 村 落 共 同 体 的 排 他 的 な 資 源 管 理 が 緩 や か に な り つ
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つ あ る こ と を 背 景 と し て 、 H 氏 の よ う に 漁 業 に 積 極 的 に 取 り

組 み 、「 所 得 」だ け で な く 自 営 漁 業 な ら で は の「 や り が い 」を

求 め る 漁 業 者 が 表 れ て い る 。 こ の よ う な タ イ プ の 漁 業 者 は 、

若 手 自 営 漁 業 者 中 2 名 2 6 )と 少 な く 留 ま っ て い る が 、共 同 体 的

規 制 が 強 く 働 い て き た 離 島 漁 業 の 規 制 が 弛 緩 し 出 現 し た 、 新

た な タ イ プ の 漁 業 の 担 い 手 と し て 注 目 で き る だ ろ う 。  

 

3 )遊 漁 専 業 経 営 参 入 型  

遊 漁 経 営 の 存 立 条 件 と し て 、 ま ず 優 良 漁 場 を 擁 し 、 知 多 半

島 の 近 隣 に 位 置 す る と い う 好 立 地 条 件 が 前 提 と し て 挙 げ ら れ

る 。 表 2-7 が 神 島 に お け る 遊 漁 経 営 体 の 一 覧 表 で あ る 。  

  

 

 

表 の 通 り 、40 代 の 経 営 者 3 人 の う ち 2 人 が 親 子 共 同 経 営 で あ

り 、 漁 船 な ど の ハ ー ド 面 、 釣 り 技 術 ・ ノ ウ ハ ウ の ソ フ ト 面 、

着 業 権 等 を 含 む 継 承 が ス ム ー ズ で あ る こ と に 加 え 、 親 世 代 か

資 料 ： 鳥 羽 磯 部 漁 協 神 島 地 区 平 成 2 0 年 度 名 簿 、ヒ ア リ ン グ 調 査 よ り 作 成  

表 2- 7  遊 漁 経 営 体 一 覧 表  
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ら の 固 定 客 維 持 に も つ な が っ て い る 。 こ れ ら に 加 え 、 ホ ー ム

ペ ー ジ の 開 設 や 新 た な 釣 り へ の 着 手 な ど 、 若 手 後 継 者 の 集 客

努 力 も 見 ら れ る 。  

前 出 の 表 2-6、I 氏 は 3 名 の う ち 1 人 で 、父 親 と 共 同 経 営 を

し て い る 。表 2-7 の 2 番 に 対 応 し て い る 。 I 氏 は 98 年 頃 神 島

に U タ ー ン し た が 、 そ の 時 は 比 較 的 「 実 入 り の 良 い 」 タ コ ツ

ボ へ の 参 入 を 希 望 し て い た 。 だ が 世 襲 制 で あ る タ コ ツ ボ に は

参 入 が 許 可 さ れ ず 、 父 親 の 営 む 遊 漁 経 営 を 継 ぐ こ と と し た 。

前 出 し た H 氏 の 場 合 と は 異 な り 、 規 制 が 依 然 と し て 排 他 的 な

状 況 下 に あ っ た と 言 え る 。 周 知 の よ う に 釣 に お い て は 、 魚 群

探 知 機 な ど の 機 器 性 能 が 進 ん だ 現 在 に お い て も 、 個 々 の 漁 業

者 の 技 量 に 大 き く 左 右 さ れ る と い う 側 面 が あ る が 、 現 在 の 遊

漁 経 営 体 は 一 本 釣 漁 家 か ら 経 営 移 行 し た た め 、 客 に 「 釣 ら せ

る こ と の で き る 」 漁 場 に 案 内 で き る と い う ノ ウ ハ ウ が あ る 。

ま た 伊 良 湖 水 道 の 潮 流 の 中 に 位 置 す る 漁 場 条 件 の 良 さ に 加 え 、

伊 良 湖 か ら 船 で 15 分 と い う 立 地 条 件 に よ り 、愛 知 圏 の 顧 客 が

多 く 、 親 子 で 共 に 経 営 し て い る 業 者 に お い て は 、 親 世 代 か ら

の 固 定 客 の 存 在 が 大 き い 。 だ が 、 長 期 的 不 況 か ら バ ブ ル 期 の

よ う な「 上 客 」は 明 ら か に 減 少 し て お り 、後 継 者 世 代 で は 、I

氏 の よ う に ホ ー ム ペ ー ジ で の 遊 漁 の 積 極 的 な ア ピ ー ル ・ 新 た

な 釣 り 種 類 の 取 り 入 れ な ど 、 新 規 客 の 獲 得 に 積 極 的 で 、 3 名

全 て が ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し て い る 。  

ま た I 氏 は 、神 島 で は 初 と な る「 フ グ 釣 り 」を 近 年 導 入 し 、

客 か ら 好 評 で あ る 。 こ の よ う な 地 理 的 優 位 面 、 経 営 継 承 に よ

る ノ ウ ハ ウ や 顧 客 の 維 持 、 若 手 の 経 営 努 力 か ら 、 I 氏 の よ う
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に 比 較 的 神 島 に お い て は 水 準 の 高 い 所 得 が 実 現 で き て い る 。

だ が 、 遊 漁 は 客 商 売 で あ る た め 、 ト イ レ や 清 潔 な キ ャ ビ ン な

ど へ の 設 備 投 資 が 必 要 で あ り 、 I 氏 の 場 合 の よ う に 船 の 借 金

が コ ス ト と し て 大 き な 割 合 を 占 め て し ま う と い う こ と が あ る 。

釣 り 客 が 減 少 傾 向 に あ る 現 在 、 10t 程 度 の 比 較 的 大 型 の 船 で

の 、 周 年 遊 漁 専 業 で 経 営 す る あ り 方 に も 、 限 界 が 見 え 始 め て

い る 。「 今 遊 漁 を 経 営 し て い る 人 は 、食 べ て ゆ け る だ ろ う 。だ

が 、 息 子 に は 遊 漁 外 の 仕 事 に つ い て ほ し い 」 と い う I 氏 の 言

葉 も こ の こ と を 表 し て い る と 言 え よ う 。  

 

第 3 節  小 括   

 9 0 年 代 以 降 、 神 島 漁 業 は 水 産 資 源 状 態 の 変 化 や 魚 価 低 下 ・

ま た 島 外 へ の 担 い 手 の 流 出 と い っ た 、 厳 し い 条 件 下 の 中 に あ

る 。 そ の よ う な 中 で 、 神 島 が 若 手 漁 業 者 を 吸 収 し う る 包 容 力

を 維 持 し て き た の は 、 ど の よ う な 要 因 に よ る も の だ ろ う か 。

小 論 の 分 析 か ら 、 以 下 の 事 が 言 え る だ ろ う 。  

も と も と 神 島 で は 、 零 細 な 家 族 経 営 体 が 多 く を 占 め 、 現 在

の 漁 協 の 各 任 意 組 合 を 中 心 と し た 共 同 体 的 性 格 の 強 い 地 域 で

あ っ た 。戦 後 は 海 運 業 と 漁 業 が 結 び つ く こ と に よ っ て 、次 男 ・

三 男 な ど の 過 剰 化 す る 労 働 力 を こ う し た 就 労 機 会 へ 吸 収 し て

い た が 、 海 運 業 が 消 滅 し て か ら は 、 中 京 経 済 圏 の 近 郊 と い う

立 地 条 件 か ら 、 70 年 代 以 降 、 一 方 で は 、 次 男 、 三 男 な ど の 若

年 労 働 力 を 陸 上 産 業 へ 排 出 し 、 他 方 、 島 内 の 漁 船 漁 業 の 大 型

化 の 進 行 、 遊 漁 経 営 な ど の 出 現 に よ り 、 地 域 内 就 労 ・ 雇 用 機

会 も 広 が り 、 漁 業 人 口 を 収 容 し て き た 。  
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し か し 、80 年 代 以 降 、労 働 力 不 足 が 知 事 許 可 漁 業 に お い て

深 刻 化 し 、 経 営 主 た る 長 男 は 引 き 回 し 船 曳 網 漁 船 漁 業 か ら 再

度 、タ コ ツ ボ に 着 業 す る こ と で 世 帯 の 維 持 を 図 っ た 。ま た 90

年 代 以 降 、 漁 村 収 容 力 が さ ら に 縮 小 す る 中 で 、 比 較 的 参 入 が

緩 や か で 所 得 の 見 込 め る 遊 漁 経 営 体 へ の 着 業 が 増 加 し 、 個 々

の 漁 家 経 営 体 に お い て は 、 雇 用 労 働 力 の 排 除 と 中 古 漁 船 ・ 機

器 の 使 用 に よ っ て 経 営 体 規 模 を 縮 小 し 、 コ ス ト 削 減 を は か り

な が ら 、 自 営 漁 家 （ ＝ 世 帯 ） の 存 続 を は か っ て き た 。 こ う し

た 労 働 力 不 足 を 基 軸 と し た 漁 業 構 造 の 再 編 の 中 で 、 神 島 に お

い て は 、 小 規 模 で は あ る が 家 族 世 帯 を 中 心 と し た 自 営 漁 業 的

経 営 へ の 転 換 が 進 行 し て き た の で あ る 。 こ う し た 家 族 自 営 的

漁 業 構 造 は 、 U タ － ン 者 を 含 む 青 壮 年 漁 業 者 の“ 就 労 の 機 会 ”

と な る こ と に よ っ て 進 行 し た こ と が 大 き な 特 徴 点 で あ る 。 ま

た 、そ の 際 、“ 家 業 を 継 ぐ ”と い う 形 式 を と っ て お り 、家 業 と

し て の 自 営 漁 業 の 存 在 が 、 こ う し た 青 壮 年 を 引 き つ け る 大 き

な 条 件 と も な っ て い る 。 本 稿 で は 、 こ う し た 青 壮 年 漁 業 者 に

着 目 し 、 分 析 を 進 め て き た の で あ る が 、 青 壮 年 漁 業 者 は 就 労

先 で あ る 漁 業 経 営 の あ り 方 に も 規 定 さ れ 、 主 に 3 つ 、 そ の タ

イ プ が 抽 出 さ れ る 。  

知 事 許 可 漁 船 漁 業 参 入 予 定 型 に お い て は 、 ま ず 、 青 壮 年 漁

業 者 の 40%を 占 め る 巻 き 網 漁 業 の 雇 用 機 会 と し て の 重 要 性 で

あ る 。巻 き 網 は 陸 上 産 業 よ り も は る か に 優 位 な 所 得 を 得 ら れ 、

ま た 、 家 族 ・ 親 戚 ・ 分 家 等 の 血 縁 関 係 の み の 構 成 員 と な っ て

い る 。 つ ま り 、 血 縁 関 係 に 依 存 し た 、 比 較 的 収 益 の 大 き い 家

族 経 営 漁 業 で あ る と い う こ と が 、 多 く の 後 継 者 ・ 乗 組 員 を 引
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き 付 け る 理 由 で あ る 。 一 方 、 引 き 回 し 船 曳 網 に つ い て は 、 着

業 時 で 未 婚 の 場 合 、 自 由 に な る 金 額 は 還 流 前 よ り も 少 な く な

っ て い る が 、 引 き 回 し 船 曳 網 で は 世 帯 を 構 成 単 位 と し た 小 規

模 家 族 経 営 で 、 将 来 的 に は ラ イ フ サ イ ク ル に 見 合 っ た 給 与 が

支 払 わ れ 、 ゆ く ゆ く は 経 営 を 継 承 し て ゆ く と い う 展 望 が 存 在

す る こ と か ら 、 U タ ー ン 漁 業 者 の 有 力 な 還 流 の 場 と し て 機 能

し て い る 。  

共 同 漁 業 権 漁 業 参 入 型 に 関 し て は 、 共 同 漁 業 権 漁 業 （ 刺 し

網 、 タ コ 壺 、 一 本 釣 な ど ） の 後 継 者 で あ る 。 慣 習 的 に 、 親 の

漁 業 経 営 （ 周 年 の 着 業 漁 業 種 類 を 含 む ） を そ の ま ま 引 き 継 ぐ

と い う 形 式 を と っ て お り 、後 継 者 就 業 の 場 が 確 保 さ れ て い る 。

ま た 、 こ れ も 慣 習 的 に 新 規 参 入 を 認 め な い こ と で 、 資 源 の 維

持 を は か る と 同 時 に 、 島 内 に お け る 中 古 漁 船 ・ 漁 網 の 融 通 に

よ り 、 コ ス ト を 大 幅 に 節 約 す る こ と が で き 、 一 定 水 準 の 所 得

が 可 能 で あ る 。こ の よ う に 家 を 単 位 と し た 経 営 の あ り か た と 、

共 同 体 的 な 「 セ ー フ ガ ー ド 」 的 機 能 が 大 き く 働 き 、 漁 業 者 の

就 業 機 会 と な っ て い る 。 加 え て 、 こ の タ イ プ か ら 生 ま れ た 新

た な 漁 業 者 と し て 、 共 同 体 的 規 制 が 弛 緩 す る こ と に よ っ て 比

較 的 自 由 に 漁 業 を 組 み 合 わ せ ら れ る よ う な 条 件 が 生 じ た こ と

か ら 、 親 が 営 ん で い た 以 外 の 漁 業 を 積 極 的 に 取 り 入 れ 経 営 の

工 夫 が 見 ら れ る 漁 業 者 も 出 現 し て い る 。  

遊 漁 専 業 経 営 参 入 型 は 、遊 漁 経 営 が 60 年 代 以 降 に 一 本 釣 り

の 副 業 と し て 出 現 し 、 90 年 代 、船 曳 網 漁 業 が 縮 小 す る 中 で 比

較 的 参 入 が 自 由 な 部 類 で あ る こ と を 背 景 と し て 船 曳 網 乗 組 員

か ら 転 換 す る 着 業 者 が 増 え た 。 優 良 漁 場 を 有 し 、 中 京 経 済 圏
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に 立 地 す る 地 理 的 優 位 性 と い う 好 条 件 と 、 一 本 釣 か ら 派 生 し

た こ と に よ る 技 術 的 優 位 面 、 親 子 の 継 承 に よ り 経 営 基 盤 ・ 技

術 に 加 え 顧 客 を 維 持 で き て い る こ と 、 加 え て 若 手 経 営 者 の 経

営 努 力 が 実 り 、 共 同 漁 業 権 漁 業 者 と 比 較 し て 高 い 水 準 の 所 得

を 得 る こ と が 可 能 と な っ て い る 。  

 こ う し た U タ － ン 者 を 含 む 青 壮 年 漁 業 者 の 島 内 漁 業 へ の 参

入 は 、 前 述 し た よ う に 自 営 漁 業 者 ・ 血 縁 関 係 に 依 存 し た 経 営

へ の 雇 用 と し て の 漁 業 へ の 参 入 で あ る 。 そ の よ う な 参 入 を 支

え て き た 条 件 と は 、 第 一 に は 、 共 同 体 的 な 規 制 は 希 薄 化 し つ

つ あ る が 、“ い え の 家 業“ と し て の 漁 業 と い う 、共 同 体 の 基 本

単 位 と し て の “ い え ” の 存 在 が 大 き い 。 島 周 り の 漁 業 を 主 と

す る 家 族 経 営 に お い て は も ち ろ ん の こ と 、 最 も 大 き な 雇 用 機

会 で あ る 巻 き 網 に お い て も 、 家 族 経 営 を 中 心 と し な が ら 、 血

縁 関 係 雇 用 に 依 存 し て い る こ と か ら も 明 ら か で あ る 。 従 っ て

「 家 業 継 承 者 」 ま た 「 血 縁 関 係 を 基 盤 と し た 雇 用 者 」 と し て

の U タ － ン 漁 業 者 参 入 の 場 が 、 就 労 構 造 の 中 で 歴 史 的 に 維 持

さ れ て き た こ と が 大 き く は た ら い て い る 。 第 二 に は 、 島 嶼 漁

村 に 一 般 的 に 見 ら れ る 強 い 伝 統 的 な 共 同 体 的 規 制 が 、 弛 緩 し

つ つ あ る 点 で あ る 。 つ ま り 、 従 来 の 共 同 体 的 規 制 の 中 で の 固

定 的 な 漁 業 種 類 の 組 み 合 わ せ の み で は な く 、 比 較 的 自 由 な 共

同 漁 業 権 漁 業 へ の 漁 業 種 類 の 選 択 が 可 能 と な っ た こ と で 、 自

営 漁 家 と し て の 経 営 に お け る 創 意 工 夫 が 可 能 と な り 、 青 壮 年

の 就 業 機 会 と し て 機 能 し て い る と い う 点 で あ る 。 だ が 他 面 で

は 、 こ の よ う な “ い え ” を 単 位 と し た 経 営 の 維 持 、 そ れ と 関

連 す る 排 他 的 な 漁 業 管 理 慣 行 は 弛 緩 し な が ら も 今 な お 維 持 さ
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れ て お り 2 7 )、こ う し た こ と か ら“ む ら ”の 外 部 者 と な る I タ

－ ン 、 加 え て 島 内 の 漁 業 者 以 外 の 住 民 の 漁 業 へ の 参 入 が 可 能

で あ る よ う な 条 件 は 、 今 の と こ ろ 存 在 し な い と い う の が 現 状

で あ る 。 第 三 に は 、 島 嶼 で あ る こ と か ら 比 較 的 漁 場 条 件 に 恵

ま れ て い る と い う 初 発 条 件 の 優 位 性 、 ま た 、 こ れ ま で の 共 同

体 的 規 制 の 中 の 漁 業 管 理 に よ り 、 多 様 な 水 産 資 源 が 維 持 さ れ

て い る と い う こ と で あ ろ う 。こ う し た 自 然 的 条 件 の 優 位 性 が 、

多 様 な 漁 業 種 類 の 組 み 合 わ せ を 可 能 と し て い る 。 以 上 の よ う

な 条 件 か ら 、 神 島 に お い て は 、 一 定 数 の 青 壮 年 漁 業 者 が 獲 得

で き て い る 、 と 結 論 付 け ら れ る 。  

 今 後 、 神 島 の 漁 業 は 、 全 体 と し て 家 族 経 営 的 性 格 を 強 め な

が ら で き る 限 り の コ ス ト 低 下 を 図 り 、“ い え ”を 単 位 と し た U

タ － ン を 含 む 青 壮 年 労 働 力 の 受 け 入 れ が 継 続 す る も の と 思 わ

れ る が 、 価 格 の 低 下 、 資 源 の 減 少 な ど の 問 題 も 深 刻 化 し つ つ

あ り 、 神 島 で 最 も 若 手 を 多 く 獲 得 で き て い る 知 事 許 可 漁 業 で

あ っ て も 、 必 ず し も 楽 観 的 な 展 望 が 開 け て い る と い う 訳 で は

な い 。 ま た 、 比 較 的 自 由 な 操 業 の 場 が 生 ま れ た と は い え 、 共

同 漁 業 権 漁 業 を 含 む 島 周 り の 漁 業 が 、事 実 上「 高 齢 者 漁 業 化 」

し つ つ あ る こ と は 事 実 で あ る 。 し か し 、 島 周 り の 小 規 模 家 族

経 営 体 へ の 青 壮 年 の 参 入 動 機 は 、知 事 許 可 漁 業 と 比 較 す る と 、

こ れ ま で の “ い え ” 制 度 に 縛 ら れ な い 、 個 々 人 の 人 間 的 ・ 合

理 的 な 選 択 で あ る 。 つ ま り 、 今 回 、 若 手 漁 業 者 か ら の ヒ ア リ

ン グ で 聞 か れ た 「 自 分 で 経 営 を 工 夫 す る お も し ろ さ が あ り 、

漁 業 外 の 仕 事 よ り 自 分 に 向 い て い る 」 と い う 意 見 は 、 換 言 す

れ ば 、 こ れ ま で の 硬 直 的 な 漁 業 就 業 の あ り 方 の 中 で は 考 え ら
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れ な か っ た 、「 新 た な 漁 業 経 営 の あ り 方 を 、自 ら 創 意 工 夫 し て

ゆ く こ と が で き る 」と い う 漁 業 の  “ 新 た な 価 値 ”に 魅 力 を 見

出 し 、 漁 業 外 の 仕 事 も 含 め た 就 業 機 会 の 中 か ら 、 主 体 的 に 漁

業 を 選 択 ・ 参 入 し て い る と も 考 え ら れ な い だ ろ う か 。 今 後 、

現 在 の 漁 業 を と り ま く 厳 し い 状 況 に 対 し て 、 小 規 模 な 漁 業 経

営 を 維 持 し つ つ も 、 積 極 的 な 面 を 発 揮 で き る よ う な “ 新 た な

価 値 ” を 持 っ た 神 島 漁 業 の あ り か た が 構 築 で き る の か 否 か と

い う 点 が 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は 、 個 々 の 漁 業

経 営 の 自 立 化 が 進 展 す る 中 、 漁 場 利 用 を 含 め た 漁 村 共 同 体 的

慣 行 の 規 制 緩 和 と 、 そ れ に 代 わ る 新 た な 枠 組 み と し て の “ コ

ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 ” と 漁 業 管 理 の あ り 方 を 、 青 壮 年 を 含 め た

漁 業 者 全 体 で 模 索 し て ゆ く こ と が 必 要 と さ れ る の で は な い だ

ろ う か 。  

 

注  

1)財 団 法 人 日 本 離 島 セ ン タ ー「 離 島 統 計 年 報  200 8」pp.9  年

齢 別 ・ 男 女 別 人 口 構 成 参 照 、 島 嶼 関 連 4 法 に 指 定 さ れ た 離

島 の う ち 2007 年 4 月 1 日 に 住 民 の 居 住 が 確 認 さ れ た 306 島

に お け る デ ー タ に よ る と 離 島 に お け る 60 代 以 上 の 比 率 は

35.7 %と な っ て い る 。  

2)漁 業 外 の 仕 事 を 営 む 世 帯 （ 旅 館 な ど ） や 漁 協 職 員 、 漁 業 を

リ タ イ ヤ し た 高 齢 者 、未 亡 人 な ど は 、準 組 合 員 （ 2011 年 度

102 人 ）に 加 入 す る 。 出 資 金 は 正 組 合 員 60 万 円 、 準 組 合 員

20 万 円 で あ る 。  

3)例 え ば 、 島 民 雇 用 機 会 確 保 の た め の 漁 協 自 営 漁 業 （ ナ マ コ  
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採 取 漁 業 ） の 操 業 や 、 そ れ ら で 採 取 さ れ た ナ マ コ を 安 く 販

売 し て い る 。 ま た 神 島 で は 三 重 県 指 定 無 形 民 俗 文 化 財 で あ

る ゲ ー タ ー 祭 り を は じ め と し て 季 節 的 祭 事 が 盛 ん に お こ な

わ れ て い る が 、 そ れ ら の 敬 老 会 な ど に も 漁 協 が 多 く 出 資 し

て い る（ ヒ ア リ ン グ 調 査 ）。ま た 、戦 前 は 島 内 各 戸 食 料（ 米 ・

麦 ） の 一 括 購 入 ・ 資 金 の 立 て 替 え を 漁 業 組 合 が 行 い 、 各 戸

は 海 藻 類 の 採 取 で 支 払 っ て い た 。 大 喜 多 甫 文 「 神 島 に お け

る 社 会・経 済 構 造 と そ の 変 化 」,『 歴 史 地 理 学 紀 要 』24,1 982

年 ,p .34  

4)資 源 が 豊 富 な 神 島 周 辺 の 漁 場 を め ぐ っ て 、 過 去 に は 他 地 域

と の 衝 突 が 度 々 起 こ っ て お り 、明 治 34 年 に は「 沖 の 瀬 」と

い う 漁 場 に お け る 採 貝 藻 操 業 を め ぐ っ て 答 志 島 と の 衝 突 が

起 こ り 、 鳥 羽 警 察 署 と 菅 島 に よ る 仲 裁 が な さ れ た 事 件 も あ

っ た 。三 重 大 学 学 芸 部 地 理 学 研 究 室「 神 島 調 査 概 報 」『 三 重

地 理 学 会 報 』 第 6 号 ,19 58, pp . 48～ 49  

5)タ コ ツ ボ 漁 は 、共 同 漁 業 権 漁 場 39 号 内 の 主 に 砂 地 で 操 業 さ

れ る 。 漁 場 内 に は 、「 ス ジ 」 と よ ば れ る 線 状 の 漁 場 が 、 50M

間 隔 で 約 40 存 在 し 、そ の「 ス ジ 」に 、タ コ ツ ボ を 約 15M 間

隔 ・ 280 個 ほ ど 装 着 し た ロ ー プ を 沈 め て 、 ツ ボ に 入 っ た タ

コ を 引 き 上 げ る と い う 漁 法 で 、 周 年 操 業 可 能 で あ る が 、 夏

― 秋 が 最 盛 期 と な る 。 タ コ ツ ボ 漁 の 着 業 権 を 持 つ 者 は 、 刺

し 網 の 着 業 権 も 有 す る こ と が で き 、 タ コ ツ ボ 業 者 は ほ と ん

ど の 経 営 体 が 刺 し 網 と 兼 業 し て い る 。  

6)9) 前 掲 書 p.4 5 、 川 原 田 麻 子 「 漁 業 管 理 組 織 の 特 性 と 条

件 」 ,199 9,三 重 大 学 修 士 論 文 ,pp.17～ 20 に 詳 し い 。  
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7)刺 し 網 漁 業 は 、主 に 39 号 漁 場 内 の 岩 場 で 操 業 さ れ る 。年 間

の 漁 業 暦 を 見 る と 、1 月 ～ 4 月・・刺 し 網 を 用 い て イ セ エ ビ・

ヒ ラ メ ・ タ イ ・ カ レ イ を 漁 獲  5 月 ～ 盆 ・ ・ マ ダ テ ア ミ を

用 い て 、 カ レ イ 等 を 漁 獲  盆 ～ 9/15・ ・ 禁 止 期 間  9/15～

年 末 ・ ・ イ ソ ダ テ ア ミ を 用 い て 、 イ セ エ ビ を 漁 獲 と 、 網 の

種 類 と 対 象 漁 獲 種 を 変 え 、周 年 操 業 が 可 能 で あ る 。現 在 は 、

25 経 営 体 が 着 業 し て い る が 、そ の 多 く は 高 齢 者 夫 婦 で あ る 。 

8)一 本 釣 り 漁 業 は 、 周 年 操 業 さ れ て お り 、 4～ 6 月 は タ イ 、 7

～ 8 月 は ス ズ キ 、8～ 10 月 は ア ジ・メ バ ル な ど が 主 要 漁 獲 対

象 種 と な る 。船 の 規 模 と し て は 5～ 10t 程 度 が 最 も 多 く 、島

周 辺 の 漁 場 で 操 業 す る 者 が 多 い 。現 在 、 28 経 営 体 が 従 事 し

て お り 、多 く が 高 齢 者 の 単 身 操 業 か 、高 齢 夫 婦 操 業 で あ る 。  

9)島 周 辺 か ら 伊 勢 湾 へ の 漁 場 拡 大 は 、 51 年 頃 、青 年 部 が 壱 岐

対 馬 へ の 視 察 の の ち 、 2 そ う 巻 き 網 漁 業 を 取 り 入 れ た こ と

が 黎 明 で あ る 。 そ の 後 、 2 そ う 曳 タ イ 網 、 1953～ 1954 年 頃

は イ ワ シ 巻 き 網 漁 、1964 年 頃 ま で は そ れ ま で の コ ウ ナ ゴ す

く い 漁 か ら 船 曳 網 漁 業 へ の 転 換 、1970 年 以 降 以 降 は パ ッ チ

網 漁 業 へ と 漁 業 種 類 を 変 え 、 漁 場 を 拡 大 し て き た 。 漁 場 拡

大 時 期 に は 、 特 に 愛 知 県 側 と の 漁 場 の 折 衝 が 問 題 と な り 、

愛 知 県 側 の ト ロ ー ル 船 に よ り 網 や 壺 な ど の 漁 具 の 損 失 が あ

っ た こ と か ら 暴 動 が 起 こ っ た こ と も あ っ た 。 ま た 、 引 き 回

し 船 曳 網 漁 業 へ と 転 換 し た の は 、6t 程 度 の 比 較 的 大 き な 漁

船 を 所 有 し 、 親 戚 ・ 兄 弟 な ど 3 人 以 上 で 漁 業 を 営 む 「 大 タ

コ 」 と 呼 ば れ た 資 本 力 の あ る 漁 家 で あ っ た 。  

10)遊 漁 は 、60 年 頃 、1 本 釣 漁 業 者 が 釣 り の 合 間 に 客 を 乗 せ る
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と い う 形 で 開 始 さ れ 、70 年 頃 に は 釣 り・遊 漁 兼 業 業 者 が 40

隻 ほ ど も あ っ た 。だ が 、最 近 10 年 で 魚 価 の 低 下 な ど か ら 1

本 釣 業 者 は 高 齢 化 が 進 行 し 、 釣 り ・ 遊 漁 兼 業 体 や 遊 漁 専 業

経 営 体 が 生 き 残 っ て い る 状 況 で あ る 。  

11)1 970～ 198 0 の 転 出 状 況 を 見 る と 、 県 内 へ の 転 出 は 男 167

人・女 134 人 、県 外 へ の 転 出 は 男 133 人・女 167 人 で あ り 、

一 方 転 入 は 県 内 か ら は 男 73 人 ・ 女 54 人 、県 外 か ら は 男 59

人 女 68 人 で あ り 、転 出 が 転 入 を 大 き く 上 回 っ て い る 。転 出

先 を 見 る と 、 県 内 で は 鳥 羽 市 内 、 県 外 で は 中 京 地 区 へ の 転

出 が 多 い が 、 一 番 多 い の は 県 外 ・ 中 京 地 域 へ の 転 出 と な っ

て い る 。  

大 喜 多 甫 文「 神 島 に お け る 社 会・経 済 構 造 と そ の 変 化 」,

『 歴 史 地 理 学 紀 要 』 24,1 982 ,p. 3 5  

12)こ こ ま で の 漁 業 構 造 の 変 遷 は 、  

大 喜 多 甫 文 「 神 島 に お け る 社 会 ・ 経 済 構 造 と そ の 変 化 」 ,

『 歴 史 地 理 学 紀 要 』 24,1 982  

中 部 社 会 事 業 短 期 大 学 漁 村 調 査 班 「 神 島 に お け る 社 会 構 造

と そ の 生 活 実 態 に つ い て ー 社 会 調 査 実 習 中 間 報 告 ― 」,『 中

部 社 会 事 業 』 3 巻 ,195 6  

三 重 大 学 学 芸 部 地 理 学 研 究 室「 神 島 調 査 概 報 」『 三 重 地 理 学

会 報 』第 6 号 ,195 8 の 文 献 に 加 え て ヒ ア リ ン グ 調 査 に よ る 。  

13)ヒ ア リ ン グ 調 査 に よ れ ば 、「 も と も と タ コ ツ ボ ・ 刺 し 網 を

営 ん で い た が 、1964 年 頃 パ ッ チ 網 漁 業 に 転 向 し 、1994～ 1996

年 頃 に 廃 業 し て 漁 船 を 中 古 で 購 入 し 、 再 び タ コ ツ ボ ・ 刺 し

網 を し て い る 」（ タ コ ツ ボ ・ 刺 し 網 漁 師 、 60 代 ） と い う ふ  
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う に 、 引 き 回 し 船 曳 網 か ら 島 周 辺 漁 業 へ と 再 着 業 し た 高 齢

漁 業 者 が 存 在 し た 。  

14)タ コ ツ ボ 漁 を 含 む と 思 わ れ る 「 そ の 他 の 漁 業 」 に お い て 、

90～ 92 年 の 経 営 体 数 が 1 と な っ て い る 理 由 は 定 か で は な い

が 、11)前 掲 書 よ り 98 年 で は 13 経 営 体 で あ っ た も の が ヒ ア

リ ン グ で は 2011 年 8 経 営 体 と な っ て お り 、減 少 傾 向 が 認 め

ら れ る 。  

15)三 重 県 漁 業 地 区 別 統 計 表 1990～ 2006 年  

16)平 成 20 年 度 鳥 羽 磯 部 漁 協 神 島 地 区 正 組 合 員 名 簿 、 登 録 漁

船 資 料 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 よ り  

17)農 林 水 産 省  第 12 次 漁 業 セ ン サ ス  

18)タ コ ツ ボ の 着 業 権 を も た な い も の は 、タ コ か ご を 使 用 し た

タ コ 漁 に 従 事 す る 者 も あ る 。 か ご 漁 に は 着 業 権 規 制 は 存 在

せ ず 、 自 由 に 営 め る 。  

19)若 手 漁 業 者 は こ の 表 に あ げ ら れ る 者 の 他 に 、主 に 知 り 合 い

（ 血 縁 関 係 で は な い ） の 船 曳 網 へ の 季 節 的 雇 用 、 父 親 の 釣

り 手 伝 い 、 採 貝 藻 従 事 と い っ た 雇 用 中 心 の 若 者 が 存 在 し た

が 、 1 名 と 少 な か っ た た め 、 こ こ で は 割 愛 す る 。 そ の 若 手

漁 業 者 は 27 歳 、以 前 は 造 船 会 社 に 勤 め て い た が 人 間 関 係 の

ト ラ ブ ル な ど で や め 、 U タ ー ン し た 。 家 は 島 内 で 喫 茶 店 を

営 む 。  

20)表 2「 類 型 」 に お い て 、 1 本 釣 漁 業 兼 業 と な っ て い る が 、

所 得 に は あ ま り 寄 与 し て い な い レ ベ ル で あ る 。 ま た 、 底 曳

網 は 、 遊 漁 の 餌 料 曳 と し て 操 業 し て い る 。 以 上 の 理 由 か ら

「 遊 漁 専 業 経 営 参 入 型 」 と し た 。  
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21)現 在 の 経 営 主 （ 63 歳 ） は 、 も と も と タ コ ツ ボ 漁 家 で あ っ

た 。 そ れ ま で の 木 造 船 か ら FRP 船 が 出 て き た こ ろ 、 集 魚 灯

を 用 い た イ カ 釣 り 漁 を 手 掛 け 、 灯 り に 多 く の 魚 が 寄 っ て き

た た め 、 同 じ く 集 魚 灯 を 使 用 す る 巻 き 網 に 着 手 し た の が 始

ま り で あ る 。  

22)表 2・本 文 記 述 箇 所 に お け る そ れ ぞ れ の 巻 き 網 年 代 別 乗 組

員 数 デ ー タ が 異 な る の は 、表 2 デ ー タ は 基 本 的 に 平 成 20 年

度 正 組 合 員 名 簿 に 準 拠 し て 作 成 し 、 巻 き 網 経 営 に 関 す る ヒ

ア リ ン グ は 2010 年 （ 平 成 22 年 ） に 行 っ た た め 、 そ の 間 若

干 の 乗 組 員 構 成 変 動 が 見 ら れ た こ と に よ る 。  

23)小 論 で は 、巻 き 網 に 参 入 し た 漁 業 者 と 引 き 回 し 船 曳 網 に 参

入 し た 漁 業 者 を 同 じ タ イ プ に 分 類 し て い る が 、 青 壮 年 の 獲

得 理 由 に は 両 者 に 違 い が 存 在 す る 。 巻 き 網 経 営 体 の 若 手 漁

業 者 獲 得 要 因 と し て は 、 当 然 な が ら 所 得 の 大 き さ が あ げ ら

れ る 。 対 し て 引 き 回 し 船 曳 網 に お い て は 、 A 氏 へ の ヒ ア リ

ン グ に よ れ ば 「 自 分 は 長 男 な の で 、 一 旦 出 て 行 っ て も 帰 っ

て 来 る こ と は 決 ま っ て い た 」 と い う 回 答 が 得 ら れ た 。 つ ま

り 引 き 回 し 船 曳 網 で は 、 経 営 状 況 は 決 し て 楽 観 的 で は な い

も の の 、 子 が 漁 船 を 継 承 し て 何 と か 経 営 を 維 持 し て ゆ け る

と い う 状 態 の 中 、 家 業 継 承 者 維 持 と し て の 「 長 子 相 続 制 」

が ま だ 維 持 さ れ 、 そ の こ と が 後 継 者 還 流 の 1 つ の 理 由 で は

な い か と 思 わ れ る 。  

24)H 氏 は 遊 漁 も 兼 業 し て い る が 、後 述 す る よ う な 、比 較 的 大

型 の 船 で 周 年 遊 漁 を 専 業 と す る タ イ プ で は な く 、 周 年 の 着

業 漁 業 組 み あ わ せ の 中 、遊 漁 も 一 定 期 間 経 営 し て い る の で 、
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よ り こ ち ら の タ イ プ に 近 い と 判 断 し 、「 共 同 漁 業 権 参 入 型 」

と し た 。  

25)漁 協 自 営 漁 業 は 、 島 民 の 雇 用 機 会 を 確 保 す る た め 、 12～ 1

月 に 漁 協 自 営 船（ 約 3～ 4t）で ナ マ コ を 採 取 し て い る 。2 隻

で 操 業 し 、 1 隻 あ た り 潜 水 夫 1 人 、 船 上 作 業 員 3 人 で 、 最

低 賃 金 ＋ 出 来 高 制 と な っ て い る 。  

26)こ の よ う な タ イ プ の 漁 業 者 は H 氏 に 加 え も う 1 名 存 在 し 、

表 2 22 番 の I タ ー ン 漁 業 者 で あ る が 、 詳 細 は 不 明 で あ る 。 

27)H 氏 は 、 タ コ ツ ボ の 漁 場 を「 ア テ ガ イ グ チ 」 と い う 漁 の 薄

い 漁 場 を あ て が わ れ て お り 、 タ コ ツ ボ 漁 業 者 間 の 平 等 な 漁

場 分 配 に 参 加 で き て い る わ け で は な い 。  
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第 3 章 「 出 稼 ぎ 母 村 」 に お け る 漁 業 就 業 構 造 と 青 壮 年 漁 業 者

獲 得 条 件 ― 和 歌 山 県 太 地 町 を 事 例 と し て ー  

 

第 1 節  太 地 町 漁 業 の 概 要  

紀 伊 半 島 南 部 の 漁 村 地 域 で は 、 土 地 の 隔 絶 性 と 耕 地 面 積 の

矮 小 性 か ら 、漁 業 以 外 に 他 に 有 力 な 産 業 を 持 た ず 、戦 前 よ り 、

海 外 移 民 や 出 稼 ぎ に 依 存 し て き た 。 そ の 中 に 位 置 す る 太 地 町

は 、紀 伊 半 島 の ほ ぼ 南 端 に 位 置 す る 人 口 3 , 5 11 人（ 2 0 0 9 年 現

在 ） 総 面 積 5 . 9 8 ㎞ の 、 半 島 形 の 小 さ な 町 で あ る 。 1 9 7 8 年 の

4 , 8 0 0 人 を ピ ー ク と し て 、 人 口 の 減 少 が 進 ん で お り 、 総 務 省

が 和 歌 山 県 内 の 過 疎 地 域 と し て い る 1 6 地 域 の う ち の １ つ で

あ る 1 ) 。 産 業 別 就 業 者 人 口 で は 、 第 三 次 産 業 に 就 業 人 口 の

7 4 . 2％ が 従 事 す る 一 方 で 、 第 一 次 産 業 就 業 者 の 割 合 は 、 総 就

業 者 数 の 9 . 5％ と な っ て い る 。ま た 、耕 地 面 積 が 矮 小 で あ り 、

農 業 に は 向 い て お ら ず 、 第 一 次 産 業 就 業 者 は ほ と ん ど 漁 業 就

業 者 が 占 め て い る 2 )。  

歴 史 的 に 太 地 町 は 、 捕 鯨 の 町 と し て 有 名 で あ る が 、 戦 前 に

お い て は 村 民 株 式 制 に よ る 定 置 網 生 産 組 合 、 戦 後 は 追 い 込 み

網 漁 業 や 真 珠 養 殖 業 な ど 、村 を 挙 げ て 漁 業 を 開 拓 し て き た（ 後

述 す る ）。 戦 後 ～ 1 9 6 0 年 代 、 大 手 水 産 資 本 に よ る 南 氷 洋 捕 鯨

業（ 市 原（ 1 9 6 0 年 ）の 記 述 に 倣 い 、以 下「 南 鯨 」と 略 記 す る

3 ））・ マ グ ロ 延 縄 漁 業 に 、多 く の 若 い 出 稼 ぎ 労 働 力 を 供 給 し て

き た 。 そ の 一 方 で 、 地 先 漁 業 は 、 南 鯨 定 年 後 の 高 齢 者 に よ る

副 業 的 な も の と な っ た 。 だ が 1 9 6 0 年 代 後 半 以 降 、 母 船 式 捕

鯨 業 は 衰 退 の 一 途 を 辿 り 、 堀 口 4 )に よ れ ば 、 解 雇 さ れ た 「 南
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鯨 」離 職 者 は 、「 捕 鯨 と い う 特 殊 な 熟 練 を 持 っ た 労 働 力 の 特 殊

性 か ら 、 ダ イ レ ク ト に 出 身 漁 村 に 還 流 」 5 ) し た 。 就 労 機 会 の

少 な い 太 地 町 で は 、「 完 全 失 業 者 」や「 地 先 漁 業 で 小 遣 い 稼 ぎ

程 度 の 稼 ぎ し か 得 ら れ な い 」還 流 漁 業 者 が 多 く を 占 め 、「 町 や

漁 協 は 、 就 労 の 場 を 作 ろ う と 努 力 し て き た 」 6 ) 。 そ の 中 で の

大 き な 成 果 と 言 え る も の が 、「 追 い 込 み 網 漁 業 」で あ る 。こ れ

は 、 地 元 で 小 型 鯨 類 の 突 き 棒 漁 業 を 操 業 し て い た 南 鯨 還 流 漁

業 者 が 、 伊 豆 か ら 技 術 を 取 り 入 れ て 1 9 7 2 - 7 3 年 に ７ 隻 で 操 業

開 始 し た も の で あ る 7 )。 ま た 、 1969 年 に 水 族 館 ・ く じ ら の 博

物 館 ・ 捕 鯨 船 資 料 館 を 併 設 し た 複 合 施 設 「 く じ ら 浜 公 園 」 が

オ ー プ ン し た が 、 そ の 中 の 目 玉 と し て 当 時 で は 珍 し い イ ル カ

シ ョ ー が 設 け ら れ 、 追 い 込 み 漁 で 得 ら れ た 小 型 鯨 類 が 利 用 さ

れ た 。 加 え て 1 9 6 5 年 に は 、 真 珠 養 殖 業 を 行 う 「 M 漁 業 生 産

組 合 」 が 創 設 さ れ 、 1 9 9 7 年 に は 雇 用 総 数 6 1 名 と な り 、 地 元

若 手 労 働 力 の 大 き な 雇 用 機 会 と な っ た の で あ る 。 こ の よ う に

し て 1 9 6 0 年 代 後 半 以 降 は 、 南 鯨 が 縮 小 ･中 止 と な り 、「 高 齢

漁 業 者 が 地 先 漁 業 に 残 り 、 若 者 は 南 鯨 に 出 て 行 く 」 と い う 出

稼 ぎ 母 村 型 の 就 業 パ タ － ン が く ず れ 、 還 流 漁 業 者 や 若 手 労 働

力 の た め の 雇 用 機 会 創 出 が 、 町 全 体 で 進 め ら れ た 時 期 で あ っ

た 。 そ し て 、 出 稼 ぎ 型 母 村 か ら 沿 岸 漁 業 漁 村 へ の 転 換 が 地 域

の 対 応 と し て 図 ら れ た の で あ る 。 現 在 の 若 手 漁 業 者 の 参 入 漁

業 種 類・参 入 年 を 表 3 - 1 に 見 る と 、青 壮 年 漁 業 者 の 参 入 が 9 0

年 代 後 半 以 降 に 集 中 し て い る こ と が 分 か る 。こ の 理 由 と し て 、

① M 漁 業 生 産 組 合 に お い て 、 種 苗 改 良 が 成 功 し た こ と で 経 営

が 軌 道 に 乗 り 、 多 く の 漁 業 従 事 者 を 雇 い 入 れ た こ と ② 世 襲 制
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の 追 込 み 網 漁 業 に お い て 、 世 代 交 代 が 進 行 し た こ と が 挙 げ ら

れ る 。こ れ ら の 漁 業 者 の 多 く は 、後 述 す る よ う に U タ ー ン 漁

業 者 が 多 く を 占 め て い る 。だ が 、2 0 0 0 年 以 降 は 、魚 価 の 低 迷 、

コ ス ト の 上 昇 な ど 全 国 的 な 沿 岸 漁 業 の 存 立 条 件 が 一 層 厳 し く

な る と と も に 、 鯨 肉 流 通 量 の 増 加 ・ 規 制 緩 和 に よ る 価 格 の 低

下 、 真 珠 貝 の 大 量 へ い 死 に 伴 う 真 珠 養 殖 業 の 不 振 や 、 マ グ ロ

は え 縄 漁 の 衰 退 と い っ た 問 題 が 顕 在 化 し た 。  

 

 

 

 

 

表 3- 1  青 壮 年 正 組 合 員 漁 業 参 入 時 期 ・ 漁 業 種 類  

資 料 ： 太 地 町 漁 協 名 簿 よ り 作 成  

注 ： 定 置 網 漁 業 は 、 漁 協 組 合 員 で は な く て も 加 入 が 可 能 な た め 、 こ の 表 よ

り 実 数 は 多 い と 考 え ら れ る 。  
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2 0 0 7 年 に 太 地 漁 協 が マ グ ロ 延 縄 漁 業 へ の 貸 し 倒 れ に よ り

倒 産 し 、 新 し く 「 太 地 町 漁 協 」 と し て 再 編 成 さ れ た こ と は 記

憶 に 新 し い 。 こ の よ う に 、 出 稼 ぎ 母 村 か ら 沿 岸 漁 村 へ と 再 編

さ れ た 太 地 町 は 、 特 に 1 9 9 0 年 代 後 半 以 降 、 厳 し い 状 態 に あ

る 8 )。  

以 上 の よ う な 成 り 立 ち を も つ 太 地 漁 業 生 産 の 概 要 を 見 て ゆ

く 。 魚 種 別 水 揚 げ 量 推 移 を 図 3 - 1 に 示 す 。  

 

 

図 3 - 1 に よ る と 、近 年 ま で 、延 縄 漁 に よ る マ グ ロ の 水 揚 げ が

大 き な 割 合 を 占 め て い た が 、2 0 0 0 年 以 降 は 水 揚 げ 量 が 大 き く

減 少 し て い る 。 一 方 で 、 そ の 他 の 沿 岸 漁 業 の 生 産 量 は 比 較 的

安 定 し て い る 。 現 在 、 水 揚 げ 金 額 で は 、 定 置 網 漁 業 ・ ク ジ ラ

図 3- 1  魚 種 別 漁 獲 量 推 移  
 

資 料 ： 和 歌 山 県 農 林 水 産 統 計 年 報 よ り 作 成  
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関 係 の 漁 業（ 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 、追 い 込 み 網 漁 業 、突 き 棒 漁 業 ）・

そ の 他 の 漁 業 で 1 / 3 ず つ と な っ て い る 9 )。  

表 3 - 2 に 、 漁 業 種 類 ・ 漁 業 従 事 人 数 を 示 し て い る 。 漁 業 種

類 と し て は 、 小 型 鯨 類 を 対 象 と し た 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 ( 個 人 経

営 ・ 漁 協 経 営 ) 1 0 )、 突 き 棒 漁 業 1 1 )、 追 い 込 み 網 漁 業 、 を は じ

め と し 、 カ ツ オ ケ ン ケ ン 漁 、 ヨ コ ワ 漁 、 海 老 刺 し 網 漁 、 1 本

釣 り 、 共 同 組 合 に よ る 定 置 網 漁 業 、 真 珠 養 殖 業 な ど が 行 わ れ

て い る 。 表 か ら み る と 、 エ ビ 網 漁 業 ・ 1 本 釣 り 漁 業 ・ 採 草 漁

業 な ど 、 比 較 的 沿 岸 で 操 業 さ れ る 小 投 資 型 漁 船 漁 業 の 従 事 人

数 が 特 に 多 い 。  

 

漁業種類 漁期 隻数 従事人数 摘要

鰤敷漁業 12月～5月 1統6隻 15人

八角網漁業 5月～12月 1統2隻 15人

網代網漁業 6月～10月 1統2隻 15人

小型沿岸捕鯨業 4月～9月 2隻 9人 個人経営と漁協自営の2経営体

追い込み網漁業 10月～4月 13隻 26人

棒受け網漁業 5月～10月 36隻 36人

海老網漁業 10月～4月 50隻 80人

一本釣り漁業 周年 100隻 100人

採貝漁業 5月～8月 60隻 60人

採草漁業 4月～8月 25隻 100人

真珠養殖業 周年 2体 22人 M漁業生産組合

鮪漁業 周年 3隻 7人

魚類養殖漁業 周年 1体 1人

資料：平成17年度太地町漁協資料・ヒアリング調査(2007)により作成

ほとんど活動なし

表1 各漁業就業隻数・従事人数

  

 

次 に 、 漁 業 就 業 者 ・ 年 代 別 割 合 の 推 移 を 次 ペ ー ジ 図 3 - 2 に

見 る 。 セ ン サ ス に よ れ ば 、 高 齢 化 と 漁 業 就 業 者 の 減 少 が 進 行

 

 

表 3- 2  漁 期 ・ 就 業 隻 数 ・ 従 事 人 数  
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し て い る 。現 在 の 漁 業 就 業 者 は 1 0 2 名 、2 0 0 7 年 の ヒ ア リ ン グ

に よ れ ば 、「 毎 日 漁 に 出 て い る 漁 師 」 の 年 齢 別 内 訳 は 3 0 代 以

下 約 1 0 名 、 4 0 代 約 6 名 、 5 0 代 約 2 0 名 、 6 0 代 以 上 約 6 0 名

で あ り 、若 い 年 代 に は 、漁 業 専 業 が 多 い と い う こ と で あ っ た 。  

 

漁 業 就 業 者 の 年 代 別 割 合 比 率 （ 全 国 ・ 和 歌 山 県 ・ 和 歌 山 県

南 部 ・ 太 地 町 ） を 次 ペ ー ジ 図 3 - 3 に 示 す と 、 高 齢 化 が 顕 著 な

和 歌 山 県 南 部 の 中 で も 、 高 齢 漁 業 者 率 が 突 出 し て 高 く な っ て

お り 、 こ れ は 、 リ タ イ ア し た 還 流 漁 業 者 が 大 き く 影 響 し て い

る も の と 考 え ら れ る 。 だ が 、 ヒ ア リ ン グ に よ れ ば 、 全 国 的 な

傾 向 と 同 様 、 不 況 が 継 続 す る 9 0 年 代 後 半 以 降 、 若 手 の U タ

ー ン 者 も 見 ら れ る よ う に な っ て き た 。 図 3 - 3 に お い て も 、

3 0 - 4 0 代 の 割 合 が 南 区 平 均 よ り 高 い 比 率 を 示 し て い る こ と が

図 3- 2   漁 業 就 業 者 ・ 年 代 別 比 率 の 推 移  

資 料 ： 第 7 次 ～ 第 1 2 次 漁 業 セ ン サ ス に よ り 作 成  
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分 か る 。  

                 

 

 

以 上 に よ り 、 現 在 の 太 地 漁 業 の 特 徴 と し て は 、 ① 水 揚 げ 金

額 は 、 特 定 の 漁 業 に 集 中 し て い る 。 ま た 、 隔 絶 性 が 高 く 他 産

業 が 少 な い と い う 地 域 性 か ら 、 漁 業 者 ・ 地 域 主 体 で 創 設 さ れ

て き た 漁 業 が 多 く 営 ま れ て い る こ と 。 ② も と も と 出 稼 ぎ 漁 村

で あ る こ と か ら 退 職 者 に よ る 高 齢 者 の “ 生 き 甲 斐 的 漁 業 ” が

中 心 で あ り 、 そ う し た 漁 村 の パ タ ー ン が 継 続 し 、 南 鯨 が 中 止

に な っ て 以 降 も 漁 業 者 の 減 少・高 齢 化 が 顕 著 と な っ て い る が 、

近 年 、 青 壮 年 漁 業 者 の 還 流 が 見 ら れ る よ う に な っ た こ と 。 と

い う 2 点 に ま と め ら れ る 。  

 

 

図 3- 2  漁 業 就 業 者 ・ 年 代 別 割 合 の 推 移  

図 3- 3   年 代 別 漁 業 就 業 者  

資 料 ： 第 7 次 ～ 第 1 2 次 漁 業 セ ン サ ス よ り 作 成  

資 料 ： 第 1 2 次 漁 業 セ ン サ ス よ り 作 成  

図 3 - 2  漁 業 就 業 者 ・ 年 代 別 比 率 の 推 移  

資 料 ： 第 7 次 ～ 第 1 2 次 漁 業 セ ン サ ス に よ り 作 成  
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第 2 節  漁 業 就 業 形 態 と 青 壮 年 労 働 力  

太 地 町 の 漁 業 就 業 形 態 に は 、 大 き く 分 け て 表 3 - 3 の よ う な

タ イ プ が 存 在 す る 。  

 

漁業就業のあり方 類型 人数 摘要

①地先磯回り小規模自営漁業型
・1本釣・海老刺し網・採貝藻・
カツオ引き縄漁等

約60人
自営漁業をリタイヤした
高齢漁業者が多い

②自営漁業型
・地域捕鯨業（主に追い込み網漁業)
と季節的漁業を組み合わせて、周年経
営

約18人
20～80代の幅広い年代が
存在、40代以下はその半
数程度

③半漁半労型
・追い込み網漁業雇用と、低投資型の
自営漁業や陸仕事アルバイトを組み合
わせる

約10人
60代と40代以下で半々程
度

④周年完全雇用型
・周年定置網漁業
・周年真珠養殖業

18人
30～60代の年齢層が存
在、40代以下は4割程度

表2 漁業就業のありかた

資料：ヒアリング調査(2007)により作成
 

 

① 地 先 磯 回 り 小 規 模 自 営 漁 業 型 、 ② 地 域 捕 鯨 業 中 心 に 他 漁

業 を 組 み 合 わ せ る 自 営 漁 業 型 、 ③ 半 漁 半 労 型 、 ④ 生 産 組 合 に

周 年 雇 わ れ る 周 年 完 全 雇 用 型 の 4 つ で あ る 。 ① は 一 本 釣 り ・

採 貝 藻 ・ エ ビ 刺 し 網 な ど 、 比 較 的 地 先 漁 場 の 漁 業 を 周 年 組 み

合 わ せ る 漁 業 者 。 ② は 、 追 い 込 み 網 漁 業 ・ 小 型 沿 岸 捕 鯨 な ど

の 地 域 捕 鯨 業 を 中 心 と し 、 他 の 季 節 的 漁 業 を 組 み 合 わ せ る 自

営 漁 業 者 。 ③ は 半 年 間 を 追 い 込 み 網 漁 業 ・ 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 の

乗 り 子 と し て 、 半 年 間 を 低 投 資 型 の 1 本 釣 り ・ 採 貝 藻 な ど の

自 営 漁 業 や 、 地 域 ア ル バ イ ト を 組 み 合 わ せ る 漁 業 者 。 ④ は 、

「 水 産 共 同 組 合 」、「 M 漁 業 生 産 組 合 」 に お い て 、 組 合 が 行 う

漁 業 ・ 養 殖 業 に 、 周 年 雇 用 さ れ る 、 雇 わ れ 漁 業 者 で あ る 。 漁

表 3- 3  漁 業 就 業 の あ り 方  

資 料 ： ヒ ア リ ン グ 調 査 （ 2 0 0 7 ） に よ り 作 成  
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業 者 の 多 く を 占 め る の は 、 ① で あ り 、 か つ て の 南 鯨 出 稼 ぎ か

ら 南 氷 洋 捕 鯨 の 中 止 に よ り 、 太 地 漁 業 へ と 還 流 し た 漁 業 者 で

あ る 。 彼 ら は 、 南 鯨 退 職 金 で 漁 船 を 購 入 し 、 1 本 釣 ・ カ ツ オ

曳 き 縄 漁 ・ 採 貝 藻 な ど 、 地 先 漁 業 を 組 み 合 わ せ な が ら 、 生 計

を 立 て て き た 。南 氷 洋 捕 鯨 O B へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 に よ れ ば 、

高 齢 化 し た 漁 業 者 は 、 そ れ ま で 生 計 を 立 て て き た 漁 船 を 処 分

し 、 船 員 年 金 を 基 盤 と し な が ら 、 小 さ な 船 で 地 先 漁 業 を 営 ん

で い る 。 採 貝 藻 漁 業 ・ エ ビ 刺 し 網 漁 業 な ど の 、 磯 周 り 漁 業 を

営 む 者 が 多 く 、 こ れ ら の 漁 業 収 入 は 「 ア ル バ イ ト 程 度 」 で あ

る 。だ が 、南 氷 洋 捕 鯨 の 船 員 年 金 が 5 5 歳 か ら 支 給 さ れ て お り 、

月 額 平 均 給 付 額 は 2 0 万 円 程 度 と 、一 定 水 準 の 金 額 が 、安 定 的

に 支 給 さ れ る 。 つ ま り 、 現 在 の 高 齢 化 し た 還 流 漁 業 者 は 、 船

員 年 金 と い う 経 済 的 基 盤 が 確 立 し て い る 上 で 、「 生 き 甲 斐 的 」

に 漁 業 を 営 ん で い る と 言 え よ う 。 し か し な が ら 、 こ う し た 地

先 漁 業 の み の 組 み 合 わ せ で は 、「 生 き 甲 斐 漁 業 」レ ベ ル の 収 入

し か 獲 得 で き ず 、 若 手 漁 業 者 が 家 族 を 持 ち 、 生 計 を 立 て て ゆ

く の は 厳 し い 。 漁 協 関 係 者 に よ る 「 く じ ら 関 係 の 漁 業 で な い

と 、 若 い 人 が や っ て い く の は 厳 し い 」 と い う 言 葉 も 、 こ の こ

と を 表 し て い る も の と 言 え よ う 。  

そ れ に 対 し て ② 、③ 、④ に お い て は 、人 数 は 少 な い も の の 、

青 壮 年 漁 業 者 が 集 中 し て い る 。 最 も 青 壮 年 従 事 人 数 が 多 い 追

い 込 み 網 漁 業 に お い て は 、 小 型 鯨 類 を 網 で 生 け 捕 り に す る た

め 、生 き た 状 態 の イ ル カ を 確 保 す る こ と が 出 来 る 。そ の た め 、

生 鮮 鯨 肉 の ほ か 、 水 族 館 の シ ョ ー な ど の 用 途 に 、 生 体 と し て

販 売 さ れ る 。 現 在 、 日 本 国 内 で 小 型 鯨 類 を 生 け 捕 り に す る こ
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と が で き る 地 域 は 限 定 さ れ て い る た め 、 高 価 格 で の 販 売 が 実

現 し て お り 、 地 先 漁 業 の 中 で は 、 優 位 な 収 入 を 見 込 め る 漁 業

と な っ て い る 。だ が 、追 い 込 み 網 漁 業 は「 知 事 許 可 漁 業 」、小

型 沿 岸 捕 鯨 は 「 大 臣 許 可 漁 業 」 で あ る た め 、 許 可 数 が 定 め ら

れ て お り 、 自 由 な 新 規 参 入 は 許 さ れ て お ら ず 、 空 き が な い と

乗 組 員 は 募 集 さ れ な い 。  

一 方 、 追 い 込 み 網 漁 業 に 次 い で 多 く の 漁 業 者 を 雇 う 定 置 網

組 合 に 関 し て は 、 月 々 の 最 低 保 障 支 払 が 存 在 す る 。 金 額 は 、

年 間 約 3 5 0 万 ～ 5 0 0 万 円 と 、 決 し て 突 出 し て 高 い と 言 え る も

の で は な い が 、 安 定 的 で あ る 。 ま た 、 漁 業 へ の 参 入 に つ い て

は 、 水 産 共 同 組 合 員 （ 組 合 へ の 出 資 者 、 町 内 在 住 で あ る こ と

が 義 務 づ け ら れ る ） で あ れ ば 、 優 先 的 に 採 用 さ れ る が 、 特 に

規 制 は 存 在 せ ず 、 比 較 的 参 入 し や す い も の と な っ て い る 。 こ

れ ら ② 、③ 、④ の 形 態 に あ た る 40 代 以 下 の 漁 業 者 の 年 齢・人

数 を 表 3-4 に 示 し た 。  

 

自営予定

形態
追い込み網漁業雇用・

小規模自営漁業等
組み合わせ

周年、生産組合に雇用

20代 1

30代 1 2 2 2

40代 4 1 2 5

追い込み網漁業経営（予定）者
追い込み・その他季節的漁業

組み合わせ

半漁半労型
周年完全雇用型

（定置組合・真珠養殖組合）

自営漁業型

表3 青壮年漁業就業タイプ

資料：ヒアリング調査(2007)により作成
 

表 3- 4   青 壮 年 漁 業 就 業 タ イ プ  

資 料 ： ヒ ア リ ン グ 調 査 （ 2 0 0 7 ） に よ り 作 成  
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自 営 漁 業 型 は 9 名 で あ り 、 前 述 し た 自 営 漁 業 者 の 息 子 も 含 め

て い る 。実 際 に 漁 船 を も っ て い る 経 営 者 は 、5 経 営 体 で あ る 。

半 漁 半 労 型 は 4 名 、 完 全 周 年 雇 用 型 は 7 名 で あ る 。 こ れ ら の

タ イ プ の 代 表 的 な 漁 業 者 に ヒ ア リ ン グ に 協 力 し て 頂 い た 。 そ

の 結 果 を 、 次 に 示 す 。  

 

1 )自 営 漁 業 型  

ま ず 、「 自 営 漁 業 型 」、「 半 漁 半 労 型 」ど ち ら の タ イ プ に と っ

て も 中 心 的 漁 業 と な る 追 い 込 み 網 漁 業 の 概 要 1 2 )を 述 べ 、次 に

こ の タ イ プ の 青 壮 年 漁 業 者 の 実 態 を 見 て ゆ く 。  

追 い 込 み 網 漁 業 は 、 船 団 で 小 型 鯨 類 を 湾 に 追 い 込 み 、 網 で 囲

い と る 漁 業 で 、 知 事 許 可 漁 業 で あ る 。 親 方 （ 船 主 ） と 乗 り 子

（ 雇 用 者 ） 1 3 )の 2 人 乗 り 組 み で 、 世 襲 制 を 維 持 し て い る 。 漁

船 は 4 ~ 9 . 9 8 t と な っ て い る 。年 齢 構 成 は 、2 0 代 1 名（ 乗 り 子 ）、

3 0 代 5 名（ 船 主 1 名  乗 り 子 4 名 ）、4 0 代 7 名（ 船 主 4 名  乗

り 子 3 名 ）、 5 0 代 2 名 （ 2 名 と も 船 主 ）、 6 0 代 6 名 （ 船 主 2

名  乗 り 子 4 名 ）、 7 0 代 以 上 3 名 （ 全 員 船 主 ）（ 2 0 0 7 年 ） で

あ り 、 太 地 漁 業 の 中 で は 青 壮 年 層 が 集 中 し て い る 漁 業 種 類 で

あ る 。 漁 期 は 9 月 ～ 2 月 （ 許 可 は 4 月 ま で ） の 半 年 間 で 、 ゴ

ン ド ウ ク ジ ラ・イ ル カ 類 な ど の 小 型 鯨 類 を 捕 獲 す る 。給 与 は 、

水 揚 げ 高 か ら 網 代 な ど の 共 同 の 経 費 を 差 し 引 い た も の を 、 各

船 で 均 等 に 分 配 す る 。 各 船 で の 分 配 比 率 は 、 船 主 ： 船 代 ： 雇

用 者 で 約 1： 1： 1 の 割 合 な の で 、 船 主 は 燃 油 等 の 費 用 で あ る

船 代 を 含 め 、 2 に 対 し て 雇 用 者 は 1 と な り 、 結 果 的 に 船 主 と

雇 用 者 は 約 2 : 1 の 比 率 と な る （ 分 配 比 率 は 、 船 の 建 造 時 期 等



77 

 

で 変 化 す る ）。捕 獲 し た 小 型 鯨 類 は 、解 体 し 鯨 肉 と し て 、ま た

水 族 館 の シ ョ ー な ど の 用 途 に 生 体 と し て も 取 引 き さ れ る 。 漁

場 は 、太 地 漁 港 か ら 1 5 マ イ ル 以 内 で 、日 帰 り が 出 来 る 範 囲 内

と な っ て い る 。 漁 業 作 業 に は 、 海 上 作 業 で は 、 小 型 鯨 類 の 発

見 ・ 機 材 で 音 を 鳴 ら し て の 追 い 込 み ・ 追 い 込 ん だ 小 型 鯨 類 の

と さ つ 作 業 な ど が あ り 、 陸 上 作 業 は 、 と さ つ し た 小 型 鯨 類 の

解 体 作 業 が あ る 。1 2 隻 で の 息 を 合 わ せ て の 追 い 込 み 作 業 に 加

え 、 小 型 鯨 類 と い う 特 殊 な 漁 獲 対 象 種 で あ る こ と か ら 、 と さ

つ 作 業 や 解 体 作 業 な ど 、 他 の 漁 業 で は 見 ら れ な い 技 術 が 必 要

と さ れ る 。  

1 9 8 0～ 9 0 年 ご ろ は 、モ ラ ト リ ア ム に 伴 う 鯨 肉 価 格 の 高 騰 に

よ り 、 追 い 込 み 網 漁 業 は 大 変 「 実 入 り の よ い 」 漁 業 で あ り 、

周 年 半 年 間 の 操 業 の み の 漁 業 者 も 存 在 し た 。 だ が 、 定 置 網 混

獲 鯨 類 の 流 通 開 始 ・ ま た 、 調 査 捕 鯨 副 産 物 の 鯨 肉 増 加 に と も

な い 、 1 9 9 0 年 初 頭 に は 7 0 0 - 8 0 0 円 / k g で あ っ た 鯨 肉 価 格 が 、

近 年 は 3 0 0 円 / k g 代 1 4 )に ま で 落 ち 込 み を 見 せ て い る 。 太 地 漁

業 の 中 で は 比 較 的 高 収 入 の 漁 業 で は あ る が 、 経 済 的 ・ 社 会 的

に 、 厳 し い 局 面 に あ る こ と も 事 実 で あ る 。 次 に 、 自 営 漁 業 型

漁 業 者 （ 自 営 予 定 漁 業 者 含 む ） の 実 例 を 見 て ゆ く 。 追 い 込 み

網 漁 業 の 若 手 乗 組 員 1 3 名 中 、9 名 が こ れ に あ た る 。大 部 分 が

一 旦 太 地 町 外 で 建 設 業 ・ 運 輸 業 等 に つ い た あ と 、 U タ ー ン し

て 参 入 し た も の で あ る 。こ の タ イ プ の ケ ー ス を 表 3 - 5 に 示 す 。 
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表 3-5 青 壮 年 漁 業 者 の ケ ー ス ス タ デ ィ  

漁業

就業

タイ

プ

番号
Uターン

か否か
年齢 就業年

家族

構成
年間着業漁業種類 漁船

父親の

仕事

現在の

所得

現在の漁業着業

前の仕事

A Uターン 45歳 1991年

本人・

妻・子

供（4

人）

追込み網漁業・カツオ

曳き縄漁・棒受け網漁

業・ヨコワ漁

8.5t FRP

新船

（2002

年）

もと追込

み網漁業

船主

近隣地区にて運輸

業

B Uターン 41歳 1997年

本人・

妻・子

供（3

人）

追込み網漁業・カツオ

曳き縄漁・ツチクジラ

解体作業・ヨコワ漁・

磯回り漁業

7.6t FRP

新船

（2002年

頃）・船

外機、

FRP 新船

（1997年

頃）

もと追込

み網漁業

船主

600～650

万円

太地町外で漁業外

の仕事

C
学卒後

参入
29歳 1995年

本人・

妻・子

供(2

人）

追込み網漁業（父の漁

船に乗り子として乗

船）・カツオ曳き縄

漁・小型沿岸捕鯨業

不明
追込み網

漁業船主

D

Iターン

（大阪

府出

身）

42歳
2000年

頃
不明

小型沿岸捕鯨（漁協職

員として）、刺し網、

ヒジキ漁、かご漁、釣

り、カツオ曳き縄

1.6t 中

古（95～

96年頃）

4.98t 中

古（99～

00年頃）

千葉県の水族館で

海獣類の飼育員、

のち太地のイルカ

蓄養施設で働き、

個人経営小型沿岸

捕鯨乗組員も経験

した。

E Uターン 40代 2000年
本人・

父・母

追込み網漁業（乗り

子）・1本釣・ツチクジ

ラ解体作業・ヨコワ

漁・ヒジキ漁

1.1t FRP

中古船

(1999年

頃）

もとマグ

ロ延縄漁

業乗組員

近隣地区にてガソ

リンスタンド勤務

F Uターン 40代 2007年
本人・

父・母

船外機

FRP 中古

船（2007

年）

もと捕鯨

船乗組員

太地町外で漁業外

の仕事に就いての

ち、M漁業生産組合

に就職

G

Iターン

【本宮

氏出

身）

40代

本人・

子供

（2

人）妻

定置網漁業
漁業外の

仕事

新宮市にて製造業

勤務

H Uターン 40代 2007年

本人・

子供

（2

人）妻

定置網漁業

南氷洋捕

鯨・マグ

ロ延縄漁

業乗組員

の後、

「水共」

従業員

トヨタ期間工のちU

ターンしM漁業生産

組合に就職

I Uターン 40代 2007年

本人・

子供

（2

人）妻

定置網漁業

船外機

FRP 中古

船（2008

年）

もとM漁

業生産組

合従業員

海外にて真珠養殖

業従事のちUターン

しM漁業生産組合に

就職

自

営

漁

業

型

半

漁

半

労

型

約300～

400万円

周

年

完

全

雇

用

型

300～350

万円

 

 

 

資 料：ヒ ア リ ン グ 調 査 に よ り 作 成  
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【 ケ ー ス 1】  

A 氏 、 4 5 歳 。 追 い 込 み 網 漁 業 船 主 で あ る 。 家 族 構 成 は 、 本

人 、 妻 、 子 供 （ 1 2 歳 か ら 2 0 歳 ） 4 人 の 計 6 人 家 族 で あ る 。

妻 は 福 祉 関 係 の パ ー ト に 従 事 。 父 親 が 追 い 込 み 網 漁 業 者 で あ

る 。紀 伊 勝 浦 に お い て 運 輸 業 に 従 事 し て い た が 、1 9 9 1 年 に U

タ ー ン し 、 漁 業 に 従 事 。 2 0 0 2 年 、 漁 船 （ 8 . 5ｔ F R P 新 船 ） を

購 入 。周 年 の 漁 業 パ タ ー ン と し て は 、9 月 か ら 2 月 ～ 3 月 の 追

い 込 み 網 漁 業 に 従 事 す る 。3 月 か ら カ ツ オ 曳 き 縄 漁 に 従 事 し 、

魚 群 を 追 っ て 静 岡 ま で 操 業 す る 。 5 月 ご ろ 、 北 海 道 ・ 東 北 で

巻 き 網 操 業 が 開 始 さ れ 、 魚 価 が 低 下 し は じ め る の で 、 魚 価 を

に ら み な が ら 、棒 受 け 網 漁 に 切 り 替 え る 。6 月 、7 月 は 棒 受 け

網 漁 に 従 事 し 、 ウ ル メ イ ワ シ を 主 な 漁 獲 対 象 種 類 と す る 。 8

月 に 入 る と 、 ヨ コ ワ 漁 （ 本 マ グ ロ 稚 魚 漁 ） に 従 事 す る 。 以 前

は 夏 場 、 磯 周 り 漁 業 に 従 事 し て い た が 、 大 き な 漁 船 を 購 入 し

て か ら は あ ま り や ら な く な っ た 。静 岡 で 漁 が な い と き は 、時 々

磯 周 り に も 従 事 す る 。 収 入 で 一 番 大 き な 割 合 を 占 め る の は 、

第 一 に 追 い 込 み 網 漁 業 で あ り 、 カ ツ オ 曳 き 縄 漁 、 ヨ コ ワ 漁 、

棒 受 け 網 漁 業 の 順 と な っ て い る 。 こ れ か ら も 漁 業 で 生 活 を 立

て て ゆ く こ と を 望 ん で お り 、 そ の た め に 追 い 込 み 漁 業 以 外 に

も 応 用 の 利 く 漁 船 を 購 入 し た 。 現 在 、 夏 場 の カ ツ オ を も っ と

よ い 価 格 で 売 る 手 段 を 考 え て い る 。  

 

【 ケ ー ス 2】  

B 氏 、4 1 歳 。追 い 込 み 網 漁 業 船 主 。5 人 家 族 で あ る（ 本 人 、

妻 、小 学 生 か ら 中 学 生 ま で ３ 人 の 子 供 が い る ）。妻 は 福 祉 関 係
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に パ ー ト で 従 事 し て お り 、約 6 0 ~ 7 0 万 円 の 年 収 が あ る 。父 は

も と 追 い 込 み 網 漁 業 従 事 者 で あ っ た 。 本 人 は 太 地 町 外 の 地 域

で 漁 業 以 外 の 仕 事 に 従 事 し て い た が 、1 9 9 7 年 頃 か ら 漁 業 に 就

業 し た 。 1 9 9 7 年 頃 、 船 外 機 （ F R P 新 船 ,磯 回 り 漁 業 に 使 用 ）

を 購 入 し 、 2 0 0 2 年 頃 、 漁 船 （ 7 . 6 t  F R P 新 船  磯 回 り 漁 業 以

外 の 漁 業 に 使 用 ） を 購 入 。 冬 期 の 追 い 込 み 網 漁 業 を 中 心 と し

て 、 3 月 ― 5 月 の カ ツ オ 曳 き 縄 漁 業 、 6 月 の 、漁 協 自 営 船 の 小

型 捕 鯨 業 操 業 に 伴 う ツ チ ク ジ ラ 解 体 作 業 、7 月 ― 8 月 半 ば の ヨ

コ ワ 漁 を 組 み 合 わ せ て 就 業 し て い る 。 カ ツ オ 曳 き 縄 漁 ・ ヨ コ

ワ 漁 が 不 漁 の 時 は 磯 周 り 漁 業 に 従 事 し 、 ア ワ ビ ・ サ ザ エ ・ ヒ

ジ キ 等 を 採 取 す る 。追 い 込 み 漁 業 に は 、 6 5 歳 の も と 捕 鯨 船 員

を 雇 用 し て い る 。  

 

【 ケ ー ス 3】  

C 氏 、 2 9 歳 。乗 り 子 で あ る 。 4 人 家 族 で あ る（ 本 人 、妻 、 7

歳 と 6 歳 の 子 供 ）。妻 は 事 務 関 係 の 仕 事 で 従 事 し て お り 、パ －

ト で あ る 。 父 が 追 い 込 み 漁 業 の 船 主 で あ り 、 自 分 は 乗 り 子 と

し て 追 い 込 み 漁 業 に 従 事 し て い る 。 高 校 卒 業 後 、 す ぐ に 漁 業

に 従 事 し た 。 現 在 、 父 親 名 義 の 漁 船 （ 7 ~ 8 t  F R P 1 9 9 0 年 建

造 ） に 乗 船 し て い る 。 冬 期 の 追 い 込 み 網 漁 業 、 2 月 か ら 4 月

の カ ツ オ 曳 き 縄 漁（ 太 地 沖 ～ 尾 鷲 ）、 5 月 か ら 8 月 の 小 型 沿 岸

捕 鯨 業 （ 漁 協 自 営 の 捕 鯨 船 に 砲 手 と し て 乗 船 ） を 組 み 合 わ せ

て 就 業 し て い る 。 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 に 従 事 し て い る 期 間 は 固 定

給 が 支 給 さ れ る の で 、 安 定 し た 収 入 源 と な っ て い る 。 こ れ か

ら も 陸 仕 事 で 働 こ う と は 考 え て お ら ず 、 漁 業 専 業 で 生 活 を た
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て て ゆ き た い と い う 希 望 を 持 っ て い る 。  

以 上 が 、 自 営 漁 業 型 の 主 な 就 業 パ タ ー ン で あ る 。 周 年 就 業

パ タ ー ン と し て は 、 秋 期 ― 初 春 期 の 追 い 込 み 網 漁 業 の の ち 、

夏 期 の カ ツ オ 曳 き 縄 漁 は ほ ぼ 全 員 が 兼 業 し て い る 。 カ ツ オ 曳

き 縄 漁 は 、 個 々 の 漁 船 の 規 模 に よ っ て 操 業 期 間 や 漁 場 を 選 択

し て お り 、 太 地 沖 周 辺 に 漁 場 を 限 定 し て 操 業 す る ケ － ス 、 魚

群 を 追 い 静 岡 に ま で 漁 場 を 拡 大 す る ケ － ス が あ る 。 そ の の ち

は 、 棒 受 け 網 漁 業 に 従 事 す る ケ － ス や 、 漁 協 自 営 捕 鯨 船 の 小

型 沿 岸 捕 鯨 操 業 に 伴 う ツ チ ク ジ ラ 解 体 作 業 に 従 事 す る ケ － ス 、

小 型 沿 岸 捕 鯨 に 従 事 す る ケ － ス 等 に 分 か れ る 。 棒 受 け 網 漁 業

は 、 コ ス ト も か か り 、 技 術 を 必 要 と す る の で 、 9 t ク ラ ス の 漁

船 で 棒 受 け 網 の 装 備 （ 網 ・ 竿 ・ 網 揚 げ 機 な ど ） を 装 備 し た 漁

業 者 が 従 事 す る 。 一 方 、 漁 協 自 営 捕 鯨 船 は 、 5 - 9 月 に 太 地 漁

業 沖 ・ 日 本 海 に お い て 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 を 行 っ て い る が 、 乗 組

員 4 人 中 3 人 は 、 追 い 込 み 網 漁 業 従 事 者 で あ り 、 彼 ら は 夏 期

の 小 型 沿 岸 捕 鯨 と 秋 ・ 冬 の 追 い 込 み 漁 を 組 み 合 わ せ 周 年 漁 業

就 業 す る 。 ま た 、 こ の 漁 協 自 営 捕 鯨 船 は 、 6 月 、 函 館 を 根 拠

地 と し 、 日 本 海 に お い て ツ チ ク ジ ラ を 対 象 と し た 操 業 を し て

お り 、 そ の ク ジ ラ 解 体 作 業 員 と し て 従 事 す る 追 い 込 み 漁 業 者

も 存 在 す る 。以 上 の よ う な 春 期 ― 夏 期 の 漁 船 漁 業 に 加 え て 、4

月 ～ 9 月 は 、 採 貝 藻 漁 業 の 操 業 可 能 期 間 で も あ り 、 期 間 中 2

週 間 操 業・ 2 週 間 休 漁 、年 間 4 5 日 間 の 操 業 日 数 が 定 め ら れ て

い る 。 比 較 的 小 型 の 漁 船 の 漁 業 者 や 、 大 型 の 漁 船 を 所 有 し て

い て も 他 の 漁 が 不 漁 の 場 合 は 、 採 貝 藻 漁 業 に も 従 事 す る 。 加

え て 8 月 に は 、 ヨ コ ワ 漁 を 組 み 合 わ せ る 漁 業 者 も 多 い 。 近 畿
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大 学 の マ グ ロ 養 殖 場 に ヨ コ ワ （ マ グ ロ 稚 魚 ） の 需 要 が あ る た

め 、 ヨ コ ワ 漁 を 操 業 す る 漁 業 者 は 、 漁 船 の 中 に 生 け 簀 を 設 置

し 、 活 魚 で 取 引 し て い る 。 年 間 収 入 の 中 で の 位 置 づ け は そ れ

ほ ど 大 き く な い も の の 、 一 定 価 格 の 取 引 な の で 、 安 定 的 な 収

入 源 と な っ て い る 。 先 述 し た A・ B 氏 は 、 太 地 町 で 、 ヨ コ ワ

漁 に 初 め て 着 業 し た 、 先 駆 け と も い え る 存 在 で あ る 。  

以 上 の よ う に 、追 い 込 み 網 漁 業 者 は 、追 い 込 み 網 漁 の 漁 船 を 、

そ の 他 の 季 節 的 漁 業 に も 切 り 替 え が き く よ う に 装 備 を 備 え 、

効 率 的 に 漁 業 を 選 択 し て 操 業 し て お り 、 新 た な 漁 業 の 取 り 組

み に も 意 欲 的 で あ る 。 ま た 、 捕 鯨 技 術 を 生 か せ る 雇 用 機 会 が

地 域 内 外 に 存 在 し て お り 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ の 中 で 周 年 の

漁 業 就 業 が 可 能 と な っ て い る 。  

こ こ で 、 太 地 町 に お け る 追 い 込 み 網 漁 業 船 主 の 中 で 、 一 般

的 な 就 業 パ タ ー ン で あ る 、 B 氏 を 取 り あ げ 、 ヒ ア リ ン グ 調 査

か ら 漁 業 で 得 ら れ る 収 入 1 5 )を 試 算 し 、同 年 代 で 和 歌 山 県 に お

い て 漁 業 以 外 の 産 業 に 従 事 し た 場 合 の 給 与 と 比 較 し た 1 6 ）。 B

氏 の 水 揚 げ 高 か ら 経 費 を 差 し 引 く と 、 年 間 の 収 入 は 、 約 6 0 0

万 円 か ら 6 5 0 万 円 程 度 と 概 算 で き た 。 統 計 資 料 よ り 概 算 す る

と 、 和 歌 山 県 で 建 設 業 に 従 事 し た 場 合 の 年 間 給 与 は 、 約 4 0 0

万 円 程 度 で あ り 、 産 業 全 体 の 平 均 年 間 給 与 は 6 0 0 万 円 程 度 で

あ っ た 。 次 い で 、 世 帯 類 型 別 の 収 入 と 比 較 し て み よ う 。 2 0 0 3

年 の「 全 国 消 費 実 態 調 査 」1 7 )の 統 計 に よ る と 、「 世 帯 主 が 勤 労

者 で あ り 配 偶 者 が 有 業 、子 供 が 3 人 で 長 子 が 中 学 生 」と い う 、

B 氏 の 類 型 に 該 当 す る 世 帯 の 全 国 平 均 年 間 実 収 入 は 、 年 間 約

7 4 0 万 円 と な っ て い る 。 B 氏 の 漁 業 所 得 に 妻 の パ ー ト 代 （ 年
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間 約 6 0 - 7 0 万 円 ） を 加 え た 漁 家 所 得 は 、 約 7 0 0 万 円 か そ れ よ

り や や 低 い 程 度 で あ る 。 追 い 込 み 漁 期 外 に 営 む 漁 業 に よ り 差

は あ る が 、 追 い 込 み 船 主 の 一 般 的 な 収 入 水 準 で あ る と 推 測 で

き る 。 つ ま り 彼 ら は 、 小 型 捕 鯨 業 を 中 心 的 漁 業 と し て 、 季 節

的 漁 業 を 周 年 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 な ん と か 全 国 平 均 世

帯 に 均 衡 す る 漁 家 収 入 を 実 現 で き て い る 、 と い え よ う 。  

 

2 )半 漁 半 労 型  

追 い 込 み 網 漁 業 の 若 手 従 事 者 1 3 名 中 、約 4 名 が こ れ に あ た

る 。 地 元 外 で 漁 業 以 外 の 仕 事 に 従 事 し た の ち 、 U タ ー ン で 地

元 に 戻 り 、 参 入 し た 者 の ほ か 、 M 漁 業 生 産 組 合 の 人 員 整 理 に

と も な い 解 雇 さ れ 、 参 入 し た も の も 存 在 す る 。 以 下 に モ デ ル

と な る ケ ー ス を 示 す 。  

 

【 ケ ー ス 1】  

E 氏 、 4 0 代 、 父 ・ 母 と 同 居 。 追 い 込 み 網 漁 業 乗 り 子 。 父 親

が 元 マ グ ロ 延 縄 漁 従 事 者 。 近 隣 地 区 に て ガ ソ リ ン ス タ ン ド 勤

務 の の ち 、2 0 0 0 年 、漁 協 自 営 の 小 型 沿 岸 捕 鯨 業 に 就 い た 。2 0 0 4

年 に 現 在 の 雇 用 主 (追 い 込 み 漁 業 船 主 )に 声 を 掛 け ら れ 、 追 い

込 み 網 漁 業 に 参 入 、 現 在 に 至 る 。 1 9 9 9 年 、 漁 船 ( 1 . 1 t  F R P 中

古 船 )を 購 入 し た 。 年 間 、 追 い 込 み 網 漁 業 ・ 1 本 釣 り ・ ヒ ジ キ

採 り ・ ツ チ ク ジ ラ 解 体 ・ ヨ コ ワ 漁 を 組 み 合 わ せ 、 周 年 漁 業 に

従 事 し て い る 。 ま た 、 3 月 か ら 5 月 の 間 は 、 町 立 「 く じ ら の

博 物 館 」に お い て ア ル バ イ ト に 従 事 し て い る 。収 入 の 中 で は 、

追 い 込 み 網 漁 業 が 6 割 程 度 を 占 め て い る 。  
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【 ケ ー ス 2】  

F 氏 、 4 0 歳 、 父 ・ 母 と 同 居 。 追 い 込 み 網 漁 業 乗 り 子 。 父 親

が 元 母 船 式 捕 鯨 従 事 者 。 大 阪 や 三 重 な ど で 陸 仕 事 に 従 事 し て

い た が 、 2 8 歳 で M 漁 業 生 産 組 合 に 就 職 し た 。 2 0 0 7 年 3 月 ま

で M 漁 業 生 産 組 合 に 勤 め て い た が 、 人 員 整 理 の た め 退 職 し 、

同 年 9 月 か ら 追 い 込 み 網 漁 業 に 乗 り 子 と し て 参 入 し た 。 当 時

は ち ょ う ど 人 員 に 空 き が あ っ た そ う で あ る 。2 0 0 7 年 9 月 に 中

古 の 船 外 機 を 購 入 し た 。 M 漁 業 生 産 組 合 で は 保 険 な ど の 保 障

が あ っ た が 、 現 在 の 就 労 形 態 で は 保 障 も な く 、 漁 不 漁 に 生 活

が 左 右 さ れ る 状 況 で あ る 。 だ が 、 こ れ か ら は 漁 船 を 購 入 し 、

カ ツ オ 曳 き 縄 漁 を 営 む な ど し て 、 漁 業 で 生 計 を た て て ゆ き た

い と い う こ と で あ っ た 。  

こ の タ イ プ は 、 追 い 込 み 被 雇 用 者 と し て 漁 業 に 従 事 し 、 そ

れ 以 外 の 時 期 は 小 型 の 漁 船 で 1 本 釣 り 、 採 貝 ・ 採 草 漁 業 な ど

季 節 に 合 わ せ た 根 付 漁 業 に 着 業 し て い る 。ま た 、補 完 的 に「 く

じ ら の 博 物 館 」 で の ア ル バ イ ト ・ 真 珠 養 殖 業 の ア ル バ イ ト ・

ペ ン キ 塗 り な ど の 陸 仕 事 な ど を 兼 業 す る 、 い わ ば 半 労 ・ 半 漁

的 漁 業 者 で あ る 。 こ の よ う な 形 態 の 漁 業 者 の 年 間 収 入 は 、 約

3 0 0 ~ 4 0 0 万 円 程 度 と な っ て お り 、 和 歌 山 県 で 建 設 業 に 就 業 す

る 場 合 と 1 8 )、 ほ ぼ 同 程 度 の 水 準 と な っ た 。  

 

3 )周 年 完 全 雇 用 型  

太 地 町 の 周 年 の 雇 用 機 会 と し て 、「 太 地 水 産 共 同 組 合 」 1 9 )

「 M 漁 業 生 産 組 合 」 2 0 )の 2 つ の 生 産 組 合 が あ る 。 こ こ で は 、

多 く の 雇 用 漁 業 者 が 存 在 す る 「 太 地 水 産 共 同 組 合 」 を 見 て ゆ
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く 。太 地 水 産 共 同 組 合 (市 原（ 1 9 6 0）の 記 述 に 倣 い 、以 下 、「 水

共 」と 略 記 す 2 1 )は 、  1 9 1 6 年 に 創 設 さ れ た 、町 民 株 式 制 の 定

置 網 組 合 で あ る 。 現 在 に お い て も 、 太 地 町 民 の 3 分 の 1 で あ

る 1 , 0 0 3 人 が 均 等 出 資 を 担 っ て い る 。組 合 規 約 に よ れ ば 、「 太

地 町 に 本 籍 を 有 し 世 帯 を 構 え 町 民 税 を 負 担 す る 者 」 に よ り 構

成 さ れ 、 組 合 に 加 入 す る に は 上 記 の 者 （ 世 帯 主 ） が 1 , 0 0 0 円

を 出 資 す る こ と で 加 入 が 認 め ら れ る 。 他 地 区 か ら 転 居 し た 者

は 、転 居 し て 5 年 経 過 し て 後 で な い と 、加 入 は 認 め ら れ な い 。

「 水 共 」 は 太 地 湾 に お い て 、 11 月 ～ 6 月 の 鰤 敷 き 網 、 6 月 ～

1 2 月 の 網 代 網 、7 月 ～ 11 月 の 八 角 網 を も っ て 、周 年 地 先 で 定

置 網 漁 業 を 行 う 。1 9 8 6 年 頃 は 、夏 期 2 3 名・冬 期 3 0 名 の 人 数

を 雇 用 し て い た が 、 9 0 年 以 降 、機 械 化 ・ 省 力 化 が 進 行 し 、現

在 は 夏・冬 通 じ て 1 5 名 で 操 業 が 可 能 と な っ て い る 。漁 場 は 太

地 町 の 地 先 漁 場 、漁 船 で 数 1 0 分 程 度 の 場 所 に 定 置 網 を 設 置 し

て い る 。 作 業 内 容 は 、 漁 場 に お け る 定 置 網 の 揚 網 ・ 帰 港 ・ 魚

の 選 別 な ど で あ る 。 ま た 、 作 業 時 間 は 季 節 に よ っ て 違 い が 有

る が 、 例 え ば 夏 期 ～ 秋 期 の 八 角 網 ・ 網 代 網 で あ れ ば 、 午 前 5

時 に 出 港 し 、 網 揚 げ ・ 帰 港 の の ち 午 前 9 時 に は 魚 の 選 別 を 終

え る こ と が 多 い 。 ま た 、 秋 期 ～ 初 夏 の 鰤 敷 き 網 に お い て は 、

午 前 6 時 く ら い に 出 港 し 、 水 揚 げ ・ 選 別 な ど を 合 わ せ て も 、

1 3 時 く ら い ま で に 大 体 終 了 す る 。こ の よ う に 、作 業 内 容 や 労

働 強 度 の 面 で も 比 較 的 軽 く 、 ま た 、 そ れ ほ ど 難 し く な い 。 し

た が っ て 高 齢 者 や 漁 業 経 験 の な い 壮 年 労 働 力 で も 、 適 応 し や

す い 労 働 内 容 で あ る 。「 水 共 」に お け る 漁 業 就 業 者 を 表 3 - 6 に

示 し た 。  
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マ グ ロ 延 縄 漁 業 ・ 南 氷 洋 捕 鯨 業 か ら の 高 齢 還 流 漁 業 者 が 多

く 、 構 成 員 の 平 均 年 齢 は 高 い も の の 、 4 0 - 5 0 代 の 壮 年 層 も 存

在 し 、高 齢 化 が 進 む 太 地 町 に お い て は 特 徴 的 と い え る 。ま た 、

壮 年 漁 業 者 に は 、町 外 建 設 業 ・ 左 官 屋 な ど か ら U タ ー ン し て

参 入 し た も の を は じ め 、 2 0 0 7 年 の M 真 珠 の 規 模 縮 小 に 伴 い

解 雇 さ れ た 者 な ど が 存 在 す る 。定 年 は 6 5 歳 と な っ て い る 。「 水

共 」 の 雇 用 形 態 ・ 給 与 に つ い て 述 べ る 。 漁 業 従 事 期 間 は 周 年

で あ る が 、 雇 用 契 約 は 半 年 ご と に 更 新 さ れ る た め 、 昇 級 な ど

は な い （ 年 齢 を 考 慮 し た 支 払 は な さ れ る ）。 契 約 の 更 新 の 際 、

役 場 に て 従 業 員 の 募 集 告 知 を 行 う 。 給 与 支 払 形 態 は 、 漁 労 長

( 1 名 )が 月 給 制 ・ 船 頭 ( 2 名 )・ 一 般 漁 業 就 業 者（ 1 2 名 ）は 日 給

制 で あ る 。 月 毎 の 最 低 保 障 が 漁 労 長 ： 船 頭 ： 一 般 漁 業 就 業 者

= 3 . 0 : 1 . 5 : 1 . 0 の 割 合 で 支 払 わ れ る 。 ま た 、 年 度 水 揚 げ が 確 定

 

就業者 年齢 就労する漁業種類 雇用形態 雇用年数 出身 摘要

1 40 定置網専業 半年契約 3-4年

2 40 定置網専業 半年契約 3-4年

3 44 定置網専業 半年契約 3-4年

4 47 定置網専業 半年契約 3-4年

5 40 定置網専業 半年契約 1年

6 52 定置網専業 半年契約 6年

7 52 定置網専業 半年契約 1年

8 55～56 定置網専業 半年契約 20年

9 55～56 定置網専業 半年契約 6年

10 55～56 定置網専業 半年契約 6年

11 55～56 定置網専業 半年契約 20年

12 61～63 定置網専業 半年契約 18年

13 61～63 定置網専業 半年契約 18年

14 61～63 定置網専業 半年契約 6-7年

15 61～63 定置網専業 半年契約 6-7年

地元

表4 定置網漁業就業者概要

資料：ヒアリング調査(2007)により作成

左官・建設・トラック関係

Ｍ組合などから参入

ほとんどが、
もとマグロ延縄船員、
南鯨船員だが、
地元のスーパーが倒産し、
参入したものなども
存在する。

 

表 3- 6  定 置 網 漁 業 就 業 者 概 要  

資 料 ： ヒ ア リ ン グ 調 査 （ 2 0 0 7 ） に よ り 作 成  
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し た 時 点 で 、歩 合 金 が ボ ー ナ ス 的 に 支 払 わ れ る 。歩 合 金 に は 、

水 揚 げ 高 1 億 円 以 上 の 場 合 は そ の 1 0 %、 5 , 0 0 0 万 円 ～ 1 億 円

の 場 合 は そ の 8 %、5 , 0 0 0 万 円 未 満 の 場 合 は そ の 6 %を 当 て る 。

年 間 の 給 与 金 額 は 、 一 般 従 業 員 約 3 0 0 万 円 ～ 3 2 0 万 円  船 頭

約 4 0 0 万 円  漁 労 長 約 5 0 0 万 円 と な っ て い る 。 以 下 に 、「 水

共 」 従 業 員 へ の ヒ ア リ ン グ 内 容 を 示 す 。  

 

【 ケ ー ス 1】  

G 氏  4 0 代 。 子 供 2 人 （ 2 2 歳 ・ 1 6 歳 ）、 妻 の 5 人 暮 ら し 。

妻 は 老 人 ホ ー ム に お い て ア ル バ イ ト 従 事 。和 歌 山 県 本 宮 出 身 、

父 親 は 陸 仕 事 に 従 事 。 妻 が 太 地 町 民 の た め 、 結 婚 を 機 に 太 地

町 に 移 り 住 む 。 前 職 は 和 歌 山 県 新 宮 市 に て 製 造 業 に 従 事 し て

い た が 、地 域 製 造 業 が 不 安 定 な 状 況 下 で あ っ た の で 、 4 2 歳 で

水 共 に 参 入 し た 。 定 置 網 漁 業 に 周 年 従 事 し て お り 、 他 の 漁 業

は 行 っ て い な い 。  

 

【 ケ ー ス 2】  

H 氏  4 0 代  子 供 2 人 （ 中 学 校 ・ 小 学 校 ）、 妻 の 5 人 暮 ら

し 。 妻 は 町 内 の 観 光 ホ テ ル に て ア ル バ イ ト 従 事 。 父 親 は 、 南

氷 洋 捕 鯨 ・ マ グ ロ 延 縄 漁 業 に 従 事 し た 後 、 水 共 に て 定 置 網 漁

業 に 従 事 し た 。本 人 は 、若 い 頃 は 愛 知 県 で ト ヨ タ の 期 間 工 2 2 )

と し て 従 事 。 だ が バ ブ ル が は じ け 、 給 与 が 激 減 し た た め 、 太

地 町 に U タ ー ン し 、M 漁 業 生 産 組 合 に 参 入 し た 。の ち 、2 0 0 7

年 度 に M 漁 業 生 産 組 合 の 経 営 縮 小 に 伴 い リ ス ト ラ に あ い 、水

共 に 参 入 し た 。G 氏 と 同 様 、定 置 網 漁 業 に 周 年 従 事 し て お り 、
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他 の 漁 業 は 行 っ て い な い 。  

【 ケ ー ス 3】  

H 氏  4 0 代  子 供 2 人 （ 高 校 生 ・ 中 学 生 ）、 妻 の 5 人 暮 ら

し 。 妻 は 、 福 祉 施 設 に て ア ル バ イ ト 従 事 。 両 親 共 に 、 M 漁 業

生 産 組 合 に て 働 い て い た 。 高 校 卒 業 後 、 ホ ン ダ に て 期 間 工 と

し て 従 事 。そ の 後 ,タ ヒ チ ・ オ ー ス ト ラ リ ア な ど で 、真 珠 養 殖

業 に 従 事 。 3 0 歳 過 ぎ に 、 太 地 町 の M 漁 業 生 産 組 合 に て 真 珠

養 殖 業 に 従 事 。 2 0 0 7 年 の M 漁 業 生 産 組 合 の 経 営 縮 小 に と も

な い リ ス ト ラ に あ い 、 H 氏 と 共 に 、 0 7 年 、水 共 に 参 入 。周 年

の 定 置 網 漁 業 就 業 に 加 え 、 2 0 0 8 年 頃 購 入 し た 船 外 機（ 中 古 ・

2 万 円 ） で 、 趣 味 的 に 1 本 釣 に も 従 事 し て い る 。  

以 上 、「 水 共 」に お け る 漁 業 者 の 現 状 に つ い て 述 べ た 。周 年 完

全 雇 用 型 漁 業 者 の 年 間 給 与 は 、約 3 0 0 万 円 か ら 3 5 0 万 円 で あ

り 、 和 歌 山 県 に お い て 建 設 業 に 従 事 し た 場 合 の 給 与 を 比 較 す

る と 2 3 )、 同 程 度 、あ る い は そ れ を 少 し 上 回 る 水 準 で あ る 。「 水

共 」 の 最 大 の 特 色 は 、 月 々 の 給 与 ・ 周 年 就 業 が 保 障 さ れ 、 漁

船 漁 業 の よ う な 不 安 定 性 が 少 な い こ と で あ る 。 ヒ ア リ ン グ を

行 っ た 3 氏 に よ れ ば 、「 給 料 が 良 い と は 言 え な い が 、昨 今 の 不

況 で は 、 ど こ で も 同 じ 。 水 共 は 毎 月 給 与 が 支 払 わ れ 、 保 険 も

か け て く れ る の で 安 定 的 。 倒 産 し な い 限 り 、 定 年 ま で 勤 め て

ゆ き た い 」と の こ と で あ っ た 。つ ま り 、「 水 共 」は 、漁 業 者 の

ラ イ フ サ イ ク ル に 対 応 し た 就 業 機 会 と は 言 え な い が 、 昨 今 の

不 況 下 に お け る 失 業 者 ・ 還 流 労 働 力 が 、 一 定 水 準 の 給 与 を 獲

得 で き る 受 け 皿 と し て 機 能 し て い る 、 と 言 え る 。  
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第 3 節  小 括  

以 上 見 て き た よ う に 、 現 在 の 太 地 漁 業 に お け る 青 壮 年 漁 業

者 は 、 そ の 多 く が 、 1 9 9 0 年 代 以 降 に 参 入 し た U タ ー ン 漁 業

者 で あ る 。 こ れ ら の 青 壮 年 漁 業 者 は 、 な ぜ そ の よ う な 時 期 に

地 元 漁 業 に U タ ー ン し 、現 在 も 漁 業 者 と し て 定 着 し て い る の

か 。 本 論 の 分 析 か ら 、 以 下 の こ と が 言 え る 。  

第 一 に 、 自 営 漁 業 者 の 場 合 は 、 追 い 込 み 網 漁 業 と 他 の 季 節

的 漁 業 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 周 年 の 漁 業 就 業 と 、 ラ イ フ サ

イ ク ル に 対 応 し た 収 入 を 獲 得 す る こ と が で き る 、 と い う こ と

が 大 き い 。 つ ま り 、 最 初 は 親 の 船 で 「 乗 り 子 」 と し て 従 事 し

て い て も 、 漁 業 を 引 き 継 ぎ 、 自 営 漁 業 者 と し て 季 節 的 漁 業 の

組 み 合 わ せ の 中 で 収 入 の 拡 大 を は か っ て ゆ く こ と が 、 可 能 と

な る 。 た と え ば 、 A 氏 の よ う に 比 較 的 大 き い 漁 船 で あ れ ば 、

収 益 の 大 き い カ ツ オ 引 き 縄 漁 業 に 長 く 従 事 し 、B 氏 の よ う に 、

そ れ よ り 小 さ い 規 模 の 漁 船 で あ れ ば 、 函 館 の ク ジ ラ 解 体 に 操

業 す る と い う ふ う に 、 個 々 の 漁 船 規 模 に あ わ せ て 、 経 営 の 工

夫 が 可 能 で あ る 。 ま た ,「 ヨ コ ワ 漁 」 と い う 新 た な 漁 業 が 、 A

氏 ・ B 氏 が 先 駆 け と な っ て 開 始 し た 、 と い う こ と も 、 こ の こ

と を 裏 付 け て い る 。 つ ま り 、 こ の よ う な 漁 業 者 タ イ プ に お い

て は 、 ラ イ フ サ イ ク ル に 対 応 し た 漁 業 就 業 の あ り 方 が 選 択 さ

れ て お り 、C 氏 の よ う な 、「 漁 師 と し て 生 活 を た て て ゆ く 」と

い う 意 思 を も っ た 後 継 者 の 獲 得 に つ な が っ て い る と 言 え る 。  

第 二 に 、 半 漁 半 労 型 の 漁 業 者 の 場 合 。 こ の タ イ プ は 、 追 い

込 み 網 漁 業 被 雇 用 に 加 え 、 1 本 釣 ・ 採 貝 藻 な ど の 小 規 模 な 自

営 漁 業 、 ま た 、 観 光 業 や 真 珠 養 殖 業 で の ア ル バ イ ト を 組 み 合
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わ せ 、 周 年 の 労 働 力 の 燃 焼 を は か っ て い る 。 つ ま り 、 半 年 間

の 雇 用 が 保 証 さ れ る 追 い 込 み へ の 雇 用 に 加 え 、 地 域 的 特 色 を

持 つ 多 様 な 地 域 内 雇 用 機 会 の 存 在 に よ り 、 周 年 就 業 と 一 定 収

入 の 獲 得 が 可 能 と な っ て い る 。  

第 三 に 、 水 産 共 同 組 合 に お け る 、 周 年 完 全 雇 用 型 の 漁 業 者

の 場 合 。 定 置 網 組 合 の 特 色 は 、 機 械 化 ・ 省 力 化 に よ り 、 漁 業

経 験 の な い 壮 年 層 で も 従 事 が 可 能 と い う 点 と 、 周 年 の 漁 業 就

業 、 月 ご と の 給 与 が 保 障 さ れ る 、 安 定 的 な 雇 用 形 態 で あ る 、

と い う 点 で あ る 。こ の よ う な 村 張 り 的 定 置 網 組 合 が 、「 町 民 共

同 出 資 制 」 と い う 村 落 共 同 体 的 な し く み の 下 で 地 域 雇 用 機 会

に 組 み 込 ま れ て い る 、 と い う こ と が 、 定 置 網 漁 業 を 支 え る 雇

用 漁 業 者 の 獲 得 要 因 と い え る 。 こ れ ら の 漁 業 者 の 年 間 収 入 を

見 る と 、 和 歌 山 県 に お い て 建 築 業 に 従 事 し た 場 合 の 年 間 給 与

か ら 産 業 平 均 年 間 給 与 と 同 等 と な っ て お り 、 外 部 雇 用 機 会 と

比 較 し て も 、 一 定 水 準 の 賃 金 獲 得 の 場 と な っ て い る 。  

 以 上 か ら 、 太 地 町 に お い て 青 壮 年 労 働 力 を 一 定 維 持 し て き

た 条 件 を ま と め る と 、 第 一 は 、 も と も と 、 以 前 か ら の 村 張 り

的 定 置 網 水 産 共 同 組 合 や 小 規 模 捕 鯨 業 な ど 、 地 域 資 源 を 生 か

し た 雇 用 機 会 ・ 技 術 が 存 在 し て い た 。 そ れ ら に 加 え 、 南 氷 洋

捕 鯨 モ ラ ト リ ア ム 以 降 、 出 稼 ぎ 依 存 型 の 漁 業 構 造 が 崩 れ 、 追

い 込 み 網 漁 業 、真 珠 養 殖 業 な ど の 地 域 対 応 に 見 ら れ る よ う に 、

地 域 資 源 や 技 術 を 利 用 し た 沿 岸 漁 業 ・ 地 域 内 産 業 が 町 を 挙 げ

て 創 設 さ れ 、か つ て は 南 鯨 還 流 労 働 力 、最 近 で は U タ ー ン 労

働 力 を 収 容 す る 就 労 機 会 を 保 ち 続 け て き た 。 第 二 に は 、 最 近

の U タ ー ン 漁 業 者 は 、出 稼 ぎ 母 村 か ら 沿 岸 漁 船 漁 村 へ の 再 編
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期 に 形 成 さ れ た 追 い 込 み 網 漁 業 を 中 心 に し 、 採 貝 藻 漁 業 ・ カ

ツ オ 曳 き 縄 漁 な ど 、 も と も と の 地 先 漁 業 を 組 み 合 わ せ 、 さ ら

に ヨ コ ワ 漁 と い う 新 た な 漁 業 に も 着 手 し 、 周 年 漁 業 就 業 が 可

能 と な っ て い る 。 ま た 追 い 込 み 網 漁 業 後 継 者 で な く と も 、 定

置 網 や 再 編 期 に 創 設 さ れ た 就 労 機 会 ・ も と も と の 漁 業 を 組 み

合 わ せ 、 周 年 、 漁 業 を 中 心 と し た 地 域 内 就 業 が 達 成 で き て い

る 。 第 三 に は 、 こ の よ う な 要 因 に よ り 、 追 い 込 み 漁 家 に お い

て は ラ イ フ サ イ ク ル に 対 応 し 、 妻 の パ － ト 収 入 を 含 む 漁 家 所

得 が 、 半 漁 半 労 型 漁 業 者 ・ 完 全 雇 用 型 漁 業 者 に お い て も 、 参

入 前 の 所 得 で あ る 建 設 業 労 働 な ど の 外 部 労 働 市 場 に お け る 賃

金 水 準 と 均 衡 す る 、 一 定 水 準 の 所 得 を 確 保 で き て い る 。 そ の

結 果 、外 部 か ら の U タ ー ン 漁 業 者 を 確 保 で き て い る 。と ま と

め ら れ る 。  

最 後 に 、 太 地 町 漁 業 の 展 望 に つ い て 述 べ て お く 。 今 後 も 、

一 定 収 入 の 確 保 が 可 能 な 地 域 捕 鯨 業 ・ 水 産 共 同 組 合 に 青 壮 年

漁 業 者 が 集 中 し 、 全 体 と し て は 高 齢 化 ・ 漁 業 者 の 減 少 が 進 行

す る と 考 え ら れ る 。そ の 場 合 、問 題 と な る の は 、半 漁 半 労 型 ・

完 全 雇 用 型 と い う 就 業 形 態 が 、 今 後 も 維 持 さ れ て ゆ く 可 能 性

が 高 い と い う こ と で あ る 。 つ ま り 、 壮 年 U タ ー ン 者 ・ 追 い 込

み 船 主 の 息 子 で な い 青 壮 年 U タ ー ン 者 2 4 )を 、小 論 で 見 た よ う

な 、 停 滞 的 ・ 不 安 定 な 就 業 形 態 で 雇 う こ と で 、 雇 用 漁 業 者 を

確 保 し て い る 、 と い う 見 方 も で き る だ ろ う 。 地 域 産 業 ・ 沿 岸

漁 業 共 に 、 収 容 力 が 低 下 す る 今 日 的 状 況 に お い て は 、 追 い 込

み 後 継 者 以 外 の U タ ー ン 漁 業 者 が 、今 後 も 、低 賃 金・低 所 得 、

か つ 不 安 定 な 就 労 形 態 で 、太 地 町 に 滞 留 し て ゆ く 恐 れ も あ る 。
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今 後 、 こ れ ら の 漁 業 者 が 、 ラ イ フ サ イ ク ル に 対 応 し た 就 業 を

実 現 し て ゆ け る よ う な 地 域 漁 業 の あ り 方 を 、 資 源 管 理 も 含 め

て 構 築 し て ゆ く こ と が 、 重 要 と な る の で は な い だ ろ う か 。  

 

注  

1)2 0 1 0 年 過 疎 地 域 市 町 村 な ど 一 覧  

h t t p : / / w w w. s o u m u . g o . j p / m a i n _ s o s i k i / j i c h i _ g y o u s e i / c - g y o

u s e i / 2 0 0 1 / k a s o / h 1 4 k a s o i c h i r a n . h t m に よ れ ば 、和 歌 山 県 は 、

関 西 圏 内 で 最 も 多 く の 過 疎 地 域 （ 1 6 地 域 ） を 抱 え て い る 。

そ の 中 の 半 数 は 、 紀 伊 半 島 の 先 端 部 に 位 置 す る 小 規 模 な 漁

村 地 域 で あ る 。  

2 )太 地 町 の 概 要 は 、 太 地 町 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ  統 計 資 料 /人

口 ・ 世 帯 の 推 移  

 h t t p : / / w w w. t o w n . t a i z i . w a k a y a m a . j p / t y o u s e i / s u b _ 0 2 . h t m l  

 太 地 町 政 要 覧 2 0 0 6  に よ る 。  

3 )市 原 亮 平 「 移 民 母 村 の 漁 業 構 造 と 人 口 問 題 ― 和 歌 山 県 東 牟

婁 郡 太 地 町 の 実 態 調 査 報 告 ( 1 )～ ( 3 ),『 関 西 大 学 経 済 論 集 』

1 9 6 0  

4)堀 口 健 治「 第 5 章  漁 業 労 働 論 」,1 9 8 2 .『 現 代 水 産 経 済 論 』

(北 斗 書 房 ,1 9 8 2 年 ),pp.1 3 1 ~ 1 4 3   

5 ) 4 )堀 口 ( 1 9 8 2 )前 掲 書 ,p p.1 3 9   2 3 ~ 2 4 行 目 引 用  

6 ) 1 2 )堀 口 ( 1 9 8 2 )前 掲 書 ,p p.1 3 8  2 6 ~ 2 7 行 目 引 用  

7 )追 い 込 み 網 漁 業 は 、 も と も と 、 地 元 で 小 型 鯨 類 の 突 き 棒 漁

業 を 操 業 し て い た 南 氷 洋 か ら の 還 流 漁 業 者 が 、 伊 豆 か ら 技

術 を 取 り 入 れ 、 7 2 - 7 3 年 に 開 始 し た 。 当 初 は 7 隻 で あ っ た

http://www.town.taizi.wakayama.jp/tyousei/sub_02.html
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が 、 そ れ 以 降 も 「 南 鯨 」 還 流 漁 業 者 が 追 い 込 み 網 漁 業 に 参

入 し 、「 第 1 組 合 」（ 創 設 組 ）「 第 2 組 合 」（ 後 発 組 ） に 分 か

れ 、 競 う よ う に 操 業 を 行 っ て い た 。 8 1 - 8 2 年 に 、 そ れ ら 2

組 合 は 合 併 し 、 1 5 隻 で の 共 同 操 業 が 開 始 し た 。  

8 )太 地 町 の 漁 業 小 史 に つ い て は 、  

3 )市 原 （ 1 9 6 0） 前 掲 書 ,  

4)堀 口 (1982 )前 掲 書 , 

浜 中 栄 吉 編 1 9 7 9 .『 太 地 町 史 』（ 太 地 町 役 場 ,1 9 7 9）p p .4 7 6

～ 4 7 1  

三 好 晴 之「 イ ル カ の く れ た 夢 」（ フ ジ テ レ ビ 出 版 ,1 9 9 7 年 ）

p p .6 5～ 6 8 ,  

太 地 町 役 場 資 料 、 漁 協 関 係 者 、 南 鯨 ・ マ グ ロ 延 縄 漁 業 OB、

M 漁 業 生 産 組 合 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 に よ る 。  

9 )漁 獲 金 額 の デ ー タ が 得 ら れ な か っ た た め 、 ヒ ア リ ン グ 調 査

に よ る 。  

10)太 地 町 に は 、小 型 沿 岸 捕 鯨・突 き 棒 漁 業・追 い 込 み 網 漁 業  

と い う 、地 域 立 地 型 の 小 規 模 捕 鯨 業 3 種 類 が 存 在 す る 。小

型 沿 岸 捕 鯨 は 、 個 人 経 営  、 漁 協 自 営 に よ る 2 経 営 体 が あ

る 。前 者 は 、太 地 沖 、房 総 沖 、網 走 沖 に お い て 、小 型 鯨 類

を 対 象 と し て 、小 型 沿 岸 捕 鯨 を 操 業 し て い る ほ か 、調 査 捕

鯨 へ の 傭 船・人 員 チ ャ ー タ ー も 行 っ て い る 。個 人 経 営 捕 鯨

船 ・ 勝 丸 の 所 有 者 I 氏 は 、 1 9 6 8 年 、 大 規 模 捕 鯨 業 の 縮 小

に 伴 い 、 退 職 し た 、 も と 南 氷 洋 捕 鯨 砲 手 で あ る 。 1 9 9 1 年

か ら 、 I 氏 は 捕 鯨 業 か ら 引 退 し 、 現 在 の 乗 組 員 が 引 き 継 い

で い る 。乗 組 員 は 7 名 で あ り 、若 手 乗 組 員 は 、小 型 沿 岸 捕
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鯨 業 基 地 の １ つ で あ る 宮 城 よ り 雇 用 し て い る 。後 者 の 漁 協

自 営 捕 鯨 船 は 、 5 月 、 7 月 ～ 9 月 は 太 地 沖 で 、 6 月 は 函 館

を 基 地 と し な が ら 日 本 海 沖 で 、計 5 ヶ 月 間 、小 型 沿 岸 捕 鯨

業 を 操 業 す る 。乗 組 員 は 3 名 で 、う ち 2 名 は 、追 い 込 み 網

漁 業 と 兼 業 し て い る 。  

11 )突 き 棒 漁 業 は 、 も り で 小 型 鯨 類 を 突 き 獲 る 漁 業 で あ る が 、

捕 獲 効 率 の 悪 さ か ら 、 高 齢 化 が 進 行 し て お り 、 現 在 、 専 業

で 従 事 す る も の は 2 - 3 名 で あ る 。 知 事 許 可 漁 業 で あ る 。  

1 2 )追 い 込 み 網 漁 業 の 概 要 に つ い て は 、遠 藤「 生 鮮 鯨 肉 の フ ー  

ド シ ス テ ム 」『 地 域 漁 業 研 究 』 第 4 8 巻 第 1 - 2 号 に 詳 し い 。  

13)追 い 込 み 漁 に お い て 、「 船 主 」 と 「 乗 り 子 」 で は 、 作 業 内

容 が 異 な る 。 小 型 鯨 類 を 湾 内 に 追 い 込 ん で の ち 、 各 船 の 乗

り 子 は 1 隻 の 船 外 機 に 乗 り 込 み 、 湾 に 網 を は る 。 ま た 、 小

型 鯨 類 の 解 剖 の 前 段 階 と な る 、 追 い 込 ん だ イ ル カ を つ か ま

え 、 屠 殺 す る 作 業 は 、 乗 り 子 が 担 当 す る 。 こ の 作 業 は 海 中

で の 作 業 と な り 、熟 練 を 要 す る 。一 方 、「 船 主 」は 、こ の よ

う な 、 海 中 で の 作 業 に 従 事 す る こ と は な い 。  

1 4 )農 林 水 産 省  『 水 産 物 流 通 統 計 年 報 』  

15)現 在 、太 地 町 の 小 規 模 捕 鯨 業 は 、動 物 愛 護 団 体 等 か ら 激 し  

い バ ッ シ ン グ を 受 け て お り 、 緊 張 状 態 に あ る 。 追 い 込 み 網

漁 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ で も 、 個 々 の 漁 業 者 に く わ し い 収 入

額 は 伺 う こ と が で き ず 、 答 え て 頂 け た 範 囲 の 回 答 で 分 析 し

た も の で あ る 。 こ の よ う な 状 況 下 で ヒ ア リ ン グ に 協 力 し て

下 さ っ た 小 規 模 捕 鯨 業 関 係 者 の 方 々 、 尽 力 し て い た だ い た

太 地 町 漁 協 の 方 に 深 く 感 謝 し た い 。  
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1 6 )和 歌 山 労 働 局  賃 金 関 係 統 計 一 覧  

h t t p : / / w w w. w a k a y a m a . p l b . g o . j p / t o u k e i / i c h i r a n / i n d e x . h t

m l  

1 7 )平 成 1 6 年 全 国 消 費 実 態 調 査  

h t t p : / / w w w. e - s t a t . g o . j p / e s t a t / h t m l / N e w L i s t / 0 0 0 0 0 0 6 4 0 0

0 2 / N e w L i s t - 0 0 0 0 0 0 6 4 0 0 0 2 . h t m l  

1 8 ) 1 6 )と 同 H P  

1 9 ) 1 4 )前 掲 書  浜 中 ( 1 9 7 9 ) p p .5 11 ~ 5 3 9 に よ れ ば 、太 地 水 産 共

同 組 合 の 創 立 は 1 9 1 6 年（ 大 正 5 年 ）、漁 民 と 太 地 町 お よ び

県 内 の 有 力 分 子 が 、 外 来 資 本 か ら 漁 場 を 奪 回 し て 、 定 置 網

を 村 の 共 同 経 営 と す る た め の 運 動 を 開 始 し た こ と に 始 ま り 、

同 1 9 1 6 年 、 村 民 一 株 均 一 制 に よ る 太 地 水 産 共 同 組 合 が 設

立 さ れ た 。 組 合 の 目 的 は 、 外 来 資 本 を 排 除 し 、 村 全 体 の 経

済 状 況 の 向 上 と 、 村 民 全 体 に よ っ て 民 主 的 に 「 村 張 り 定 置

網 」 を 運 営 す る こ と で あ っ た 。 現 在 に お い て も 、 組 合 員 は

「 太 地 に 本 籍 を 有 し 世 帯 を 構 え 町 民 税 を 負 担 す る も の 」 と

規 約 に 定 め ら れ て い る 。 か つ て は 利 益 か ら 町 公 共 事 業 へ の

還 元 が な さ れ 、 出 資 者 へ の 配 当 金 が 3 万 円 程 度 の 頃 も あ っ

た が 、 現 在 は 出 資 者 一 人 当 た り 5 , 0 0 0 円 程 度 の 配 当 と な っ

て い る 。  

2 0 )「 M 漁 業 生 産 組 合 」は 、和 歌 山 県 唯 一 の 真 珠 養 殖 組 合 で あ  

る 。全 国 的 に 真 珠 養 殖 業 が 拡 大 す る 昭 和 4 0 年 代 の 1 9 6 5 年 、

前 町 長 に よ り 設 立 さ れ た 。9 5 年 頃 よ り ウ イ ル ス 病 等 が 原 因

で 業 績 が 悪 化 し 、0 7 年 に は 大 幅 な 人 員 整 理 を 行 い 、現 在 は 、

正 社 員 が 3 名 、 顧 問 が 2 名 、 パ ー ト が 3 名 、 繁 忙 期 の み の

http://www.wakayama.plb.go.jp/toukei/ichiran/index.html
http://www.wakayama.plb.go.jp/toukei/ichiran/index.html
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ア ル バ イ ト と な っ た 。 真 珠 養 殖 ・ 真 珠 種 苗 養 殖 ・ ヒ オ ウ ギ

貝 の 養 殖 を 周 年 行 っ て い る 。 正 社 員 3 名 の う ち 2 名 は 3 0

代 で 、 も と も と は A 地 区 外 で 建 設 業 に 従 事 し て い た が 、 U

タ ー ン し て 参 入 し た 。 ア ル バ イ ト は 、 主 に 冬 期 の 玉 揚 げ 期

に 、 地 元 主 婦 や 追 い 込 み 網 漁 乗 り 子 を 雇 用 す る 。 給 与 は 、

正 社 員 に は 月 々 2 0 - 3 0 万 円 の 最 低 保 障 が 支 払 わ れ 、「 玉 揚

げ 」 時 期 （ 冬 期 ） に 、 真 珠 が 目 標 よ り 水 揚 げ さ れ た 場 合 、

ボ ー ナ ス 的 に 臨 時 給 が 支 払 わ れ る 。 正 社 員 の 年 間 収 入 は 、

「 水 共 」と 同 水 準 の 、3 0 0 万 円 程 度 と な っ て い る 。パ ー ト ・

ア ル バ イ ト は 時 間 給 8 0 0 円 で あ る 。  

2 1 )市 原 （ 1 9 6 0） 前 掲 書  

2 2 )こ こ で の「 期 間 工 」と は 、「 臨 時 工 」「 季 節 工 」の 意 味 で あ

る 。  

2 3 ) 1 6 )同 HP 

24)追 い 込 み 網 漁 業 に お い て 、血 縁 関 係 で の 被 雇 用 者 で な く と

も 船 主 に な っ た も の も 存 在 す る が 、 現 い さ な 組 合 の 中 で は

1 - 2 名 に 留 ま る 。 半 漁 半 労 タ イ プ の 漁 業 者 が 、 将 来 的 に 追

い 込 み 船 主 と な る 見 込 み は 、 低 い も の と 言 え よ う 。  
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第 4 章  総 括  

 本 論 文 に お い て は 、こ れ ま で 、 1990 年 代 以 降 増 加 傾 向 に あ

る 「 新 規 参 入 」 漁 業 者 と 、 彼 ら を 収 容 す る 漁 村 の 「 受 け 皿 」

が ど の よ う に 形 成 さ れ て き て い る の か に 着 目 し 、 分 析 を 進 め

て き た 。 ま と め る と 以 下 の よ う に な る だ ろ う 。  

ま ず 2 地 域 に お い て 共 通 し て い る こ と は 、第 一 に 、 1990 年

代 以 降 の 長 期 不 況 を 背 景 と し た 労 働 環 境 ― 特 に 、 漁 業 労 働 力

に 対 応 す る 労 働 市 場 が 不 安 定 化 し 、 漁 村 へ の 還 流 含 む 新 規 参

入 の 圧 力 が 高 ま っ た こ と で あ る 。 漁 業 参 入 の 動 機 と し て 「 前

職 業 の 不 振 」 を あ げ る も の は 太 地 町 、 神 島 ど ち ら に も 存 在 し

て お り 、 そ の 多 く が 製 造 業 ・ 建 設 業 ・ 期 間 従 業 員 な ど 景 気 の

変 動 の 影 響 を 受 け や す い 業 種 で あ る 。 つ ま り 、 漁 業 外 産 業 の

不 安 定 化 に よ り 、 漁 村 地 域 の 「 セ ー フ ガ ー ド 」 的 機 能 が 相 対

的 に 大 き く な り 、 実 家 や 継 ぐ べ き 家 業 の あ る 漁 村 地 域 へ 還

流 ・ 参 入 す る 漁 業 者 が 多 く な っ た と 言 え る 。 第 二 に 、 一 般 的

に 就 労 の 場 が 少 な い と さ れ て き た 沿 岸 漁 村 地 域 に お い て 、

1990 年 代 以 降 、「 新 規 参 入 」 を 収 容 す る 地 域 内 就 労 の 場 が 創

設 ・ あ る い は 拡 大 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と

は 宮 澤 1 )に よ り 、 全 国 的 傾 向 で あ る こ と が 示 唆 さ れ て お り 、

加 え て 、 漁 業 者 の 減 少 に よ り 全 国 的 に 漁 場 ・ 資 源 余 剰 が 生 じ

て い る こ と は 加 瀬 2 )な ど に よ り 知 ら れ て い た が 、 本 論 文 に よ

り 実 証 的 に 明 ら か に さ れ た 。  

 だ が 、 漁 業 者 の 「 受 け 皿 」 は 地 域 に よ っ て 異 な る 様 相 を 見

せ て い る 。 で は 、 そ の よ う な 「 受 け 皿 」 の 視 点 か ら 、 漁 村 地

域 に お い て 青 壮 年 漁 業 者 を 確 保 し て い る 条 件 は ど の よ う な も
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の だ ろ う か 。第 一 に 、「 自 営 中 心 型 」の 新 規 参 入 が 多 く を 占 め

る 、神 島 の 場 合 で あ る 。神 島 の「 新 規 参 入 」は 、「 自 営 」層 へ

の 参 入 が 中 心 と な っ て い る （ 図 4-1）。  

 

 

図 4- 1   神 島 に お け る 「 受 け 皿 」 の 形 成  

 

こ れ は 、 も と も と 神 島 で は 長 男 が 家 業 を 継 ぎ 、 次 男 ・ 三 男

は 島 外 に 流 出 す る と い う 構 造 を 有 し 、「 自 営 」漁 家 が 神 島 漁 業

の 中 心 的 存 在 で あ っ た 。 80 年 代 後 半 以 降 、神 島 に お い て 労 働

力 不 足 が 進 展 す る 中 で 、 各 経 営 体 で は 雇 用 労 働 力 の 排 除 に よ

り 家 族 自 営 業 的 性 格 を 強 め 、 で き る 限 り コ ス ト を 低 下 さ せ る

中 で 、 個 々 の 直 系 世 帯 を 基 本 単 位 と し た 経 営 体 を 維 持 し て き

た 。 ま た 、 労 働 力 の 減 少 が 今 後 の 漁 業 存 続 が 危 ぶ ま れ る レ ベ

ル ま で 進 行 し た 結 果 、 従 来 の 排 他 的 漁 場 に お け る 「 空 き 」 が
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生 じ 、 着 業 権 を 有 さ な い 漁 業 者 で あ っ て も 、 収 益 が 高 い 漁 業

へ の 「 新 規 参 入 」 3 )が 可 能 と な っ た 。 加 え て 、 既 存 漁 業 の 排

他 性・収 容 力 の 低 下 か ら 、「 遊 漁 」と い う 新 た な 所 得 確 保 の 機

会 と し て 確 立 さ れ た 。つ ま り 神 島 で は 、 第 一 に 、 1990 年 代 以

降 も 、 依 然 と し て 、 僻 地 漁 村 に 一 般 的 に 見 ら れ る 共 同 体 的 な

社 会 構 造 や 、「 世 帯 」を 基 本 単 位 と し た 地 域 漁 業 の あ り か た を

基 軸 と し て き た こ と 。 第 二 に 、 労 働 力 流 出 を 主 要 因 と す る 既

存 漁 業 の 状 況 悪 化 に 対 し て 、 知 事 許 可 漁 業 で 見 ら れ る よ う な

小 規 模 な 家 族 自 営 業 的 経 営 へ の 移 行 ・ あ る い は 「 遊 漁 」 の よ

う な 新 た な ジ ャ ン ル の 所 得 確 保 機 会 の 創 設 な ど の 、 個 々 の 柔

軟 な 対 応 が あ っ た こ と 。 第 三 に 、 全 国 的 に 見 ら れ る よ う に 、

漁 業 者 の 減 少 に よ っ て 資 源 ・ 漁 場 に 余 剰 が 生 じ 、 新 規 参 入 を

受 け 入 れ る 余 裕 が で き た こ と 、こ の 3 点 が 、199 0 年 代 以 降 の

「 自 営 」 中 心 の 受 け 皿 拡 大 が 進 展 し て き た 、 主 な 理 由 と 言 え

る 。  

第 二 に 、「 雇 用 中 心 型 」の 新 規 参 入 が 多 く を 占 め る 、太 地 町

の 場 合 で あ る （ 図 4-2）。  

太 地 町 に お い て は 、 遠 洋 捕 鯨 業 と い う 中 心 的 雇 用 機 会 の 崩

壊 と い う 打 撃 を 受 け て 、 地 域 主 体 に よ り 、 太 地 町 特 有 の 地 域

資 源 を 生 か し た 、 漁 業 に 留 ま ら な い 多 種 多 様 な 就 労 機 会 を 地

域 主 体 で 創 設 し て き た と い う 歴 史 が あ る が 、 そ れ が 現 在 の 地

域 内 就 労 の 基 盤 と な っ て い る と い う こ と が 大 き い 。   

1990 年 代 以 降 、 追 込 み 網 漁 業 ・ 真 珠 養 殖 業 な ど の 、 そ れ ま

で の 中 心 的 漁 業 の 個 々 の 状 況 が 悪 化 し 、 ま た 長 期 的 不 況 に 伴

う 労 働 市 場 の 不 安 定 化 と い っ た 背 景 に よ り 、 村 張 り 的 定 置 網
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組 合 な ど へ の 参 入 が 増 加 し た 。 ま た 、 一 部 自 営 層 で は 、 収 益

の 大 き い 「 追 込 み 網 漁 業 」 を 世 襲 制 に よ っ て 維 持 す る と 同 時

に 、 和 歌 山 県 南 部 な ら で は の 多 様 な 地 先 漁 業 を 組 み 合 わ せ る

こ と で 、自 営 と し て の 就 労 の 場 を 維 持 し て い る 。加 え て 、「 観

光 業 」 に 代 表 さ れ る 「 サ ー ビ ス 業 」 が 漁 家 世 帯 の 所 得 確 保 機

会 と し て 大 き な 役 割 を 果 た し て い る こ と も 大 き な 特 色 で あ る 。 

 

 

 

 

つ ま り 1990 年 代 以 降 、太 地 町 に お い て は 、漁 業 内 外 の「 条

件 不 利 化 」 が 進 行 す る 中 で 、 第 一 に 自 営 漁 家 層 に お い て は 、

「 世 帯 」を 基 盤 と し た 基 幹 的 漁 業 の 継 承 ー つ ま り 技 術 の 伝 承 、

経 営 の 移 譲 が 維 持 さ れ 、 漁 家 子 弟 U タ ー ン の 場 が 維 持 さ れ て

い る こ と 、 第 二 に 雇 用 中 心 階 層 に お い て は 、 地 域 内 に も と も

図 4- 2  太 地 町 に お け る 「 受 け 皿 」 の 形 成  
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と 存 在 し た 、 漁 業 を 中 心 と し た 雇 用 機 会 の 「 受 け 皿 」 と し て

の 意 味 が 、 長 期 的 不 況 の 中 で 、 相 対 的 に 大 き く な っ た こ と 、

第 三 に 、 ① ② に お け る 所 得 の 少 な さ を 補 う 、 サ ー ビ ス 業 を 含

む 多 種 多 様 な 雇 用 機 会 が 、 地 域 内 に 多 く 存 在 し て い る こ と 、

以 上 3 つ を 主 要 因 と し て 、 個 々 の 地 域 内 就 労 機 会 の 結 び つ き

が 強 ま り 、 地 域 内 で 雇 用 を 中 心 と し た 就 労 の 場 が 形 成 さ れ て

い る 。以 上 が 、「 新 規 参 入 」を 受 け 入 れ る 地 域 的 条 件 で あ る と

結 論 付 け ら れ る だ ろ う 。  

こ れ ら を ま と め る と 、 漁 村 地 域 へ の U タ ー ン ・ I タ ー ン 含

む 「 新 規 参 入 」 を 可 能 と す る 地 域 的 条 件 と は 、 実 証 分 析 で 見

て き た よ う に 、1990 年 代 後 半 以 降 、よ り  “地 域 性 ”が 反 映 さ れ

た 「 受 け 皿 」 が 個 々 の 漁 村 地 域 に あ ら わ れ は じ め た 、 あ る い

は 拡 大 し て き た こ と で あ る 。 こ こ で の 「 地 域 性 」 と は 、 立 地

条 件 ・ 資 源 条 件 な ど の 初 発 条 件 、 地 域 全 体 の 社 会 構 造 を 基 盤

と し な が ら 、 そ れ ま で の 歴 史 の 中 で 形 成 さ れ て き た 資 源 ・ 漁

場 利 用 の あ り か た が 、1 9 9 0 年 代 以 降 の 漁 業 内 外 の 構 造 的 変 容

の 中 で 、 漁 業 者 ・ 地 域 主 体 に よ り 柔 軟 に 変 容 す る こ と で 、 作

り 出 さ れ て き た も の で あ る 。 こ の よ う な 地 域 社 会 の も つ 「 多

面 性 」 に よ り 、 漁 村 地 域 は 「 参 入 で き る 」（ U タ ー ン ・ I タ ー

ン 含 む ） 地 域 と し て 存 立 し て い る 、 と 結 論 付 け ら れ よ う 。 よ

っ て 、 こ の よ う な 「 地 域 性 」 を 踏 ま え 、 青 壮 年 の 存 在 形 態 と

不 可 分 で あ る 地 域 漁 業 の あ り か た そ の も の か ら 見 直 す よ う な 、

後 継 者 対 策 が 必 要 と さ れ る 。  
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注  

1 )宮 澤 晴 彦 「 沿 岸 漁 業 経 営 構 造 の 分 析 視 角 ― 漁 船 漁 業 経 営 の  

再 編 を め ぐ っ て ー 」『 北 日 本 漁 業 』 第 35 巻 ,2007 年  

2)加 瀬 和 俊「 沿 岸 漁 業 に お け る 後 継 者 問 題 ― そ の 現 状 と 展 望 」

『 水 産 振 興 』 第 47 巻 第 7 号 ,201 1 ,pp. 47 に お い て 、「 漁 業

者 の 高 齢 化 ・ 減 少 の 下 で 漁 場 に 余 裕 が 生 じ て い る に も 関 わ

ら ず ・ ・ 」 と あ る 。  

3)神 島 に お い て は 、 以 上 の 状 況 か ら 漁 場 に 「 空 き 」 が 生 じ つ

つ あ る が 、 本 論 で 述 べ た よ う に 島 外 か ら の 参 入 は 受 け 入 れ

て い な い 。 よ っ て 、 こ こ で の 「 新 規 参 入 」 は 、「 島 民 だ が 、

タ コ ツ ボ 漁 業 者 で は な か っ た も の 」 の 参 入 が 認 め ら れ る よ

う に な っ た 、 と い う 意 味 で あ る 。  
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